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    ［第一章　消えた少女］


    



    　熱狂のフェスティバルも閉幕し、旭姫あさひと一旦別れてログアウトしたその翌日。


    　陽はる翔とは再び、希のぞみの家に向かうことになった。


    　陽ひ射ざしの柔らかさが残る朝に駅前で待ち合わせし、今は咲さ月つきを待っている。


    　旭姫や咲月との関係に一段落がついてしまった次の日に、当事者とふたりで会うのは気まずいが、事情が事情だけに避けるわけにもいかなかった。


    　来たらどう声を掛けようか、考えがまとまっていないうちに、


    「……おはよう」


    　咲月はひっそりとやってきて、陽翔の前に立つ。


    　しなやかな髪を肩まで伸ばした少女。線が細く肌も綺き麗れいで、同年代の注目を集めるであろう可か愛わいらしい顔つき。ただ今日はつり目がちの瞳ひとみが、少し元気なく伏せられていた。


    　普段よりも地味めの服装。身なりが上品なのは変わらないが、ブラウスもスカートも落ち着いた色合いの一式だ。


    「おはよう、咲月。……え、えっと」


    　昨日の今日で何を話していいものか、陽翔はなんとか会話しようと言葉を探す。


    　触れるべきなのか、あるいは触れないべきなのか。


    　態度はこれまで通りでいいのか。気を遣うべきなのか。


    　女子を振るなど初の経験であり、彼女をこれ以上傷付けたくなかった陽翔は言葉に詰まる。幾つかの言葉が頭に浮かぶが、正解がわかるわけもない。


    「………」


    　その上、咲月の目は一晩中泣き腫はらしたかのように、真っ赤に充血していた。


    　それもまた陽翔の混乱に拍車をかける。脳内を駆け巡っている言葉は、すでに日本語の体ていをなしていなかった。


    　だが、先に気を遣ったのは咲月だった。


    「気にしないでよ。言いたいことはわかるけど」


    「お、おう」


    　彼女の想いを聞いてから、今までにないほど自分を情けなく感じていた。罪悪感がまったく拭ぬぐえない。


    　数年来、気持ちに気付けなかったことは、完全に陽翔自身の落ち度なのだ。


    　どれだけ傷付けてしまったのだろうか。どれだけやきもきさせてしまったのか。


    　想像はできても、深さを実感などできはしない。


    　何を言ったところで、口先だけになりそうな気がして、口を開くことができなかった。


    　気の利きいたことを言えたとしても、咲さ月つきは喜んだりしないだろう。彼女に対して罪を償おうとしたところで、それは同情であり、心を貶おとしめるだけだ。


    　難しい顔をしている陽はる翔とを見て、咲月は仕方なさそうに小さく溜ため息いきを吐つく。


    「ログアウトしてわんわん泣いて、スッキリしたから。ここからはいつも通りよ。別に幼なじみまでやめようってんじゃないんだから」


    　あっさりと口にした咲月は、いつも通りの真ま面じ目めな表情に、力強い光を瞳ひとみに湛たたえていた。


    　傷付いていないはずはない。忘れているはずもない。


    　それでも彼女は、しっかりと前を向いていた。


    「まあ、でもね」


    　咲月が小さく笑いながら続ける。


    「私が告白したことはちゃんと覚えておいて。それに、私は諦あきらめたつもりもないから。あんたが旭姫あさひに振られたら、いつでも胸に飛び込んできていいわよ」


    「お、おう」


    「笑いなさいよ。ここ、笑うところよ」


    　冗談なのか本気なのか、区別がつかない。


    　咲月は不敵な笑みを浮かべており、本音が含まれていないというわけではなさそうだ。


    　隙すきがあったらかっ攫さらうわよと言わんばかりに、その表情は強したたかだ。


    　──敵かなわない。


    　一生勝てないんじゃないか……そんな気がした。


    「ほら、行くわよ。今、優先するべきは私の気持ちなんかじゃないわ。希のことに頭を切り替えなさい」


    　咲月は陽翔の袖そでを遠慮なく引っ張る。そのままふたりは希のぞみの家に向かって歩き出した。


    「もしかしたら希が大変なことに巻き込まれてるかもしれないんだからね」


    　咲月は厳しい顔つきをして、深刻そうに漏もらす。


    「わかってる。行方不明になってるんだからな」


    　昨夜、家の固定電話に希の母親から連絡があったのだ。


    　親同士の旧交を温める挨あい拶さつもそこそこに、用事があるのは陽翔だった。


    『希がそっちに行ってないかしら？　それか、どこに行ったか知らないかしら？』


    　慌あわてた様子の口調で、希の母は捲まくし立てる。


    『友だちの家に行くって出ていったっきり……』


    　そのまま帰ってきていないのだという。


    　希の母親は陽翔の前に咲月にも連絡を取ったようだが、彼女の家にも行っていないらしい。貴たか法のりの家に上がり込んでいるわけでもないのだとか。


    　新しくできた友人たちの家にも片っ端から電話をかけたそうだが希の行ゆく方えを誰も知らず、陽翔が知らなければ警察に連絡をするしかない、ということだった。


    『あの子が連絡もせずに外泊するなんて、今までになかったの。それに、お夕飯前から、様子がおかしくって。心ここにあらずって言うのかしら……。いつもの希のぞみじゃなかったのよ』


    　どれだけ希を心配しているのかが伝わってくる口調。陽はる翔とも力になりたかった。しかし、希に繋つながる情報は何ひとつ知らない。


    　ただ前回、家を訪ねて機嫌を悪くさせてしまっただけに、気掛かりなところはあった。


    『あれが部屋に放り出されていたから、陽翔くんたちなら何か知ってるかなと思ったのだけど……』


    　通話が終わったあと、陽翔は教えてもらった希のアカウントに、携帯端末Ｗｉｔｈウイズを通じてメッセージを送った。ところが返信が来ないどころか、既読マークもつかない。


    　それから数分と経たたないうちに咲さ月つきから連絡が来て、希の家に行って何か手がかりがないか、調べさせてもらおうということになった。


    「あ、いたわ」


    「ようやく来たか」


    　希の家の前で、貴たか法のりが待っていた。白を基調にした上品な私服だ。


    　黒の短髪に、切れ長の瞳ひとみ。かけられたシャープな眼鏡めがねがいかにもな几帳面さを窺うかがわせる。


    　彼も連絡を受けており、陽翔たちと共に希について調べることになっていた。


    　希に会うことを拒んで、今まで来なかった貴法だったが、行ゆく方え不明となってしまっては心中穏やかではないのだろう。予定をすべてキャンセルしたということだった。


    「時間が惜しい。さっそく中に入らせてもらうぞ」


    　最低限の挨あい拶さつだけ済ませて、彼はインターホンを押す。


    「来てくれたんですね、みんな。貴法くんも本当に久しぶり」


    　希の母親が出てきた。目の下にはくまができており、頬ほおも僅わずかにこけている。


    　おそらく一睡もしていないのだろう。


    「どうぞ、中に入って。ごめんなさいね。夏休みだから、やることもあったでしょう」


    「お構いなく。僕らも希さんが心配ですから。少しでもお役に立てれば良いのですが……」


    　貴法も丁重に頭を下げる。家の中に招き入れられ、昔話をする余裕すらないことを謝られながら、陽翔たちは希の部屋の中に入った。


    　勉強机に、ファッション誌が山ほど入った書棚。パステルカラーで統一された壁紙やカーテンがとても優しげで、彼女のセンスのよさを窺わせる。一方、遊園地で売られているようなぬいぐるみたちがいたるところに置かれ、そこだけは昔の印象そのままだ。


    　彼女は外見も内面も大きく変わったが、空想的、あるいはメルヘンチックな部分は意外に変わっていなかったのかもしれない。


    「……これですね？」


    　貴たか法のりが率先して、ある物に視線を向ける。可か愛わいらしい部屋には不釣つり合いで異質で、無骨な物。ここで、この黒い機械はどうしたって目を引く。


    「ええ。これが転がってて……。貴法くんたち、詳しかったわよね？　これで何かわからないかなって思って」


    　希のぞみの母親は動揺を抑えるように、それを指した。


    　エンセファロン。《リユニオン》へのログインを可能とするヘッドマウントディスプレイだ。


    　古い型であり、第一世代。《ユニオン》時代に販売されたものである。


    「これが、私たちが呼ばれた理由ね」


    「そうじゃなかったら、部屋にあがれないし、用もないだろ」


    　希が出掛けてから、エンセファロンが部屋の中に無造作に転がっていたのだという。


    　だからこそ、陽はる翔とたちにも連絡を取ったのだ。もしかしたらゲームの中で遊んでいたのかもしれないと……。


    　陽翔と咲さ月つきは首を傾かしげる。


    　昨日、希と話した時に『入りたくない』と、拒絶されてしまったことを思い出したのだ。ログインさせるのを諦あきらめたわけではなかったが、そのためにはさらなる手て間ま暇ひまがかかるだろうことを覚悟していたほどだった。


    「咲月。あれから希がログインしてると思うか？」


    　陽翔が咲月に問うと、彼女はあごに手を当てて考え込む。


    「あの娘この性格からして、言ったことをいきなり反ほ故ごにするとは思えないのだけど……。そもそも入る理由が見えてこないし」


    　正直なところ陽翔としては、何かの拍子にエンセファロンが出てきただけとしか考えられない。部屋の掃除をして押し入れの中から落ちてきたという方がまた納得がいった。


    　そこでインターホンが鳴り響く。


    「ああ、警察の方だわ。ちょっと席を外すけどいいかしら？」


    「はい。こちらにはお構いなく」


    　貴法の言葉に希の母親が一礼して、慌あわただしく階下に降りていった。


    「何か……わかるかしら？」


    　咲月が眉まゆ根ねを寄せながら、悩ましげに呟つぶやいた。《リユニオン》プレイヤーは例外なくエンセファロンを使っているが、咲月も陽翔も、機能をすべて把握しているわけではない。


    　落ちているエンセファロンの電源は落ちており、沈黙していた。


    「ひとまず起動して残ってるログを追ってみよう」


    　貴法が希のエンセファロンを起動し、装着する。


    『虹こう彩さい照合します……………サーバー接続……………認証失敗』


    「む……。やはり引っかかるか」


    　貴たか法のりが煩わずらわしそうに息を吐いた。《リユニオン》を立ち上げてログを確認するＵＩユーザーインターフエースまで行くには、虹こう彩さい照合による認証を抜けなければならない。


    　貴法はエンセファロンを外して、机の上に置き、外部ボタンを操作する。


    「……一旦、取り消しだ。手打ちの文字入力パスワードに切り替えるしかない」


    「貴法。あなた、希のぞみの設定したパスワード知ってるの？」


    「知っているわけがないだろう。しかし、虹彩照合ではどうしようもない。なら、文字の羅列でどうにかするしかないだろう。確率が存在している分、まだこっちの方が建設的だ」


    『パスワードを入力してください』


    　貴法がボタンを押し続けると、エンセファロンのアナウンスがパスワード要求に切り替わる。それから持っていた鞄かばんから手のひらサイズの小型キーボードを取り出し、エンセファロンと無線接続した。キーボードに手をかけて、パスワードを入力していく。


    『１０１０』。希の誕生日だ。違う。


    『Ｐａｓｓｗｏｒｄ』。初期設定のままという可能性に賭かけたが違う。


    『ｗｉｓｈ』。望みの英訳。これも不可。


    　どの単語もパスワードが違いますという無慈悲なアナウンスが流れ、認証を受け付けてはくれなかった。


    　パスワードの間違いを許されるのは、セキュリティの関係上、三回までとなる。


    　四回連続で間違えるとロックされ、起動しなくなる。


    「希が使いそうなパスワードなんて何かあったかしら。おばさんに聞いた方がよくない？」


    「あと一回だぞ。大丈夫なのか。貴法」


    　咲さ月つきと陽はる翔との表情に焦あせりが生まれる。


    「黙っていろ。今考えている」


    　腕を組んで唸うなりながら天を見上げる貴法。


    　貴法はキーボードに視線を戻し、ゆっくりとした動作で指をかけて……止まった。


    「おい、どうしたんだ？」


    　陽翔の言葉に返事すらしない。


    　戸惑っているというよりも、躊躇ためらっているようだった。失敗を恐れている様子ではなさそうだが、貴法にしては珍しく悩んだ表情を露あらわにしている。


    　ひとつ深呼吸をしてから、彼は意を決したようにキーボードの上で指を躍らせた。


    『ＡｐｒｉｌＧｅｎｉｕｓ』


    　彼の入力した単語は、直訳すれば四月の天才だ。


    　陽翔にも咲月にも、なぜそんな単語を入れたのか、さっぱりわからない。


    　エンターキーを押すと、


    『パスワードを認証しました。生年月日を入力してください』


    　と、無事にアナウンスされ、陽はる翔とたちは胸を撫なで下ろす。あとはもう陽翔たちも知っている希のぞみの個人情報だった。貴たか法のりがそれを流れるような動作で次々に入力していく。


    　あっという間に《リユニオン》のタイトル画面へと辿たどり着いた。エンセファロンのふたつのディスプレイ部分にタイトルロゴが表示される。


    「貴法。ＡｐｒｉｌＧｅｎｉｕｓってなんだ？」


    「気にするな。ふたりとも忘れろ」


    　彼は力なくやるせなさそうに首を振った。


    「……変えろと、あれほど言ったのにな」


    　そう呟つぶやいて、ばつの悪い顔になる。後悔か、やるせなさか、傍はた目めからは判断がつかない。ただ、貴法にとってはあまりいい思い出ではなさそうだった。


    「とにかく、ようやくタイトルまで来たのだ。オプションから、ログイン履歴を調べよう」


    　貴法は再びエンセファロンを装着する。エンセファロンの物理ボタンを使って操作し始めた。少しの間、見守っていると、その手が不意に止まる。


    「……彼女、ログインをしてるぞ」


    「えっ!?」


    　咲さ月つきが素すっ頓とん狂きような声をあげた。


    「昨日の……夜だな。九時少し前だ」


    　ダンスパーティが始まる少し前ぐらいだろうか。


    「あれだけ、《リユニオン》には入らないって言ってたのに……」


    　咲月が納得いかないように首を傾かしげる。


    『……気が向いたらね』


    　という素っ気ない返事は、陽翔たちに気を遣ったものでしかなかったはず。


    「実は友人と入ってて、俺たちにはそれを秘密にしていたとか？」


    　苦し紛れに言った陽翔の意見に、貴法は首を振る。


    「いや、ログイン履歴は昨日だけだ。あとは六年以上前のデータだな。内密にログインをしていたという線はないだろう。もう少し調べてみるか……」


    　陽翔も咲月も何をしているのかわからなかったが、貴法の口元は渋いままだ。


    　結局、わかったことはログインしたことと、時間だけだった。


    「クライヴならもっと詳しく調べられると思うのだが……。あいつは元々、この手のハードについて詳しかったからな」


    「それじゃあ、聞いてみよう。時差があるから寝てるかもしれないけどな」


    　Ｗｉｔｈウイズでクライヴに連絡を取ると、すぐに反応があった。ディスプレイに彼の姿が映る。


    　ゲーム内で見るのと変わらない、中性的な顔立ちの美少年で、金色の短髪がよくマッチしていた。どこにいるのかはわからないが、大学の施設のようにも見える。ゲームの中と違い、研究員が着るような白衣を着ていた。


    『どうしたんだ、陽はる翔と。リアルで連絡してくるなんて珍しいじゃないか』


    「話があるんだ。希のぞみのことで」


    　事情を話すといつもの軽い口調は鳴りを潜ひそめ、重くなった。


    『なるほど。希が消えてしまった、か。由々しき事態だね』


    「こっちじゃ調べられることはないんだ。クライヴの方で、何かわからないか？」


    『見てみないことにはわからないさ。エンセファロンにストレージカードが刺さってるだろう。そこに入ってるデータを送ってくれないか？』


    「データは暗号化されてるはずだぞ。大丈夫なのか？」


    　貴たか法のりが横から口を出し、疑り深い口調で問う。


    　だが、クライヴは事もなげに言った。


    『問題ないよ。多少強引な手段を使えば、オレの作ったソフトなら解析できるから』


    　貴法が「わかった」と頷うなずき、すぐにストレージカードを抜き取る。内部にあるデータをＷｉｔｈウイズへとコピーし、データをクライヴへと送信した。


    『ありがとう。解析してみるからちょっと時間をくれ』


    「頼む。こっちではログインしたことしかわからなかった」


    『オレもそこまで多くの情報はわからないと思うけどね。……よし、出た出た』


    　クライヴが結果を眺めているのか、Ｗｉｔｈのスピーカーからは何も聞こえてこない。


    　しばらく無言の時間が続くと、小さく口笛が鳴った。


    『座標情報を特定できたよ。これで彼女の足取りが追えるぜ』


    「さすがだな、クライヴ。それで、彼女はどこに行ったんだ」


    　難しい顔をしたまま、貴法が急せかす。


    『《リユニオン》のマップと照合してるからちょっと待ってくれよ。座標情報が出ただけじゃよくわからないんだからさ』


    　それから少しして、全員のＷｉｔｈのディスプレイに《リユニオン》の世界地図が映し出された。クライヴがデータを共有してくれたのだ。ディスプレイに映った地図は急速に拡大し、アルトガーデンを中心とした周辺を上空から俯ふ瞰かんした表示に変わる。


    　地図上にはアルトガーデンから赤い線と点がいくつも浮き出ていた。


    『お待たせ。彼女はまずアルトガーデンに出てきてるね。《リユニオン》に入ったのが初めてだったからだろう』


    「そこからは？　図では座標の時間が見えないが、これは一旦、南に向かってるのか？」


    『そうだね。昨日だとダンスパーティのあった場所かな？　そこに来てるぜ』


    　陽翔と咲さ月つきも目を見開いた。


    　あのダンスパーティの会場に希も来ていたとは、俄にわかには信じられない。


    　咲さ月つきは妙に落ち着かない様子で、瞬まばたきが多くなった。動揺しているようにも見える。


    『でも、会場内には五分と滞在していないね。座標を見る限り、来た道を戻って北に行ってる。しかも、この移動速度は……走ってるのかな？』


    「走ってるぐらい、別にどうということはないだろう。僕らとて移動時は走る」


    『この日がフェスティバルの真っ最中だってこと忘れてないか、貴たか法のり。ダンスパーティ会場周辺は大混雑していたんだぜ』


    「……あの彼女が人を押しのけて走っていたと言いたいのか？」


    『昔の印象に引き摺ずられているかもしれないが、そんな希のぞみの姿は想像しづらいな。よほどの理由がない限り、ね』


    「……今は考えても詮せんなきことだ。これはどこに向かっている？　街の外に出たようだが……。クライヴ、もう少し地図の範囲を広げてくれないか？」


    　すると、クライヴがディスプレイの向こうで『うーん』と悩ましげな声をあげる。


    「何があったの、クライヴ」


    　咲月が急せかすように促うながした。


    『それ以上、北にも東にも行っていない。座標の赤い点が表せるのは、そこまでだ』


    「途切れてるって……。これ以上、座標データはないってこと？　単にログアウトしただけなんじゃないのかしら？」


    『いや、違う。座標情報はまだあるのさ。だから妙なんだよ。そっちの２Ｄマップじゃわからないと思うけど、街の外に出て少しずつ空に向かってるからね』


    「空!?」


    　咲月はいかにも信じられないといった表情だ。


    「転送でもしたんじゃないのか？　空に大陸だって浮かんでるわけだし」


    『こんな場所に転送装置はないよ、陽はる翔と。送り元にも送り先にもね』


    「何もない場所で転送となると……センスか？」


    　陽翔の言葉に貴法が不機嫌そうな表情を浮かべた。


    「転送は天理でも上級センスにカテゴライズされるものだ。おいそれとできるものじゃない。それに敵対意志を持つ者を転送で送ることも不可能だぞ。僕が敵モンスターや敵プレイヤーを転送させたことはないだろう」


    「でも、夢境ならあり得なくはないんじゃないか？」


    「それは……」


    　陽翔の言葉に、貴法が黙り込む。


    　夢境は謎なぞの多いセンスだ。センスを扱う本人たちですら、理解しきれていない。


    　基本的には夢想、妄想を具現化するセンスと言われているが、かなり広範囲の事象を発現可能という反面、制御には苦労をするようで、人によって千差万別の結果を生む。


    　貴たか法のりは考えを振り払うように首を振った。


    「だが、陽はる翔とよ。考えてもみろ。希のぞみは《ユニオン》時代に、一度もそんなことをやっていない。《リユニオン》に入って、今までやったこともないようなことが、初日でできたというのは、話ができすぎている」


    　すると、今度は咲さ月つきが横から口を出す。


    「でも、貴法。希が空へ向かっているのは事実なのよ。どうやっているのかは……わからないけど。むしろ、天理の転送だったと考える方が怖いわ。誰であろうと転送できるほどの天理センスの持ち主か、転送できるプレイヤーに希が自分の意志でついていったってことだもの」


    　三人はしばらく考え込むものの、答えは出なかった。


    『それで、希は空に向かった後……ここは』


    「どうした、クライヴ。何かわかったのか？」


    『この座標……ここには竜の要よう塞さいがあったはずだな。希は中に入ったぜ、おそらく』


    「竜の要塞だと？」


    　それは、空に浮かぶ大地に建造された巨大な要塞。竜が何百と入るほどの広さを誇り、《ユニオン》時代から存在している高難易度のダンジョン。竜の空母とも称される代物で、近づくだけで数百に及ぶ竜の群れが襲おそいかかってくるのだ。


    　生半可なセンスでは中に入ることすらできない。その上、内部でも竜たちが跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こしており、生き残ることすら困難なダンジョンだった。


    　ただし、様々な秘宝が配されている場所でもあり、神速を得る靴くつや雲を割る剣、炎を吸収して威力を高めて跳ね返す盾たてなどレア装備の宝庫でもある。挑戦するギルドやプレイヤーは数多い。欲に目が眩くらんで深入りし、泣く泣く逃げ帰ってくるのも、《ユニオン》時代の通過儀礼のようなものだった。


    　かつて、〝スバル〟でも挑戦をしてクリアしたが、決して楽観できるものではなく、全員がセンスをフル活用してどうにか攻略できたのだ。


    「でも、何で竜の要塞なんかにいったのかしら？」


    　咲月が不思議そうに問う。迎撃されなかったのか？　という疑問もあるし、希ひとりで何の用があるのかも見当がつかない。


    『さすがにそこまではわからないさ。竜の要塞に入って……そこでログアウトをしてるよ。ちなみに竜の要塞に入るにあたって戦闘した形跡はないぜ。座標が完全に直線で、ぶれていない。……さて、どうする？』


    　希が竜の要塞に向かった理由は依然、不明のままだ。


    　それでも、希がそこに向かい、現実でも消えてしまったというのなら。


    「そこに希が消えた理由があるのかもしれないなら行かなきゃな」


    　陽翔がそう呟つぶやくと、貴法と咲月も、ディスプレイの中に映るクライヴも重々しく頷うなずいた。


    



    　　　　　▽　　　　　▽　　　　　▽


    



    　陽はる翔とたちは希のぞみの母親に何かわかったら連絡する旨むねを伝えてから、日下くさか家をあとにした。


    　あとで《リユニオン》で合流することを約束し、それぞれ帰路につく。


    　帰宅後、陽翔がすぐにログインをしてアジトの内部に出ると、他のメンバーはまだ見あたらなかった。


    「うーん。最初の一個は中央でいいかな？」


    　旭姫あさひはいつもの部屋から離れて、奥の小さな部屋で四つん這ばいになっている。床に絨じゆう毯たんのようなものを敷いているらしい。描かれた紋様が微かすかな光を放っていた。


    「……旭姫。それ、転送装置だよな」


    　すると、呼ばれた彼女が嬉うれしそうに振り返った。


    　しなやかな、腰まで伸びた流麗なブロンドの髪を白いハンカチでまとめて留めている。


    　美術品と見間違えそうになる整った小さな顔に、宝飾のように綺き麗れいなスカイブルーの瞳ひとみ。


    　白しら百ゆ合りのような肌を見せて、肩を露出する短い丈の青いワンピースと白を基調とした袖そでなしのジャケットを着込んでいる。腕には銀色のガントレット、脚には同色のグリーヴをつけている。太ももには革のホルスターが装着され、彼女の相棒である拳けん銃じゆうが入っていた。


    「あっ、おはよう陽翔。うん、転送装置だよ。さっそく置いてみたんだ」


    　昨日までのフェスティバルで、陽翔たちは転送装置を購入するだけの資金ができていた。旭姫は空いた時間を使って、転送装置を買ってきたのだ。このままでは転送先のポイントがなくて使用できないが、本体を置けばいつでも登録ができるようになる。


    「これでまた少し元に戻ったね」


    　六年前、このアジトには転送装置を複数、設置していた。


    　昔と違ってひとつだけとはいえ、こうして旭姫と一緒に眺めてみると、タイムスリップしてきたような懐かしさがあった。


    「他にも道具箱とか、ランプとかほしいよね。前はあったんだし」


    「あのゴチャゴチャした感じまで再現しなくていいんじゃないか？　新しく作るなら整理し直した方がいいだろ」


    「ダメだよ。まずは前のアジトに戻さないとね。皆みんなの思い出なんだから」


    　譲れないポイントらしく、旭姫はチッチッチと指を振って、陽翔の意見にダメ出しをする。


    　ただ、転送装置が設置できたのは嬉うれしいようで、魔法陣を眺めてご満悦だった。


    　転送装置だけではなく、アジトが少しずつ元に戻っているのが嬉しいのだろう。旭姫も街に出た時にちょくちょく買い物をしていたし、フェスティバルで密ひそかに買っていたものも、すでに置かれていた。この乱雑に物が散らばった環境は、まさに昔を彷ほう彿ふつとさせる。


    「えへへ」


    　旭姫あさひが甘えるように陽はる翔とに寄り添った。


    　ほんのりと甘い香りが陽翔の鼻孔をくすぐり、昨日のこと──ダンスパーティのことがフラッシュバックする。


    　何か特別なことがあったわけではない。


    　踊ってから、ふたりでアジトまで帰って、陽翔も普通にログアウトしただけだ。


    　帰る時も帰った後も彼女はいつも通りで、陽翔は少しだけ拍子抜けしていた。意識していたらどうしよう、という緊張は肩透かしである。


    　一方、陽翔はかなり意識していた。昨日のログアウト直後など、恥ずかしさのあまり、そのままベッドに潜り込んで意味もなくジタバタしてしまったのだ。


    　その後、希のぞみのことですぐに我に返ったが、こうして旭姫好きな子とふたりきりでいると、やはり落ち着かない。


    　陽翔も年頃の高校生であるということを免罪符に、色々とやってみたいことはあった。


    　とはいえ、旭姫には六年間の記憶がなく、ある意味では小学生のままとも言えるわけで、それを考えると自分はロリコンなのだろうかと無用な心配までしゃしゃり出てくる。


    「むう……」


    　陽翔がそんなことで思い悩んでいると、旭姫が意味ありげな瞳ひとみを向けた。


    　間かん髪はつ容いれずに陽翔の腕に抱き付く。
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    「うお！」


    「えへへー。なんか陽翔、こうしてほしそうだった」


    「し、心奏で人の心を読むなよ」


    「センスなんて使ってないもーん」


    　得意げに笑う旭姫。頬ほおは仄ほのかに桜色に染まっていた。


    　それを見て陽翔も小さく笑う。


    　どうやら旭姫も今まで通りではないらしい。以前と比べても大差はないが僅わずかな変化は感じる。


    　何よりも旭姫が幸せそうで、陽翔もつられてしまった。


    「旭姫──」


    　流れに身を任せるように、旭姫を抱きしめようと背中に手を伸ばし──。


    「そういうことは、時と場所を選んでやってくれないかな。おふたりさん」


    　突然の声に背後を振り返ると、クライヴがニヒルな笑みを浮かべて立っていた。


    　黒いニット帽から柔らかそうな金髪が僅かに覗のぞき、耳には小さなピアスをつけている。羽織っている赤いジャケットの襟えりと袖そで口ぐちには黒毛のファーがついており、中には胸元が大きくＶ字に開いたシャツを着ていた。


    　陽はる翔とは慌あわてて手を引っ込める。


    「ク、ク、ク、クライヴ!?　ログインするの、早くないか!?」


    「オレはちょっと席外してただけだぜ。家に帰る必要がなかったし、あのあとそのままログインしたんだ。陽翔が気付いてなかったんだよ。なあ、旭姫あさひ？」


    　旭姫は気まずそうに目を逸そらして、頬ほおを掻かいている。忘れてました、と顔に書いてあった。


    「ま、オレは気にしないよ。後から来るふたりはうるさそうだけどね」


    　クライヴが言い終わると同時に、咲さ月つきがアジトへとログインしてくる。


    　絹のように細い朱色の髪を肩まで伸ばし、兎うさぎの耳に見えるようなリボンをつけていた。


    　上半身は水着のような革装備で、下は黒いフリルが施ほどこされた赤いスカート。肩を出してローブのような群青色の外がい套とうを纏まとっている。


    　いつもの咲月の《リユニオン》での姿だ。


    　陽翔と旭姫は咄とつ嗟さに離れた。


    　ふたりのただならぬ雰囲気に、咲月が不思議そうに眉まゆ根ねを寄せる。


    「……どうしたの？　なんか変な雰囲気だけど」


    「い、いや。なんでもない、なんでもない」


    　それを見てクライヴが、くっくっくと笑った。


    　咲月は訝いぶかしげな顔で、首を傾かしげるだけだった。


    「笑ってる場合じゃないでしょ、クライヴ。さっさと準備を整えないと」


    「オーライ、咲さ月つき。旭姫あさひも。ちょっとこれから慌あわただしくなるよ」


    　すると、旭姫は目をぱちくりさせる。


    「どういうこと？　クライヴ」


    「説明をしてなかったけど、竜の要よう塞さいに行くのさ。〝スバル〟全員でね」


    「竜の要塞？　別にいいけど、なんでいきなり……」


    　咲月が陽はる翔ととクライヴに、まだ事情を話してなかったの？　というような厳しい視線を向ける。陽翔は逃げるように目を逸そらし、クライヴは苦笑した。


    「事情を話すよ、旭姫。希のぞみのことについて。実はね──」


    　掻かい摘つまんだクライヴの説明に、旭姫は朗ほがらかだった表情を改め、真剣な目つきになる。


    「じゃあ、行かなきゃ！」


    　仲間の危機を救わなければという使命感が、瞳ひとみから垣かい間ま見みえた。


    「一応言っておくけど、竜の要塞に入っても希が現実で消えた理由との関連性はないかもしれないよ？」


    　クライヴが念を押すように言う。


    「それでも現実で俺たちにできることはないからな。だったら、ゲーム内で妙な動きをしてる希の足取りを追うべきだ」


    　陽翔の言葉に、皆が頷うなずく。


    　そのタイミングで、貴たか法のりも転送でアジトにやってきた。


    　黒色のインナーの上に白を基調としたコートを着込んだ姿は、中世の貴族を思わせるような出いで立ちだった。


    　右手には貴法の代名詞とも言える、竜を模したガントレットが装備されている。


    「話は纏まとまっているな？　では、すぐに行こう」


    「お前、〝イルミナティ〟はいいのか？」


    「よくはないが、僕が数日離れていたところでダメになるギルドにはしていない。運営は全部秘書に任せられるし、何かあれば連絡を寄越すように言っている」


    　すると旭姫が小さく笑う。


    「こんな時だけど、貴法が来てくれて嬉うれしいよ」


    「そ、そうか。状況が状況だからな。希の捜索に全力を尽くさせてもらおう」


    　五人はアジトを出て空を見上げた。


    　普段なら咲月に掴つかまって飛ひ翔しようするのだが、今回はいつもと事情が違う。


    「竜の要塞に向かうのに、団子のように固まっていくのは愚ぐ策さくだろう」


    　貴法が言う通り、咲月の飛翔魔法に頼れるのは移動する時だけであって、戦闘には不向きだ。それで戦えない〝スバル〟ではないが、個別に動けた方が力を発揮できる。


    「久々にやるとしよう。咲さ月つき。クライヴ。覚えているな？」


    「当然でしょ」


    「オッケー。問題ないよ」


    　咲月が鞭むちを構えた。


    「──纏まとえ、アクゼリュス。翠みどりの風ふう鎧がい」


    　風の力が全員を包み、地面の砂さ塵じんを撒まき散らす。


    「変幻、〈エアロウイング〉」


    　纏わり付く風をクライヴが変幻させた。一瞬にして全員に白い半透明の翼が生える。


    　無軌道だった風に指向性が生まれ、翼から地上へ吹き付けるようになった。


    　全員が風の浮力を受け、ふわりと浮き始める。


    　強烈な風を吹き出し続ける翼は、今にも飛べそうなエネルギーを放っていた。このままでは、風を放つだけの代物だが……。


    「天理、〈羽はね絆ほだし〉」


    　最後に貴たか法のりが全員の翼に触れる。風から変幻した翼の一部を分解。それぞれの背と接続した。


    　こうすることで翼から生まれる風の制御──つまり、翼の持ち主の意識と風力や風の指向性を連動させ、空を飛ぶための力を操作することが可能となる。


    　魔導が風を作り出し、変幻で浮力を受ける翼にして、天理でそれを操る。


    　貴法、咲月、クライヴがいてこそ実現できる複合飛行センス──〈天翼グラウンドリジエクシヨン〉である。


    「懐かしいな、これも」


    　陽はる翔とが確かめるように翼を小さくはためかせた。すると翼から強い風が発生し、浮力が働いたかのように陽翔の身体からだをさらに上昇させていく。


    「それじゃ、行こう！」


    　旭姫あさひが大きく翼を羽ばたかせると、突き抜けるように空へと駆け上がった。魔導の残り香のような翠の煌きらめきが煙のように立ち上り、あっという間に散っていく。


    　咲月と貴法が飛び立ち、陽翔とクライヴもまた空へと跳躍した。翼が風を放ち、身体が持ち上げられるように強く引っ張られる感覚だ。


    〝スバル〟は、ロケットのようにトップスピードで空に昇っていく。高積雲を突き抜けると、どこまでも果てがないような透き通った蒼あおが視界一面に広がった。周辺には浮き島も点在しており、そこに小型のダンジョンもある。ただ、この空域に用はない。


    「竜の要よう塞さいは高高度だ。もっと上へ行くぞ」


    　貴法が言うまでもなく、全員がさらなる上へ。


    　上層雲のある高度一三キロ地点。ここまで来ると他に浮き島もない。そこで停止した。


    　他に見えるのは、遠方に浮いている積乱雲ぐらいだろう。中で微かすかに稲光を発している。あの下では雨が降っているのかもしれない。


    「今の時間帯だと、竜の要よう塞さいは浮き島ごとこの付近を巡回しているはずだ。目視できる範囲に来てしまえば、すぐに竜が飛んでくる。気をつけろよ」


    　貴たか法のりが警告した瞬間──遠くに見えていた積乱雲に異変が生じた。


    　一ひと際きわ大きい雷鳴を咆ほう哮こうのように轟とどろかせながら、少しずつこちらに接近してくる。雲の上半分が切れ切れに散っていく。


    「竜の要塞、雲の中にあったのか？」


    　雷の光が瞬またたき、陽はる翔とたちの視界を一瞬、真っ白に染め──巨大な建造物が姿を現した。


    　竜の要塞。機能美などまったくない灰色の城じよう砦さい。外敵を拒む高い城壁しか見えない無骨な軍事基地。陽翔たちは六年前にも見た威風堂々たる要塞を想像したが──。


    「な──」


    　全員が言葉を失った。


    　やがて呆あつ気けに取られたように旭姫あさひが呟つぶやく。


    「……お城？」


    　出てきたのは記憶にある要塞ではなく、童話の中に出てくるような美しい白亜の城だった。遊園地に建てられているような城と言い換えてもいいだろう。


    　パステルカラーの石を用いた西洋建築の城であり、幾つもの尖せん塔とうが並んでいる。尖塔の天辺は、色も千差万別で統一されていない。


    　中央に伸びる一際大きな、ふたつの尖塔の間は空中庭園で繋つながっており、そこには小こ綺ぎ麗れいな花が咲き誇っている。中心には派手な飛ひ沫まつを上げる噴水があり、溜ためられた綺麗な水が溝みぞに沿って外へと流れていた。現実では見たこともないような色の木が生え、そこには美お味いしそうな果実までなっている。


    　城は浮き島に根差しておらず、分厚い雲の上に建っていた。雲は積乱雲よりもさらに白が濃く、遠目から見ると綿花に纏まとわり付く綿毛のよう。


    　今にもお姫様が出てきそうなメルヘンな雰囲気。無骨な竜の要塞とは似ても似つかない、綺麗で可か愛わいらしい、見る者を癒いやすような建造物だ。


    　しかし──。


    「あれは……」


    「間違いないわね」


    　貴法が呻うめくように言うと、咲さ月つきも確信を持って頷うなずく。


    　いや、城を見た瞬間、全員が理解しただろう。


    　一見、無害そうな雰囲気の城とは不釣つり合いな凄すさまじい力──センスの波動を。


    「夢境……ね」


    　咲月が恐れ入ったように囁ささやいた。


    　ここにあるのは、本来であれば竜の要塞。それは間違いないはずだった。


    　目の前にあるのはどう見ても要よう塞さいではない。だが、見る者が見れば、夢境のセンスによって創られたものだとわかる。


    「これって……希のぞみがやったものなの？」


    　旭姫あさひが恐る恐る呟つぶやくと、貴たか法のりはなんとも言えない顔をした。


    「……わからない。だが、全盛期の希であれば可能かもしれないな」


    　こんなことができる夢境センスの持ち主など限られている。卓越した夢境センスと言えば彼女の代名詞なだけに、夢境で作られた城を見過ごすことはできなかった。


    　そして──。


    「城から何か飛んできてる！」


    　咲さ月つきが叫ぶと、〝スバル〟のパーティは一斉に戦闘態勢に入る。


    　陽はる翔とが視線を向けると、豆粒のような黒い点がこちらに向かって少しずつ大きくなっているのがわかった。竜の要塞には迎撃システムがある。竜の群れによる連係飽和攻撃だ。並のプレイヤーは近づくことすらできない。


    　しかし、やってきたのは、本来の防衛モンスターである竜ではなかった。


    　見えたのは遊園地に出てくるような、メルヘンなマスコットキャラクターたちだ。


    　デフォルメされた鼠ねずみやアヒル・犬・栗鼠りす・熊くま等々。着ぐるみじみた何かが、何百もの大群をなして、陽翔たちに向かってくる。


    　どのマスコットたちも一様に愛あい嬌きようのある笑顔を浮かべているが、それが一塊となって襲おそってくる様は実に不気味だった。


    「……これって、希の趣味っぽいけど」


    　咲月が異様な光景に頬ほおをひくつかせながら呟く。希の部屋で見た有名なマスコットたちもいたのだ。


    　だが、ファンシーな見た目はまやかしだ。陽翔は闘気を通して、このマスコットたちから尋常ならざるオーラを感じとっていた。


    「油断するな！　こいつら、昔いた竜よりも強いぞ！」


    　自分と周囲に活を入れる。


    「言われるまでもない」


    　貴法がガントレットを構え、


    「〈竜神光波アツシユブレイク〉！」


    　いきなり大技をぶちかました。


    　天理による分子分解の波動がマスコットたちを襲う。


    　だが、彼らの動きは通常のモンスターたちとは一線を画していた。


    　何匹かが盾たてとなるように、〈竜神光波アツシユブレイク〉の前に立ち塞ふさがる。


    　波動が直撃。盾となった者たちは一瞬で分子レベルまで分解され、中に詰められていたのであろう綿が塵ちりにもならず消えていった。


    　後ろにいたマスコットキャラクターたちは無傷。生き残った者たちは貴たか法のりを馬ば鹿かにするように口に手を当てて笑う。


    　咲さ月つきがマスコットたちを睥へい睨げいしながら、鞭むちを構えて精霊を呼び出した。


    「来なさい。バチカル、エーイーリー、アクゼリュス、キムラヌート、カイツール、ケムダー、ツァーカブ」


    　その数、七。


    「〈虹の架け橋セブン・ストレイン〉！」


    　広範囲のモンスターたちの弱点を突く咲月の魔導が虹の光線となって、マスコットたちへ飛ぶ。


    　だが一体目を貫つらぬき、二体目へ向かう最中──。


    　横から出てきた熊くまと猫のマスコットたちが、〈虹の架け橋セブンストレイン〉の光を挟み込んだ。光は分断され、霧散してしまう。


    　二体のマスコットは消し飛ばされたが、本来であれば三桁けたの敵を倒せるはずの〈虹の架け橋セブンストレイン〉が数体しか倒せなかったという事実に、陽はる翔とは小さく溜ため息いきを吐つく。


    「犠牲を恐れずに、こっちの攻撃を最小限に留とどめてるな。あいつら」


    「仕草こそ小憎たらしいけど、かなり洗練された連係だ。好き勝手に襲おそいかかってきた竜よりタチが悪いね」


    　クライヴが彼らの動きを見ながら、冷静に語る。


    「ここまで数が多いと簡単に一掃できないよねー」


    　旭姫あさひが銃で貴法の援護をしながら、悩ましげに呟つぶやいた。


    　弾丸は百発百中で決まって部位破壊もしているが、倒すには至っていない。


    「とはいえ、昔と同じなら一体一体倒してても、次から次に増援が来るだけだ」


    　そう言って、陽翔は鞘さやから七星剣プレアデスを抜き、正眼に構える。


    　まずは一掃しないことには、城に突入する隙すきもない。


    　ところが──。


    「行くぜッ……って、うわったったった……」


    　陽翔が敵の密集地点に突撃しようとすると、バランスを崩して空中を蛇行してしまう。


    　この〈天翼グラウンドリジエクシヨン〉、軽く飛ひ翔しようするだけなら自分の意のままに動くが、高速起動の空中戦となると途端に難易度が上がるのだ。


    　高速起動で重要なのは、急制動と急加速後の姿勢制御。


    　これがなかなか難しい。いきなりの速度に身体からだがバランスを崩してしまうのだ。止まった状態の自転車に乗ってカタパルトで打ち出されるに等しい。


    　昔は意のままに操れていた陽翔だったが、久しぶりなこともあって、なかなか思うようにいかなかった。


    「くっそ、どうにも上う手まくいかねぇな！」


    「あんたの場合、身体からだだけに闘気を流し込んでるからよ！　ちゃんと翼にも闘気を流し込むイメージで！」


    「わ、わかってるっての！」


    　咲さ月つきの助言が飛ぶものの、やはり昔とは勝手が違う。


    「情けないな、陽はる翔と！」


    　無様に浮いているだけの陽翔とは対照的に、貴たか法のりは文句のつけようがないほど綺き麗れいに飛んでいる。彼の飛び方は翼の挙動も含めて優雅の一言だ。


    　翼をはためかせて一気にスピードを出し、翼を折りたたんで空気抵抗を減らし、獲物を狙ねらって滑空する。まさに鳥だ。


    　クライヴもまた前後軸の回転ロール、左右軸の回転ループ、上下軸の回転スピンと、その軌道は小型の戦闘機を思わせる。


    　全員しっかりと飛んでおり、戦闘に入っていないのは陽翔だけだ。


    「くそっ……！」


    　陽翔は小さく歯は軋ぎしりをした。


    　海中と違って空中は六年前から〝スバル〟にとって慣れ親しんだフィールドだった。高所が苦手になってしまったとはいえ、今の姿は大分情けない。


    　まごついている陽翔を見て、マスコットたちは穴と見たか、容赦なく攻撃を放ち始める。何匹ものマスコットの口から巨大な火球、水流、風圧、雷撃、土針が吐き出され──四方から迫り来る。


    「〈闘気剛体シエルタン〉！」


    　避けられないと判断した陽翔は、全身に闘気を纏まとわせて耐えることを選択した。


    　あらゆる攻撃が陽翔の闘気によって弾はじかれ、消えていく。どうにかダメージは最小限に留とどまった。《ユニオン》に入りたての頃によく使っていた、防御用のセンスだった。


    「それじゃ効率悪いわよ、陽翔！」


    　後ろで魔導を飛ばしている咲月の忠言が耳に痛い。


    　陽翔もわかっていた。如い何かにダメージを抑えられるとはいえ、今のは避けて反撃をするべきタイミング。陽翔の闘気は防御も一流とはいえ、攻撃こそがその真価だ。


    「また一匹、そっちに行ったぞ、陽翔！　自分でどうにかしろ！」


    　蜂はちのように包囲しつつ大群で向かってくるマスコットたちを、仲間たちが次々と倒していくが漏もれは出る。突破してきたものは、鋭い牙きばを陽翔に向けてきた。


    「剣もまともに振れねぇし……！」


    　足で踏ん張ることができない分、空では腕の力だけで、あるいは身体ごと回転させることで斬きっていくしかない。


    「もう、仕方ないわね。援護するわ、陽はる翔と！　──描け、シェリダー。銀の鋼路」


    　鞭むちの一振りで銀色の精霊が出現すると、空中を縦横無尽に飛び回る。軌跡に沿って幾つもの鋼はがねの塊かたまりが生成された。


    「助かるぜ、咲さ月つき！」


    　陽翔は鋼に足をかけ、闘気を使って跳躍。


    　勢いのまま敵に向かって突進し、すれ違い様に七星剣プレアデスで斬り裂く。腹に詰まった綿が景気よく飛び散った。


    　陽翔の飛ひ翔しようは止まらない。


    　目の前に迫る鋼に手をかけて、ポールで回るように身体からだを回転させる。闘気を込めた手を支点に角度を修正した。


    　またマスコットに肉薄し、一刀両断。


    　無軌道なスーパーボールのようだった。


    　空中戦の感覚を取り戻したわけではないが、足あし手で纏まといになるよりはマシと、陽翔は意識を切り替える。


    「その調子だ、陽翔。けど、連中も馬ば鹿かじゃないね」


    　クライヴが肩を竦すくめた。


    　魔導で生成された鋼によって包囲されたエリアが危険だと察知したマスコットキャラクターたちが、そこから離れていったのだ。


    　城を守るように下がり、近づいてこない。


    　そこから陽翔たちに向かって吹雪を吐き出したり、嵐あらしを起こしたりと、再びブレスで攻撃してきた。


    　貴たか法のりたちは当然、対応するために追い掛ける。


    　戦闘エリアから、また陽翔は置いていかれた。


    　敵たちは、陽翔を嘲あざ笑わらうようにケタケタケタと気味の悪い声をあげている。


    　いらっときた。


    「……舐なめるなぁ！」


    　陽翔は一際強く鋼を蹴けり、マスコットへと接近。


    　そのまま身体を斬り裂く。


    　推進力を失った陽翔は、再び空中で足場を失い──だが倒したマスコットを土台にして、再び跳躍。目の前に迫った敵を斬り裂き、またもその身体を足掛かりにして、陽翔は次々に敵を薙なぎ倒していく。


    「無理矢理過ぎる……」


    　呆あきれ果てたように呟つぶやく貴法。一方で陽翔らしいとでも言わんばかりの顔をしていた。


    「〈闘砲ドウール〉！」


    　さらに陽はる翔とは手から闘気を放つ。


    　攻撃するためのものではなく、軌道を修正するためのエネルギーだ。


    「はあっ！」


    　再び斬きり裂く。群がる敵集団を一刀の下にねじ伏せていった。気付けば陽翔の倒した数が最も多くなっている。


    　陽翔にも前衛のプライドがある。闘気を駆使し、皆の盾たてとなり、剣となり、前線をその身ひとつで支えるのが自分の役割なのだ。


    「陽翔ばかりに任せていられるか」


    「こっちもね！」


    　貴たか法のりと咲さ月つきも負けじとセンスを繰り出した。彼らもまた陽翔の一ライン後ろから、圧倒的火力でもって敵を圧殺する役目を担っている。


    「ま、貴法がいるなら、オレが前線に出張らなくてもいいよね」


    「あたしたちはしっかりと援護するよ！」


    　クライヴと旭姫あさひは、後衛でそれを支えた。


    　クライヴはナイフによる変幻で敵を惑わし、掻かき乱し、攻撃や防御に隙すきを作る。


    　旭姫もまた前線の死角となる場所からの攻撃を防ぐべく狙そ撃げきをした。


    　──〝スバル〟はひとりひとりが一騎当千。


    　しかし、彼らの真価はそこにない。


    　各々が役割を十全にこなすことで、〝スバル〟は一個の生命と化す。


    　その有機的な連係こそが《ユニオン》最強と謳われたパーティの、真骨頂と言えた。


    　気付けばマスコットは、鼠ねずみを模した一匹だけとなっており、そいつも周囲を見渡し、仲間が全滅したことにようやく気付く。


    　だが、もう遅い。


    「ラスト、俺がもらうぜ！」


    「いや、僕だ！」


    「私が仕留めるから！」


    　三人のセンスが同時に発動。三つの過剰な攻撃を喰くらって、敵は一片も残さず消滅する。


    「さすが〝スバル〟のスリートップ。怖い怖い」


    「やっぱり三人揃そろうと、火力が違うね」


    　呆あつ気けなく消えていく敵を見て、クライヴと旭姫が頼もしそうに笑った。


    



    　マスコットたちを撃退した陽翔たちは城門の前にいた。


    　巨竜が三匹は同時に出られそうな極大の白い鉄門には、気が抜けてしまいそうなピンクのハートマークが描かれている。


    　その下──大地の代わりとなっている雲は、意外としっかりと足場を形成していた。


    「雲なのに乗れるんだな。歩くと少しだけ沈み込むし、綿みたいだ」


    「こういうところもメルヘンね」


    　そう言いながら陽はる翔とと咲さ月つきは、昔の希のぞみがこういう城に住みたいという夢を皆に語っていたことを思い出す。特に雲の上を歩きたいという話は常々していた。


    　だからこそ、全員が確信に近い思いを持っているのだろう。


    　ここに希がいる、と。


    「分解できれば早いが、夢境で作り出されたものは構造からして違うからな。解析するのに時間がかかるし、その間に構造を少しでも作り替えられたら結局、イタチごっこになる」


    　城の壁に、貴たか法のりが竜のガントレットを当てる。


    　そこにバチッと火花が散った。


    「当然、解析封じの防壁も張っているようだ」


    　適当なところから入ろうとしていたが、そうは問屋が卸してくれないらしい。壁面を分解して破壊しようにも窓を含めてビクともしなかった。凄すさまじいレベルのセンスだ。


    　もしこれを希が創ったのだとしたら、彼女は六年前よりも強力なセンスを手にしているのかもしれない。


    「硬ければ硬いほど、こじ開けて入ってみたくなるけど、悠長にはしていられないかな。ぼやぼやしてると、迎撃モンスターがポップしてくるしね」


    　クライヴは少しつまらなそうに言う。


    「正面から入ったら罠わながあるかもしれないわよ」


    「罠ごと受けて立つ。それが〝スバル〟じゃないのかい？」


    　咲月の指摘にクライヴが不敵な笑みで返す。咲月は仕方なさそうに溜ため息いきを吐ついた。


    「クライヴに賛成！　早く行こう。このお城を作ったのは絶対に希だよ！」


    　積極的な旭姫あさひに、陽翔は言葉の意味を深読みしてしまう。


    「〈未来視プロフエアータ〉……じゃないんだよな？」


    「ただの勘だよ？　城の中の希が見えたわけじゃないし」


    　しかし、旭姫の勘は恐ろしいことに外れない。


    　エリシアから聞いた旭姫の〈未来視〉。


    『旭姫の〈未来視〉は複数ある可能性から、その中のひとつを〝選ぶ〟力だ』


    　これも未来視による未来選択だとしたら、とてつもない力だ。


    　どこまでが本当の勘で、どこまでが〝選び取った未来未来視〟なのか。旭姫に選んでいるという自覚がない以上、陽翔に判別はつけられなかった。


    　制御すらできていないのではないかと、微かすかに不安になるが……。


    「とりあえず、行くか」


    　ここで留とどまっていても意味がない。陽はる翔とは巨大な鉄門の引き手を掴つかむ。


    　すると、力を入れたわけでもないのに、鉄門は蝶ちよう番つがいの軋きしむ音を響かせながら、五人を招き入れるように内側に開いていった。


    「入れということか」


    　貴たか法のりが眼鏡めがねを押し上げながら、用心深く呟つぶやく。


    「考えてても仕方ない」


    　陽翔を先頭として、城の中へと入った。


    　中もまた竜の要よう塞さいとは似ても似つかぬ内装だった。


    　入った先にはロビーもなく、ひたすらに長い通路が延びている。床や壁は自らが発光しているかの如ごとく白く、中央にはレッドカーペットが敷いてある。


    　そこをひたすら歩いて進んだ。


    　外から見ても大きい城だったが、中もまた広い。通路の幅が二〇メートルはあるだろう。天井も異様なほど高く、よくよく見るとそこは丸みを帯びていた。


    　壁には燭しよく台だいが飾られており、白い蝋ろう燭そくが煌こう々こうと燃えている。蝋燭もまた巨大で、陽翔の腕ぐらいはありそうな太さだった。


    　元々が竜の住む要塞なのだから相応に広いのは当たり前なのだが、天井から道幅から、ここまで広いと遠近感がおかしくなりそうだ。


    「敵モンスターはいないな。人もいないっぽいけど」


    　陽翔は身体からだに闘気を纏まとわせながら気配を探っているが、鋭敏になった肌には何も伝わってこなかった。気配を遮断している可能性は高いが、ここにいるモンスターたちすべてに、そんな芸当が可能とは思えない。


    「分かれ道もないから楽だね」


    　旭姫がそう言って前を見る。先は気が遠くなるほど長い一本道。


    　しばらく歩き続けると、ようやく真正面に壁が見えてくる。


    　壁に拵こしらえられた鉄てつ扉ぴを開けると、中は円形のロビーだった。フェスティバルで千近いモンスターを収容できる闘技場に入ったが、それよりも広い。天井には何らかの模様が描かれているようだが、あまりにも遠すぎてはっきりとは見えなかった。


    　床はすべて赤い絨じゆう毯たんで覆おおわれており、金糸で刺し繍しゆうまでしてある。


    　そして、城門と同じ扉が八個あった。ついに分かれ道だ。


    「この先をどこから行く、皆みんな──」


    　貴法が通路を見渡しながら言った瞬間──。


    　突如、ロビーの床が消えた。


    「なっ!?」


    　驚く暇ひまもなく、重力に従って五人は真っ逆さまに落ちた。


    「咲さ月つき！　魔導を！　天理でサポートする！」


    　真っ先に貴たか法のりが指示をするが──。


    「だ、だめっ！　使えない!?」


    　センスが阻そ害がいされていた。咲月の精霊は呼び掛けに応じてくれない。


    「はっ！」


    　クライヴが鋼こう糸し付きのナイフを上空に向かって投げる。


    　ところがナイフは見えない壁に阻はばまれ、呆あつ気けなく弾はじかれてしまった。


    「あちゃー。これは落ちるしかないみたいだね」


    「冷静に言ってる場合じゃないでしょ！」


    　咲月が怒鳴るものの、センスが使えない上に支えにできるものもなく、落下を止めるための術すべがない。


    　陽はる翔とたちはブラックホールに吸い込まれるように、奈な落らくの底へと落ちていった。

  


  
    ［間章　追憶 ～ the side of 〝Nightmare〟 act.1 ～］


    



    《ユニオン》時代──。


    「白水霊の塔に行こうよ！　新しいダンジョンだよ、新ダンジョン！」


    　旭姫あさひはとっておきの腹案を披露するように〝スバル〟の仲間を見渡した。


    　提案を聞いた全員が『またか』と仕方なさそうな表情を旭姫に向ける。旭姫が突然、攻略を促うながしてくるのはいつものことだ。特に新しいダンジョンともなれば抑えが利かない。


    「ま、楽しそうだし、いいんじゃね？　新ダンジョンは俺も興味あったし」


    　そう言ってくれる陽はる翔との言葉は、旭姫にとってとても心強いものだった。陽翔はいつも自分の気持ちを汲くんでくれる。自然と笑みが零こぼれた。


    　さっそくダンジョンについて調査すると、今までのものに比べて桁けた違ちがいに危険だということがわかった。


    　現段階でクリア報告が出ていないほど、高難度。


    　さらに制限時間があり、三時間。


    　何よりも異なる点は、ダンジョンの中に入ったら、クリアするまで、あるいは制限時間を過ぎるまでログアウトが不可という点だろう。


    　中に入るには『ログアウト不可によって生じた問題に対して、運営は一切の責任を負わない』といった利用規約に同意しなければならないという念の入り用。つまり、死に際になってログアウトという危機回避が使えないのだ。


    　しかし、その程度で臆する〝スバル〟ではない。


    　準備を整えた〝スバル〟の六人は白水霊の塔へ入り、最上階の一〇〇階を目指して上がっていく。


    　四つ足獣系、多足動物系、虫系など、ひとつのダンジョンには同類のモンスターが入っていることが多かったが、白水霊の塔は徘はい徊かいするモンスターがバラエティに富んでいた。蜘く蛛ものモンスターに糸で動けなくされてから獣型モンスターが群れとなって牙きばを突き立ててきたり、土竜もぐら型モンスターのいる地面に目を向けさせられていると空中から蝙蝠こうもりが襲おそってきたりと、実に嫌いやらしい攻撃をしてくる。


    　並のセンスしか持たないパーティならば十階に辿たどり着くことすら困難だったはずだ。実際、少し前までなら〝スバル〟も無理だったろうが、今は違う。


    　力に目覚めた咲さ月つきと旭姫がいたからだ。圧倒的な魔導、そして〈未来視プロフエアータ〉は、今の〝スバル〟の中で不可欠な力となっている。


    　特に司令塔ともなる旭姫の〈未来視〉には、皆が全幅の信頼を置いていた。


    「陽翔！　希を庇かばって！　咲月は左の通路を炎で塞ふさいで！　クライヴは──」


    　旭姫あさひは鉄てつ鎧よろいを着込んだような巨大な蜘く蛛もたちを相手に、矢や継つぎ早ばやに指示を出す。


    　──皆みんなを守るためだもん。


    　指示に従ってくれれば、言った通りになる。旭姫の指揮によって間違うことはない。


    　陽はる翔とが寸でのところで、希のぞみを捕らえようとしていた糸を受け止め、断ち切る。咲さ月つきの放った炎によって左の通路は塞ふさがれて、近づいてきていた増援をシャットアウトしている。


    「貴たか法のり！　あいつが群れのリーダーだよ！　お願い！」


    　旭姫が拳けん銃じゆうを抜いて弾丸を放つと、奥にいた蜘く蛛もの単眼に突き刺さる。


    　小規模の爆発が起こり、蜘蛛は身の毛がよだつような奇声を上げた。


    　今まで統制の取れていた周囲の蜘蛛たちの動きが鈍る。


    「〈覇竜牙ブレイカー〉！」


    　貴法の拳こぶしが真横から蜘蛛の下っ腹の硬い外殻を分子破壊する。


    　濁った緑色の体液を撒まき散らしながら、蜘蛛は横に大きく吹き飛び、壁にぶつかってひっくり返った。ぴくりとも動かなくなる。


    　その無残な光景に未来の自分を見たからか、あるいはリーダーが倒れたからか、他のモンスターたちは我先にと逃げていった。


    「……さ、さすが旭姫ちゃんだね。わたし、なにもすることなかったよ」


    「えへへ。でも、希もしっかりサポートしてたよ」


    　恐れるものはなにもない。


    　──このセンスがあれば、皆を守れるんだ。


    　皆と一緒に戦うのはとても楽しい時間だった。


    　ただ、この時の旭姫に、まったく不満がなかったわけではない。


    　皆を後ろから指揮するという行為が、どうにもしっくりきていなかったからだ。


    《ユニオン》に入った当初、旭姫のスタイルは二丁拳銃であり、射程も短く、とにかく破壊力に重きを置いていた。陽翔と共に肩を並べて敵陣に飛び込み、圧倒的な火力でもって粉砕する。それが旭姫が本来好きなプレイスタイルだった。


    「うん。……心奏と一緒で、夢境もサポート向きだもんね」


    　希が安あん堵どしたような口調で呟つぶやく。


    　──そう。心奏はサポート向きなのだ。


    　あらゆるものを強化する闘気や、圧倒的な火力と攻撃手段を誇る魔導、敵の弱体化を容易にする天理に比べ、心奏は火力を補う手段が少ない。


    　ほどなく旭姫は理解した。自分のセンスでは、前線を支えきれないことに。


    　敵が強力になるにつれ、攻撃力も防御力も心こころ許もとなくなってしまった。その時、説得されて旭姫は威力が低く射程の長い銃に変え、最前列から退しりぞいた。


    　それでも、まだ前線から一歩後ろにいたのだ。〈未来視プロフエアータ〉を使えるようになるまでは。


    　唯一無二の異能に目覚めて以降、どうしても戦場を広く見渡す必要が出て、もっと後ろ──最後衛に下がらざるを得なくなってしまった。拳けん銃じゆうも攻撃力重視から、射程重視に変わっている。


    　──でも、皆みんなを守れるからいいんだ。


    　狙そ撃げきが楽しくないわけじゃない。指揮が楽しくないわけじゃない。やりがいがないわけでもない。状況によっては咲さ月つきの魔導が込められた弾丸でトドメを刺すこともできるのだから。


    　だから、旭姫あさひに大きな不満はなかったのだ。


    「よし。次の階に行こうぜ」


    　陽はる翔とを先頭に、意気揚々と階段をのぼる旭姫たち。


    　散発的に遭そう遇ぐうするモンスターを倒しながら進んでいると、かなり大きい広場に出た。


    「ダンジョンも中盤。……そろそろかな」


    　咲月が用心深く周囲を見渡した。


    　平たい円柱状となったスペースは、動き回るのにも過不足がない。狭い中で戦うことになると、旭姫も指示が出しにくいが、これなら問題はないだろう。


    　旭姫がほっと一息吐ついた、次の瞬間。


    「……何か下から来るぞ！　皆、構えろ！」


    　敵の気配に最も敏感な陽翔が、叫んだ。


    　床石を盛り上げ、砕きながら何かが出てくる。


    　巨大で、長い身体からだ。鱗うろこが逆立ち、岩を容易たやすく削り取っていた。


    　蛇へび。


    　灰色と黒の斑まだら模様に、不気味な赤目が光っている。口を開くと針のように尖とがった舌先が見えた。シャーっと威い嚇かくするような鋭い音を鳴らす。


    　白水霊の塔の中間ポイントを守るボスモンスター──巨大蛇デンゲイだった。


    「ファーストアタック、いただき！」


    　陽翔が一気に跳躍し、剣を大上段から振り下ろす。


    　ところが、鱗は鉄よりも遥はるかに硬く、易々とは肉まで到達させなかった。


    　陽翔の一振りは、鱗に少し傷を付けただけで終わる。


    「かってぇな、こいつ！」


    「ならば僕の出番だ。陽翔は引っ込んでいろ！」


    　天理による分子分解。それができれば、鱗などないも同然。


    　だが──。


    「陽翔！　貴たか法のり！　思いっきり伏せて！」


    　旭姫の指示に、陽翔と貴法は行動をキャンセルし、すぐさま地べたに這はいつくばった。


    　同時に、無数の鱗がデンゲイから射出され、陽翔たちの真上を突き抜ける。


    「鱗うろこを飛ばすことができるのか」


    「この弾幕、容易には近づけないぞ……」


    　クライヴと咲さ月つき、希のぞみもサポートに回り、各々のセンスでデンゲイの動きを鈍くしていく。


    　しかし、敵は強力な中ボスだ。前衛メンバーはなかなか近づくことができない。


    　──まだ視みえない。


    　旭姫あさひは、〈未来視プロフエアータ〉は万能ではないと考えている。


    　──指示が遅れれば意味がないし、できないことは無理だもんね。


    　だから、勝つための未来が見えるまでは、辛抱して待つしかない。


    　未来を導き出すのは、以前陽はる翔とたちと遊んだことのある詰め将棋の感覚に近い──それがこの時の旭姫の認識だった。


    　──焦あせっちゃダメ。焦っちゃダメ。


    　自分の指示ひとつで皆の命運が決まる。紙一重の戦いであればあるほど、それは顕著だ。


    　一歩間違えれば、ゲームオーバーという最悪の結果を引き起こす。


    　ゲームオーバーになってしまえば、《ユニオン》にはもう入ることができない。


    　そうなれば、六人で遊ぶことができなくなる。


    　そんなの、旭姫は嫌いやだった。


    　──もっと皆みんなと一緒にいたい！


    　デンゲイが鱗を射出しようとしたところで──視えた。


    　勝つための道筋。勝利への未来が頭の中に、鮮明に浮かび上がってくる。


    　その映像に従って、


    「そこっ……！」


    　旭姫が弾丸を放つ。火力が足らず、あっさりと弾はじき返されてしまったが、デンゲイが旭姫の存在を注視する。獲物に狙ねらいを定めたかのように。


    　──よしっ。視えた通り！


    「貴たか法のり！　姿勢を低くして敵に近づいて分解！　咲月とクライヴは援護を！　希は使い魔で蛇へびの気を逸そらして！」


    　貴法たちは指示通りにこなしてくれる。


    　皆がやりたいことと、自分のやりたいことがひとつになっていく感覚。


    　貴法が皆の援護を受けながらデンゲイに肉薄し、ついに鱗に触れる。旭姫と希に気を取られたデンゲイは貴法の接近に気付かなかったのだ。


    「〈覇竜牙ブレイカー〉！」


    　鱗が分子分解される。身体からだを守る強固な鎧よろいが大きく崩された。


    　あとは頭を切り落とすだけ。先ほど弾かれてしまった陽翔の剣でも、今のデンゲイなら容易に切り落とせるだろう。


    　旭姫あさひの頭に、陽はる翔とがデンゲイの頭を斬きる光景が視みえた。


    「陽翔！　上から頭を狙ねらって！」


    　そう指示を伝えた瞬間──旭姫の視ていた光景が幾つもの映像に分かれて崩れていく。


    「えっ!?」


    　何が起こったのか、旭姫にはわからなかった。


    　現実の陽翔は旭姫の思い描いていた場所にはいなかった。〈未来視プロフエアータ〉で見ていた光景では、陽翔は跳躍していなければならないはず。なのに、地面に突っ立ったままだ。


    　──〈未来視〉が失敗……？


    「陽翔！　どうして……」


    　指示に従ってくれなかった陽翔に、旭姫は言葉を失ってしまう。


    　デンゲイがぎょろりと丸い目をむく。


    　すると、全身に痺しびれが走り、身体からだが動かせなくなる。〝スバル〟の全員が、同じように固まっていた。


    「魔眼だと──!?　咲さ月つき、精霊は動かせるか!?」


    　貴たか法のりが叫び、


    「どうにか──突き刺せ、ヴルカン！　覇炎の閃せん弾だん」


    　陽翔の攻撃の代わりに、咲月の精霊による捩よじられた焔ほのおがデンゲイを襲おそった。


    　鱗うろこを剥はがされた箇所に着弾。燃焼は肉を削り、体内へ潜り込む。


    『ジャアアアアアァァァァ────────────……』


    　断末魔の悲鳴が、発声器官まで燃やされ、すぐに薄れていった。口から黒煙を吐いて、力を失ったように床に崩れ落ちていく。


    　皆の硬直が解け、身体が動かせるようになる。


    　なんとか勝てたが、ホッとするような感情は湧わいてこない。


    「陽翔！　なんで攻撃しなかったの？」


    　指示に従えなかった原因を聞きに向かう。


    　もしかしたらできなかった理由があるのかもしれないと思って。


    　だが、陽翔の言葉はそっけのないものだった。


    「いや、お前の指示がちょっと遅かったっていうか……。体勢が整ってなかったし、他にやるべきことがあったから。あの魔眼には驚いたけど」


    　──理解できない。


    　自分の〈未来視〉以上にいい結果が見えていたのだろうか？


    　指示の遅さを指摘されたのもムッときた。こっちだって望まない役割を頑張ってこなしているのに……。


    「指示に従ってくれた方がよかったよ」


    「いや、でもそれだと」


    「それでもなんでも！」


    　いつも気が合って、一緒に楽しんでくれる陽はる翔とがうんと頷うなずいてくれない。


    　旭姫あさひはよくわからない感情に駆られてしまう。焦あせりのような、怒りのような。ままならない感情が溢あふれ出してくる。


    　好きでもない指揮をして、自分だって我慢をしているというのに。


    　陽翔の身勝手さを、許すことができなかった。


    「おいおい。俺たちはお前の駒こまじゃねーんだぞ。自由に動くべきだろ。必要な時は〈未来視プロフエアータ〉に頼るでいいんじゃないか？」


    　反論をされて、あっさりと血が上ってしまった。


    「なんで！　わかんないよ！」


    「俺にだってお前の言いたいことがわかんないぞ」


    　口論になり、知らず知らずにヒートアップしてしまう。


    　仲間たちが止めるのもお構いなしだ。


    「こっちの意思は無視なのかよ！」


    　そして、旭姫は思わず──。


    



    「陽翔がもうちょっと強ければ、それでもいいけど！」


    



    　いつもなら、絶対に言わないような──口に出してはならないことを言ってしまった。


    　旭姫が〈未来視〉を持っているからこその言葉であり、今の旭姫には敵かなわない陽翔にとって、一番心を抉えぐられる痛い台詞せりふ。陽翔の表情が悔しそうに歪ゆがむ。


    　すぐに旭姫も失言に気付き、口を噤つぐむ。


    　だが、言ってしまった言葉は取り消すことができなかった。引き下がることもできない。


    　湧き出す感情をコントロールするには、小学生の彼らは幼すぎた。


    　お互い、睨にらみ合い──。


    



    「「絶交！」」


    



    　ふたりの感情的な叫びが塔の中に響き渡った。

  


  
    ［第二章　衝突］


    



    　少しずつ意識が持ち上げられていく感覚。


    　陽はる翔とははっと目を覚ました。まだ頭がクラクラとしていたが、急いで周囲を確認する。


    　だが、何も見えない。


    　どうやら真っ暗で、一面闇やみに包まれているらしい。


    　ここが通路なのか、部屋なのか、それすらわからなかった。


    　肌に水分が纏まとわり付いていると思えるほど周囲は湿度が高いようで、じっとりとしている。だというのに、気温は少し低いようだった。空気も淀よどんでおり、風の音がまったくしない。


    　手のひらで床をなぞると、平らに整えられた素材でできているらしい。感触からして木だ。


    　──闘気なら少しは光を出せるか。


    　身体からだに闘気を纏わせようとすると、感覚がまったくなかった。


    　センス使用不可。


    　そう言えば、城のロビーから落ちた時も咲さ月つきの魔導が発現しなかった。どうやらそういう区画の一種らしい。


    　城の下部分は分厚い雲に覆おおわれていたが、こんな地下まで形成されているとは思わなかった。竜の要よう塞さいに地下はあっただろうかと記憶を探るものの、そこまでは覚えていない。


    　少しずつ暗闇に目が慣れて、周りがどうなっているのか朧おぼろ気げに見えてきた。


    　──洋館？


    　部屋の中だ。床はフローリングとなっており、高級そうな大きいテーブルとチェアが置かれている。ただ、置き方はバラバラで散らばっており、幾つかのチェアは倒れていた。


    　壁には不気味な肖像画と、子供がクレヨンで描いたような絵が掛けられている。


    　天井からはぽつぽつと水滴が落ちてきていた。壁には染みだした水が僅わずかに伝い流れている。


    　そしてようやく気付くが、落ちてきたにしては上部が壊れておらず、吹き抜けになっていない。落下ダメージもなかったようでＨＰは減っていなかった。無意識下で転送されたか、あるいはどこかの導管を潜ってここまで雪崩なだれ込んだのかもしれないが、判断する情報はない。


    「……ん？」


    　視界の隅で微かすかに動く影を捉とらえた。


    　形から察するに人、である。倒れているようだった。


    　警戒するように一歩ずつ近づくと、姿がはっきりと見えてくる。


    「咲月！」


    　慌あわてて彼女の身体をゆっくりと抱き起こす。


    「ん、う……」


    　呼び掛けに応えるように、咲さ月つきは目を開けた。


    　意識を取り戻したことに陽はる翔とはほっと一息吐つく。


    「陽翔……？　んー……」


    　だが、咲月はまだ寝ぼけているようで、温ぬくもりを求めるように陽翔に抱き付いた。


    「お、おい!?　咲月!?」


    「うる、さい……。あと、五分、寝させなさいよ……」


    　ふと子供の頃、咲月の寝起きが異様なほど悪かったことを思い出す。その上、起こした者に抱き付く癖があった。旅行中、一緒の部屋で寝ていた時に陽翔はよくやられている。


    「ええい、起きろって」


    「……私はもっと寝てたいの」


    　そう言って、抱き枕まくらの感触でも求めるように頬ほおを頬に擦こすり付けてきた。気を抜くと押し倒されてしまいそうになる。


    　身体からだはますます接触し、磁石のようにぴったりと張り付きつつあった。


    「時と場所を弁わきまえてくれ……！　俺たちはたぶんダンジョンの中にいるんだぞ」


    「…………………………………………………ダンジョン？」


    　キョトンとしたように、寝ぼけ眼まなこのまま動きが止まる咲月。


    　緩ゆるんでいた頭の中でシナプスが繋つながっていったようで、咲月の目の色が変わり、急速に理性が戻る。抱き付いていたことを認識したのか、咲月は陽翔を突き飛ばした。


    「あああああああああああ！　ちょ、ちょっと何やってるのよ！」


    「そ、それはこっちの台詞せりふだ！」


    「違うわよ！　自分に言ったの！」


    　顔を真っ赤にして、頬に手を当てて、首をぶんぶん振っている。そうすれば熱が逃げるのだろうか。咲月の頬は赤いまま、なかなか戻らなかったが……。


    　咲月は陽翔をじっとりと睨にらんだまま、


    「……え、えっと。事故、事故だから」


    「わ、わかってるよ」


    　いかに寝ぼけていたとはいえ、相手は告白をしてくれた女の子なのだ。あんなに密着されて、陽翔としても意識しないわけがない。


    　お互い深呼吸をして、精神を落ち着けていく。


    「……それで、ここは？」


    「わからない。起きたら、ここにいた。センスも使えないし、他に誰もいないみたいだ」


    「ちょっとメッセージを飛ばしてみるわね」


    　メッセージはプレイヤー同士を繋ぐ通信手段だ。


    　咲月が蒼あおい半透明のホログラフィーを表示して、旭姫あさひに向けて文字を入力し、送信。


    　しかし、プログレスバーは出てこず、エラーが出ただけで終わってしまった。


    「……エラーって。そんなこと普通、あるわけないじゃないの」


    　咲さ月つきは失意の表情を浮かべたまま、ホログラフィーを消す。


    《リユニオン》の中にいる時点で、ネットワークに繋つながっているはずなのだ。それで通信ができないなんて、あまりにも不自然すぎる。


    　考えられることとしては幾つかあるが、陽はる翔とたちには察しがついていた。


    「特殊な設定がされたダンジョンか」


    「でしょうね。私たちが落ちた時もそうだったし、ここもセンスが使えないし……そういうギミックがあるんじゃないかしら」


    「竜の要よう塞さいにそんなのなかったよな。あれ？　ってことは……」


    　陽翔もホログラフィーを表示して、ログアウト操作を行った。こちらでもエラーとなる。


    「……昔あったよな。ログアウト禁止ダンジョンって」


    「ええ。白水霊の塔でしょ。時間がある人だけ挑戦してくださいって但し書きがあったやつね。それでも制限時間はあったけど」


    「そういう意味じゃ、ここがそうであってもおかしくはないが……」


    　咲月は諦あきらめたように小さく溜ため息いきを吐つく。


    「ここにいても始まらないわ。移動しないと」


    「ああ。……しかし、こう暗いと歩くのも一苦労だな」


    　せめて燃やすものでもあれば楽になるのだが。


    　そう思った瞬間──。


    　壁に備え付けられて沈黙していたはずの燭しよく台だいのひとつが、何の兆候もなく突如火を灯ともしたのだ。そこでようやく部屋の全体像がうっすらと見えてくる。


    「ひっ……！」


    　咲月が小さな悲鳴をあげ、陽翔の腕を反射的に抱きしめた。


    「お、おい、咲月」


    　とはいえ、驚くのも理解できる。


    　光に照らされて、浮かび上がったのは──血だ。壁や天井が赤い鮮血で塗まみれている。


    　先ほどから垂れてきていた水滴は水ではなく血だったらしい。さらに、人の形を保った白骨が壁に寄りかかるように倒れており、無残な事件があったのだということを匂におわせている。


    　ホラーゲームで入らされるような洋館──お化け屋敷と言ってもいいだろうか。


    「ゲームなんだから、大したことないだろ」


    「ここまでリアルだと、さすがにビビるわよ……」


    　咲月は意を決したような表情で陽翔から身体からだを離す。深呼吸をして心を落ち着けながら、改めて周囲を見渡した。


    「うう、お化け屋敷なのかしら……。壁から手が出てきたりしそう……。なんでこんなものがあの城の地下にあるのよ。雰囲気全然違うじゃない。ミスマッチよ……」


    　縮こまって震ふるえている。怖がりな咲さ月つきは昔からスピリットなどの実体のないモンスターが苦手だったこともあり、完全に腰が引けていた。


    「怖がりなところ、克服してないのか」


    「し、してるし！　ただ、リアルすぎて気持ち悪いだけだし！」


    　咲月は強情に否定してくる。怖がっているということを認めたくないらしい。


    「な、何にせよ、早くここから脱出しよう。皆みんなを見つけなきゃいけないし」


    「は、はぐれないでよ。な、何が起こるかわからないし」


    　咲月が陽はる翔との袖そでを摘つまんで、スッと身体からだを寄せてきた。恥ずかしがっているのか、頬ほおは桜色に上気している。


    「お、おい……」


    　普段見ない弱気な咲月の縮こまる姿に、心が微かすかに揺れる。しかし、口では言い繕つくろっているとはいえ、どう見ても怖がっている彼女を突き放すのも気が引けた。


    「い、行くわよ。こんなところ、早く出るんだから……」


    「わ、わかった」


    　少し離れてくれとも言えず、陽翔は咲月と出口を求めて部屋を出た。


    



    　廊下に出ると、そこはやはり薄暗い。天井は普通に跳躍すればどうにか届きそうな高さで、陽翔なら手のひらがつく。壁には燭しよく台だいが幾つも掛けられているが、ほんの僅わずかな数しか火を灯ともしていないため、ほとんど何も見えなかった。


    　また、時折「キヒヒヒヒヒ……」と不気味な笑い声が響き、その度に咲月が小さな悲鳴をあげて陽翔にしがみついている。手はずっと微かに震えていた。


    「ほ、他に部屋がまったく見えないんだけど……」


    「延々と廊下が続いているな」


    　だが、しばらく歩いていると、ようやく扉が見えてくる。出てきた部屋と同じ模様の扉だ。


    　ドアノブを回して扉を開き、部屋の中を見ると──。


    「さっきと同じ部屋だな」


    「テーブルの置き場所も燃えてる燭台も全部同じね。……血も白骨も同じじゃないの」


    　咲月はあまり見たくないのか、すぐに目を逸そらす。


    　ふたりは一旦、廊下に戻った。


    「無限回廊か」


    　ループする回廊。ダンジョンの迷路では昔からポピュラーな仕掛けで、気付かずに進んでいるとずっと同じ場所を歩き続ける羽目になる。


    「正解の道を歩けばいいってわけじゃなさそうだよな。分かれ道なかったし」


    「隠し通路か、隠し扉でもあるのかしら……」


    　そう言って部屋の扉を閉めると──不意に陽はる翔とたちの丁ちよう度ど真上にある天井に長方形の穴が開いた。それが少しずつ、拡がっていく。先ほど閉めた時にはなかったはずだ。眼を凝らすと、上の階層の天井も見える。


    　正方形になったところで拡大は止まった。人ひとりが通るには充分な広さだ。


    「よっ、と！」


    　なぜ開いたのかはあとで考えればいい。おそらくは一周したからとかそんな理由だろうと考え、陽翔は反射的に跳躍し、上階の床に手をかける。


    　そのまま上って周囲を観察すると、そこは下と同じような通路になっていた。


    「多分、こっちでいいだろう。ほら、咲さ月つきも」


    「……届かないんだけど」


    　咲月がぴょんぴょん跳んでいるが、天井まで届きそうにない。


    　すると、穴がゆっくりと閉まり始める。


    「咲月！　掴つかまれ！」


    　これが閉まって、再び開くかどうかなどわからない。


    　陽翔は下にいる咲月に向かって手を伸ばす。


    「わ、わかってるわよ！」


    　開いていたスペースはすでに半分以下に狭まっていた。


    　咲月が跳躍。タイミングを合わせて手首を掴み、力任せに引き上げる。そのまま陽翔たちは床に倒れ込んだ。穴は完全に閉まり、下と行き来する手段が閉ざされる。


    「ギリギリセーフだったな」


    「そ、そうね……」


    　気付けば咲月は陽翔を押し倒すように覆おおい被かぶさっていた。


    　顔が間近で、唇くちびるが触れ合いそうな距離。お互いの吐息が混ざり合い、頬ほおを撫なでていく。


    　今がどういう状況なのかを把握した瞬間、咲月は慌あわてて飛び退のいた。


    「ご、ご、ご、ごめんなさい……」


    「い、いや……」


    　陽翔も今の距離にはさすがにドキドキしてしまう。咲月が驚くほど美人だということを、改めて意識させられた。


    「もう……。なんで決着がついちゃってから、こういうことになるのよ……」


    　咲月の小声の愚ぐ痴ちは陽翔の耳には入らず、消えていく。


    　気を取り直してふたりは立ち上がり、改めて周囲を見渡した。


    　通路の雰囲気は変わっていない。だが、上に来られたことで脱出には近づいただろう。


    「ギミックだらけのダンジョンってことか。こういうの、俺苦手なんだけど」


    「あんたは、考えるの嫌いだからでしょ。最初の頃なんか、何度も何度も罠わなに引っかかってたわよね。狭い通路で棘とげ付き鉄球が転がってきた時は、絶対死んだわ……って思ったし」


    「そういや、あの時の咲さ月つきって泣いてたよな」


    「な、泣いてないわよっ！　な、何言ってんの!?」


    「いや、俺に抱きついて泣き──」


    「泣いてないって言ってるでしょ！」


    「……はい」


    　据わった目つきで睨にらまれ、無理矢理、納得させられた。


    「結局、その手のギミックはお前と貴たか法のりに任せてたっけ。クライヴも解いたりしてたけど」


    「クライヴのアレはズルって言うのよ。数字パスワード入れるところで、よく押されてるボタンを指紋で判別したりして……。本来ヒントに頭を悩まして答えを出さなきゃいけないのに」


    「昔の俺はその辺り、まったく把握してなかったからな。クライヴ、すげーで終わってたし。でも、今考えると確かにズルだったな。だけど……俺はわくわくしたぞ」


    「私はよくこんな手を思いつくわねって、感心と呆あきれが半々だったわ。今でもそう」


    　もちろんセンスで無理矢理突破する時もあったが、そうでない時はちゃんと頭を悩ませていた。ああでもない、こうでもないと、悩む時間すら楽しかったように思う。


    「旭姫あさひはあんたと同じで謎なぞ解きとか嫌いだったわね。『もー、面倒くさい！』って途中で何度も投げ出してたし。解けずにいじけてる旭姫は、なんだか可か愛わいかった気がする」


    「お前が何度も叱しかってたけどな。『ここはこうでしょ！　なんでそこ押すの！』って」


    「……う」


    　咲月はばつが悪そうに顔を引き攣つらせる。


    「あいつも俺と同じで、シンプルな方が好きだったからな」


    　モンスターを蹴け散ちらしながら突き進み、ボスを打倒する。それが一番わかりやすくて楽しいじゃないか、と陽はる翔とは思う。とはいえ、ゲームに何を求めるかは人それぞれだ。


    「《ユニオン》に入ってすぐの頃は、旭姫はモンスターと戦うのが好きで前線に出てたもんね」


    　思い出すように語る咲月の表情は、少しだけ申し訳なさそうだった。


    「ああ。ショットガンの二丁拳けん銃じゆうな。まだ俺たちが弱かった時は、本当に助かってたよ。少しずつセンスの差が出始めて、後ろに下がってもらったけど。〈未来視プロフエアータ〉が使えるようになってからそれに拍車もかかったし」


    「不満そうだったわよね、旭姫……」


    「そりゃあな。本来、あいつは指揮する軍師タイプなんて柄がらじゃない。戦国時代の猪いのしし武む者しやと一緒で、兵たちと一緒に前線で大暴れするタイプだろ」


    「おかげで私たちは楽をさせてもらったけど……。それって今だから言えることよね。私、あの頃、そこまで気が回らなかった。自分のセンスを活いかすことしか頭になくて……」


    「俺もだよ。というか、昔は全員そうだったんじゃないか？」


    　あの出来事から旭姫あさひの〈未来視プロフエアータ〉にはさらに磨みがきがかかり、前線に出たいと頻しきりに言うこともなくなった。


    　──今はどうなのだろうか。


    　嫌いやではないはずだろうが、物足りなさはずっと感じているのかもしれない。何よりも〈未来視〉がほとんど使えない状況なのだ。


    「さ、行きましょう」


    　一旦思い出を振り払い、陽はる翔とと咲さ月つきは上へ向かう道を探すべく、廊下を歩き出す。


    　通路の壁には部屋に繋つながるような扉はなかったものの、奥は行き止まりで、三メートルはありそうな大きな扉に行き着いた。


    　ただ、扉には取っ手がなく引くことができない。押してみたが、まったくぴくりとも動かなかった。手のひらを押しつけて横にスライドしようとしたものの、軋きしむ音ひとつ立てられない。


    「扉の上にボタンがあるわね」


    　咲月が目め敏ざとく発見する。


    　陽翔が見上げると、扉の上部に押込式の赤いボタンがあった。


    　陽翔たちが手を伸ばしても届かない高さだ。押し込むには小さな穴の中に指を入れなければならないが、ボタンは小さく、指がギリギリ入る太さとなっている。


    　陽翔が跳躍してボタンを押した。押した瞬間、石と石が擦こすれ合う音を立ててゆっくりと扉が開く。


    　が、一瞬だけだった。陽翔がボタンから手を離したら、すぐに塞ふさがってしまった。


    「完全に開ききるまで押し続ける必要があるのね。どこかにぶら下がって押し続けられない？」


    　咲月が扉を見ながら陽翔に尋ねる。


    「指のひっかかりがないから無理だな。ドア枠でもあれば別だけど」


    「じゃあ、棒か何かで押し続けるとか」


    「あの小ささじゃ、七星剣プレアデスじゃ押せないし、剣先でも上う手まく押せねぇぞ。指で押し続けてないとダメってことか」


    「扉をよじ登れるような足がかりもないし……。台にできそうなものは……何もないわね」


    「下の部屋には椅い子すがあったから持ってくればよかったな」


    「そこまで読み切れないわよ……。センスが使えれば一瞬で終わるのに」


    　そうなると高さを補うには、自分たちの身体からだを使う──つまり、ふたりで協力するしかない。


    「俺が四つん這ばいで台になって、咲月が乗れば届くか？」


    「無理ね。少しだけ足らないわ。背伸びしても、あと二〇センチは足りなさそう」


    「だとすると……困ったな」


    「……肩車やれば、届くんじゃない？」


    　咲さ月つきが恥ずかしそうに口にする。陽はる翔とも思っていたことだが……。


    「台もないし、仕方ないか……」


    　陽翔がしゃがみ、咲月が乗るのを待つ。《リユニオン》では体重など合ってなきが如ごとしのため、女子が下でも何ら問題はないのだが、陽翔は下を選択した。


    「じゃあ……乗るわよ」


    　咲月がおそるおそる肩に座り、陽翔は立ち上がる。陽翔の頭が咲月の太ふと腿ももに挟まれる形になった。


    「子供の頃もやったよな、こんなこと」


    「そ、そうね……」


    　あの頃とは体の大きさも違うが、《リユニオン》の中ということもあってか、上う手まくいった。


    「……は、早くボタンの方に行ってよ」


    　少しだけ慌あわてたような口調で、咲月が急せかしてくる。


    「バランスは悪くないだろ」


    「違うわよ。そういう意味じゃなくて……」


    　上にいるのが怖いのかと思ったが、そういうわけではないらしい。


    「こ、ここまでベタベタくっついてたら、旭姫あさひに悪いでしょう!?　さっさと寄りなさい！」


    「お、おう」


    　そういう意識が、そもそも陽翔になかった。さっきまで腕にひっついていたのに基準がわからない。女心は複雑だ。


    　慌てたようにボタンの真下に立つ。


    「届くか？」


    「……た、足りないかも」


    　陽翔の上で咲月が懸命に腕を伸ばしていた。動くたびに咲月の太腿で顔が締めつけられる。


    　咲月が上でいくら暴れたとしても、倒れるほど柔ではない。ただ、先ほど咲月に言われてから、陽翔まで妙な気分になってしまっていた。特に咲月の太腿がとても柔らかいせいで、雑念に拍車がかかっている。《リユニオン》の質感再現がこんな時は恨めしい。


    「肩に立たないと無理みたい」


    　肩車では不十分らしい。


    　咲月が体勢を整えるべく、もぞもぞと動き出す。だが、変な形で太腿が頬ほおに密着し、陽翔の鼓動が速くなる。旭姫の顔が思い浮かび、必死に理性を保つ。


    「いいか、咲月。俺が手で足場を作るから、そこから持ち上げて……」


    「ま、待ちなさいよ！　ストップ！　ダメ！」


    　咲月が焦あせったように止めてくる。


    「ど、どうしたんだよ」


    「装備変えるから待ってて」


    「なんでだよ」


    「き、気付きなさいよ！　もう！　そのまま持ち上げたらスカートの中が見えるでしょ！」


    　言われてハッとする。スカートの中もデータ上はしっかりと再現されているはずで、もし上を見てしまったら、陽はる翔とにとって危険なものが目に入ってしまう。


    　装備がズボンに変更され、ようやく許可が下り、陽翔は太ふと腿ももを持って咲さ月つきを持ち上げた。


    　咲月は片足ずつ陽翔の肩に足を乗せる。


    　今度はしっかりとボタンに手が届いた。


    　咲月がボタンを押すと、擦こすれるような音を立ててゆっくりと扉が開いていく。


    　完全に開ききり、ボタンから指を離すと、開く時と同じ速度で閉まっていった。


    　咲月が床に下り、陽翔たちは余裕を持って扉を通った。


    「……ボタンひとつ押すだけで、一苦労だな」


    「センスがないだけで、別のゲームになった気がするわ」


    　扉の先は上にのぼる階段だった。薄暗いのも空気が淀よどんでいるのも相変わらずだ。洋館の雰囲気も変わっていない。


    　階段を上りきると、ひとつの部屋に出た。最初にいた部屋と似ているが、置いてあるものは微妙に違っており、一応進んでいるのだと安心する。


    「さて、今度は……」


    　部屋にあるのはテーブル、チェア、暖炉など。一通りのものが揃そろっているが、何よりも一番目を引くのは棺かん桶おけだろう。


    　上ってきた階段の対面の壁には、閉まっている扉があった。


    　棺桶を無視してドアノブに手をかけるが、まったく開かない。鍵かぎ穴あなすらなく、強引に開けられそうな扉でもない。そうなると、ここのどこかに扉を開くためのギミックがあるはずだが……先ほどのようなそれらしいボタンはない。


    「きっと何かしらの条件を満たすことで開くのよ。椅い子すを並べ直すとか、燭しよく台だいの火を全部灯ともすとか」


    　咲月の言う通りにしてみたが、椅子を並べ直しても扉は開かない。


    　燭台に火を灯そうにも、一つだけ灯った場所から蝋ろう燭そくを引っこ抜けなかった。他に燃えそうなものもない。チェアを燃やそうとしても変化がなく、どうやら破壊できないようだった。


    「となると、どう考えても棺桶ってことになるが……」


    「そりゃそうよね……。一番、不審な物体だし。今まで目を逸そらしてたけど」


    　怖いものに蓋ふたをしたかったのだろう。咲月は最初から見ないようにしていた。


    「ひ、開いてよ」


    　咲さ月つきが棺かん桶おけの方に陽はる翔とを押す。苦笑しながら陽翔が棺桶の蓋ふたに手をかけた。


    「いきなりモンスターが襲おそってきたりしないだろうな……」


    　咲月ほど怖がってはいないもののパニックホラーのドッキリシチュエーションはそうそう慣れるものではない。慎重に近づいた陽翔が、ゆっくり棺桶の蓋を開くと……特に何もなく、中身は空っぽだった。


    「何もないじゃない。脅おどかさないでよ……」


    　安あん堵どしたように、咲月の口から深い吐息が漏もれる。


    「でも、ここも空だとどうすりゃいいんだ？　スイッチも見当たらないし」


    「棺桶ってことから考えると……この中で寝るってことかしら」


    　陽翔が率先して入り、仰向けに寝転がってみる。変化は何もなかったが──。


    「なんか寝転がった時に、少しだけ沈み込んだような気がする」


    「ってことは、重りが必要なのかしら？」


    　重りになりそうなものが部屋に何もない。テーブルやチェアは棺桶に入りそうもなかった。


    「いや、そんな……まさかよね」


    「なあ、咲月。この棺桶、ひとり用にしては少し大きい気がするんだが」


    「ふ、ふたり用にしては狭いじゃない！　そもそも棺桶にふたり用なんてないでしょ？」


    　咲月はそう言うものの、試せるものは他になにもない。


    　口を真一文字に引き結んで、気まずそうにしながらも咲月が棺桶の中に足を踏み入れる。


    　陽翔と向かい合うように寝転がった。横にならないと棺桶の中に入りきらない。


    「あうううううう……」


    　咲月の顔は首まで真っ赤で、今にも煙でも噴き出しそうになっている。


    　狭い空間の中で、ふたりの身体からだが当然のように軽く密着した。


    「あ、開かないわね」


    「まだ完全に入りきってないのかも。蓋が閉まるところまで潜らないとダメとか……」


    「そう言われても」


    　少し体勢を変えなければならない。


    　咲月は真っ赤になりながら、仕方なさそうに陽翔と一緒に身を捩よじらせた。完全に陽翔と密着する。咲月の柔らかい胸が陽翔の胸に押しつけられ、マシュマロのように潰つぶれる。


    　陽翔としても自制心を破られそうな非常に危険な体勢だった。


    「もう……限界……」
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    　咲月が恥ずかしさのあまり、耐えきれなくなったところで──軋きしむような音を立てて扉は開き始める。


    　一度開き始めた扉が、止まることはなかった。


    　ホッとしたように立ち上がってからも閉まる気配はない。


    「はー……」


    　疲れたように咲さ月つきが溜ため息いきを吐つく。未いまだに咲月の頬ほおは赤い。


    　陽はる翔とも陽翔で、さすがにここまで密着したことは子供時代にも記憶にない。咲月の顔を見るのが恥ずかしくて、思わず顔を逸そらしてしまう。


    「……行こうぜ。時間経過で閉まっても困るし」


    「そ、そうね」


    　陽翔たちは扉の先にあった階段を上り、上の階へと歩を進める。


    　──さっきから、妙に身体からだを密着させて進ませるギミックが多いな。


    　そういうギミックも経験がないわけではないが、立て続けにやらされると何かしらの意図というか、妙な策謀を感じる。だが、そんなダンジョンを作っていったい誰が得をするのか？


    　ふたりは羞しゆう恥ち心で頬を赤らめながら、頭を悩ませることしかできなかった。


    



    　身体密着はそれからも続き、陽翔と咲月がもう幾つ目かもわからないギミックを解除して進むと、再び部屋の中に出る。


    　そこにはテーブルの上に、バレーボール大の水晶球が置かれていた。


    「今度は水晶玉を使うギミックか何かか？」


    「ここに閉まってる扉は見当たらないけど……」


    　奥に見える扉はすでに開け放たれており、上の階へ進む階段が見えている。


    　階段へ向かおうとすると、水晶玉には人影が映し出されていることに気付いた。自分たちの姿でないことはすぐにわかる。


    「これって、旭姫あさひと貴たか法のり？」


    　咲さ月つきがそう呟つぶやくと、陽はる翔とも驚いて目を向けた。


    　ビデオカメラで撮った映像のように、水晶玉の中でふたりが動いている。声は聞こえないが、そこで旭姫と貴法が密着していた。


    　陽翔たちと同じように、扉のギミックを解いているのだろう。


    　旭姫は平然とした顔をして、貴法は汗をかき、真っ赤になっている。


    「あのふたりも、私たちと同じことやらされてるってわけね」


    　咲月が神妙な顔をして呟くと、陽翔は少し気難しい顔を作った。


    「どうしたのよ、陽翔」


    「い、いや」


    「旭姫が貴法とくっついてることが気に食わないんでしょ」


    「う……」


    　図星を指されて言葉に詰まる。


    「ま、いいけどね。私は役得だったし」


    「や、役得……？」


    「そ。まあ、せいぜい私に誘惑されないようにね」


    　ちょっと赤面してそんなことを言ってくる咲月は、恐ろしいほどの破壊力があった。一瞬、心臓の鼓動が跳ね上がる。


    　今回のようなギミックで、逆に吹っ切れたのかもしれない。


    「ほら、先に行くわよ。水晶玉で連絡が取れるわけじゃないんだし」


    「お、おう。わかってる」


    　陽翔たちは開いた扉を通って、奥の階段を上っていった。


    



    　階段を上った先は、洋館の装いこそ大きく変わらないものの少し開けたエントランスホールのようになっていた。陽翔たちから見て対面側の壁に下る階段があり、左側にも下る階段が、そして、右側には上る階段があった。


    「や。遅かったね」


    　クライヴが置かれていたソファーに足を組んで座っており、気楽そうに手を挙げる。


    　どうやらここが合流地点のようだ。


    「クライヴ。無事だったか」


    「さっきそこからひとりで上がってきたところさ」


    　そう言って左側の階段を指し示す。


    　ということは、旭姫あさひたちは対面側から来るのだろう。


    「ま、そんな簡単にくたばるわけないじゃん。オレのところは陽はる翔とたちのところと違って、ギミックも少なかったしさ」


    「……見てたのか？」


    「下の階に水晶玉があって、そこから見えたんだよ。旭姫たちの方も見えてたね。陽翔と咲さ月つきも、旭姫と貴たか法のりも楽しそうに見えたぜ」


    「いや、別に楽しくは……」


    　旭姫と貴法が最後の階段を上ってくるのが見えた。


    　旭姫は少し仏頂面で、貴法は誰とも目線を合わせないようにして横を向いて赤くなっている。


    「旭姫、貴法。無事に合流できてよかった」


    　陽翔がそう労ねぎらうと、旭姫がプイと顔を逸そらす。横目でじっと睨にらんできた。目が少し冷たい。


    「旭姫？」


    「……陽翔、咲月とくっついて、ずっと鼻の下伸ばしてデレデレしてた」


    　ぼそっと言い、これ見よがしに頬ほおを膨ふくらませる。口を尖とがらせて、不機嫌さを隠そうともしない。


    　どうやら旭姫たちのルートにも、陽翔たちを見るための水晶玉が設置されていたらしい。
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    「しょーがねーだろ。そういうギミックだったんだし」


    「仕方ないけど！　でも、何か陽はる翔と、嬉うれしそうだったし！」


    「い、いや、嬉しいとかそういう問題じゃ」


    　照れてしまったのは事実だが、嬉しかったかと言われるとなんとも答えづらい。陽翔だって年頃の高校生だ。ゲームの世界とはいえ、女子と触れ合うことが嫌いやと言えるわけもなかった。


    　ただ、陽翔にも言い分がある。咲さ月つきと協力しないと、ここには辿たどり着けなかったし、そもそもそれを言い出したら、旭姫あさひだって貴たか法のりとよろしくやっていたのだ。


    「旭姫だって、貴法とくっついてただろ！」


    「そーゆーギミックだったんだから仕方ないでしょー！」


    「だったら、こっちも仕方なかったってわかってくれよ」


    　お互い熱くなって、口くち喧げん嘩かにまで及びそうになってしまっていた。


    　このままではマズいと陽翔も自覚するが、売り言葉に買い言葉で謝るタイミングはとうに逸いつしてしまった。旭姫が貴法とくっついていた光景が、頭の中から消えてくれない。自分の独占欲が強いなんて思ってもみなかったが、湧わき上がる嫉しつ妬と心はまったくコントロールがきかなかった。


    「旭姫。私だって別に好きでくっついてたわけじゃ……」


    「そうだぞ。僕だって嫌ではなかったが、やむを得なかったんだ」


    　咲月と貴法もまた少し言い訳がましい。


    　決着のついた関係だったはずが、また蒸し返されそうな雰囲気になっている。


    「はいはいはい。痴ち話わ喧嘩は後でしてくれよ」


    　クライヴが気け怠だるそうに止める。彼の手で陽翔と旭姫の口が塞ふさがれた。


    　強制的にではあるが口喧嘩が収まり、咲月と貴法はホッと胸を撫なで下ろす。


    　旭姫はふんっ、と鼻を鳴らして顔を逸そらした。陽翔も不機嫌そうに背中を向ける。クライヴは仕方なさそうに苦笑した。


    「行こ。貴法」


    　旭姫は当てつけのように貴法の腕を引っ張り、上る階段へと向かう。


    「……いいのか？」


    「いいの！」


    　旭姫は貴法と一緒に階段を上ってしまった。いかにも怒ってますという足取りで、必要以上に足音が重い。


    　陽翔は額ひたいを押さえて天を仰ぐ。


    　──何でこうなるんだ。


    　どうしようもないことだったと理解していても、フラストレーションが溜たまるのを抑えることができなかった。旭姫を怒らせるだけの何の意味もない言葉を吐いてしまい、まだまだガキだ未熟だと自じ嘲ちようする。


    「陽はる翔と……。えっと、なんかごめん」


    　咲さ月つきが気まずそうに声をかけた。


    「咲月が謝ることじゃないだろ。昔だったら、いつものこと……っていうのも語ご弊へいがあるけど」


    　旭姫あさひと貴たか法のりのふたりだけで行かせるわけにもいかない。ただでさえ、センスの使えない区画なのだ。まずは脱出が先決。希のぞみについて調べることが最優先なのは変わらない。


    　すべてが終わった時に、タイミングを見て謝ればいい。陽翔はそう気持ちを切り替えた。


    「行こう。咲月、クライヴ」


    「陽翔がそう言うなら……」


    「ま、こういうこともあるよ。今までも喧けん嘩かはあったじゃん？」


    　それでも、これは長引きそうだという予感がする。


    　ふと陽翔が先に行く旭姫を見上げると、彼女は先ほどの機嫌の悪さはどこへやら、力なく階段を上っていた。陽翔は大きく溜ため息いきを吐つく。


    「何で上う手まくいかないんだろうな……」


    　ダンスパーティの時、旭姫と気持ちが繋つながったと思ったのに、こんなことであっさりと崩れてしまうなんて。


    　ずしりと重いものがのったように肩を落として、陽翔は旭姫たちを追いかけた。


    



    　途中から螺ら旋せん状になった階段をずっと上がり続けていくと、ようやく風景が変わる。


    　地下の洋館部分を抜け、地上部分となる城まで戻ってきたようだった。視界いっぱいにだだっ広いロビーの光景が映る。


    　落とされた場所とはまた違う場所だったが、作りとしては似たようなものだった。


    　周囲の壁と床は艶つやのある石材で作られており、淡く光を反射している。天井はドーム状のステンドグラスになっていた。太陽光を色とりどりの彩あやに変換して取り込んでいる。


    「ようやく戻って来られたねー」


    「ここではセンスが使えるようだ。力が戻ってきている」


    　少し離れた場所まで行っている旭姫が凝りをほぐすように、身体からだを伸ばしていた。


    　隣には相変わらず貴法がいる。


    　陽翔もあまりいい気分ではなかったが──。


    「旭姫、貴法！　そこから離れろッ！」


    　陽翔は前にいるふたりに向かって叫ぶ。反射的に、ふたりは後ろに飛んだ。


    　陽翔の闘気で気配を読むセンスは、パーティの中では抜きんでている。ふたりとも今いま更さら疑ったりはしないし、喧嘩中であろうと戦闘となれば話は別だ。


    　次の瞬間──部屋の中心部で爆発が巻き起こった。


    　音は派手だったものの、風圧はそれほどでもない。どうやら白煙を噴き出しただけらしかった。


    　だが、煙の中から、陽はる翔との闘気にとてつもない圧力が伝わってくる。それもふたつだ。


    　視界が少しずつ晴れていき、そこから現れたのは──。


    「んんんんんん～～～！　オレサマの夢の国へようこそぉッ！　お客様ぁッ！」


    　肌を真っ白にし、鼻の周りを赤くした、道化師のようなメーキャップをした男。


    　灰色のローブを纏まとっており、そこから微かすかに覗のぞく手と足は丸みを帯びておりとても太い。


    　裏返ったような不愉快な声は、耳にこびりつくようだった。


    　そして、もうひとりは──。


    「ダメですわよ、ケリントス。怖がらせては。ピエロ恐怖症という言葉があるでしょう？」


    　隣の男を諫いさめるような口調。ローブのせいで体形が判別しづらいが、声からして女性だ。


    　樫かしの枝を加工したような、歪いびつな形の杖つえを持っている。


    　同じく灰色のローブを着ているが、こちらはフードを被かぶっており、顔の上半分は見えない。ただ、唇くちびるには毒々しさを放つ濃いパープルの口紅を塗っている。口角が吊つり上がっており、どこか底意地の悪そうな笑みが網膜に焼き付く。


    　奇抜ながら威圧的なオーラを纏ったふたり組。陽翔の目が彼らの手に吸い込まれる。


    「その紋章……！」


    　手の甲には、揃そろって赤い紋章があった。


    　かつて戦った〝グノーシス〟の第六者と名乗った変幻のシモンと同じ。紋章は円の中に奇妙な文様が描かれたものだ。血のように鮮烈な赤を浮かび上がらせたそれは、手に刻み込んだように見える。


    「〝グノーシス〟、第五者。夢境のケリントスだぜぇ？　ヨロシクぅ！」


    「同じく、第四者。天理のマルキオンよ。よろしくお願いしますわ、〝スバル〟の皆さま」


    　ケリントスが舌を出して挑発するように言い、一方でマルキオンは慇いん懃ぎん無ぶ礼れいに見えるほど丁てい寧ねいに頭を下げる。


    「……そこのピエロ。ケリントスとか言ったか」


    「そういう君は貴たか法のりちゃん！　ヒヒッ！　なんだいなんだい!?」


    　満面の笑みを浮かべて、わざとらしく耳を澄すますポーズを取るケリントス。


    　貴法は眉まゆを顰ひそめて忌いま々いましげに睨にらみつける。


    「先ほど、貴様は『オレサマの夢の国へようこそ』と言ったな？　つまり、これは──」


    「ヒヤァ────────────ッハッハッハ!!　見てわかってくんねぇかなぁ!?」


    　竜の要よう塞さいという媒体があるとはいえ、これほどの城をひとりで創造するなど、夢境にしたって行き過ぎの感がある。しかし、ケリントスが赤裸々に晒さらしているオーラの強さは、信じさせるに充分な力を持っていた。


    「俺らを誘い出すために、こんな大層な城を作りあげたってわけかよ。つまり、希のぞみはいないってことか」


    　陽はる翔とが詰問するように問うが、ケリントスは哄こう笑しようしていてこちらの話など聞いていない。


    　マルキオンも微笑を浮かべるばかりで、質問に答えようとしなかった。


    「どっちにしろ、希がいないなら、もうここに用はないな」


    「陽翔ちゃぁん！　そんなつれないこと言わずに、オレサマのサーカスを見てってくれよぉ！」


    　聞いているだけで苛いら々いらする口調だったが、元よりこのまま見み逃のがす手はない。


    　今度こそ、〝グノーシス〟の幹部を捕らえて、情報を吐かせるチャンスなのだから。


    「上等だ。サーカスを見るつもりはないけどな」


    　陽翔が七星剣プレアデスを構えると、刀身に夥おびただしい量の闘気が伝う。思わず目を瞑つむってしまいそうなほど強烈な、黄金色の輝きを放った。


    「〈獅子なる流星の一撃レオニダス〉！」


    　陽翔が剣に連なる光の流星群を一いつ閃せんと共に放つ。


    　七星剣を通じて放たれた闘気の獅子はケリントスとマルキオンへ向かっていった。


    　だが、彼らは慌あわてる様子もなく、むしろ薄ら笑いを浮かべている。


    「ほら、出しなさい。ケリントス。最優先のタスクです」


    「ヒハハハハ！　イエスマム、マルキオン！　ヒィ───ハ────！」


    　突如、ケリントスの前に無数の糸が現れ、一瞬で編み込まれて大きく広がった。


    　群青色の空を思わせる半透明の布。彼らを守るように広がり、マルキオンが触れると布が暗灰色に一度明滅した。


    　直後、〈獅子なる流星の一撃レオニダス〉が布に着弾する。


    「結界なら喰くい破るだけだ！」


    　陽翔がそう吠ほえると、ケリントスが得意げに口こう端たんを吊つり上げた。


    「ギヒッ！　ところがぁ、あら不思議！　種も仕掛けもございませェん！」


    　黄金の獅子が──消える。布が大きく伸び、包み込まれて跡形もなく消失してしまったのだ。


    「な……」


    〈獅子なる流星の一撃レオニダス〉は、相手を喰い破るまで消えない陽翔の代名詞とも言える必殺技だ。耐えきる者、避ける者、逸そらす者──今までそういった形で対応されたことはあるが、ここまで綺き麗れいに消し去られたのは初めてだった。


    「夢境ってのはよぉ!?　こっちにねぇモンを創り出すセンスだぜぇ。想像力次第でよぉ、どんなモンも生み出せんだよぉ！」


    　それにしたって、こんな現象は夢境だけでどうにかなるものではない。


    　となると、答えはひとつ。


    「天理の理ことわりで……物質を吸引する理を与えたのか」


    　貴たか法のりの言葉に、マルキオンは意味ありげに笑みを浮かべた。


    「わたくしの天理と、ケリントスの夢境……連係センスのひとつ──〈嚥えん紗しや〉とでも言っておきましょう。何をも受け入れ、あらゆる幸せを内包する楽園の入り口ですわ」


    　マルキオンがクスクスと小こ馬ば鹿かにするように笑って杖つえを横に動かすと、〈嚥紗〉が連動するようにスライドする。布はケリントスを隠すように正面を覆おおった。


    「ヒッハハハハ！　それにしてもよぉ！　いきなり必殺技たぁなぁ！　お前らオレサマより好戦的じゃねぇかよ！　今のオレサマぁ人を笑わせるしか能のない道化師ピエロなんだぜぇ？　厳いかつい顔せずに笑ってくれよぉ！　ギヒヒヒヒッ！」


    　ケリントスが心底楽しそうに大口を開けて笑う。


    「お前らと俺たちの間に、戦闘以外の余地があるのか？」


    〝グノーシス〟は、これまで旭姫あさひを付け狙ねらってきた元凶だ。


    　話すことなど、陽はる翔とたちには何もない。


    　するとマルキオンが杖を支えに仁王立ちとなって陽翔と向き合う。


    「ええ。あなたたちが、わたくしたちに従う……という選択肢を採るのであれば、話し合いは必須でしょう？　ハルト」


    　それが当然だと言わんばかりの口調だった。


    「論外だ。俺たちがお前らの目的に力を貸すとでも？」


    「よりよき未来のためならば、そういう選択肢もあっていいのではなくて？」


    「旭姫が犠牲になるなら、そんな未来に意味はねぇよ！」


    「たったひとりの犠牲で世界が楽園となるなら、これ以上素晴らしいことはないのではなくて。ああ、わかりやすい諺ことわざが日本ジヤパンにありましたわね。海え老びで鯛たいを釣つるでしたわ」


    　口調には一切の罪悪感がない。背徳感、後ろめたさ、自責の念すら欠けていた。人を犠牲にするという行為が、彼らにとっては日常茶飯事だということが、言葉の端々から窺うかがえる。


    　マルキオンは楽しい遊戯に興じるように笑みすら浮かべていた。


    「何を言っても無駄だ、陽翔。こいつらのやってることは、オレたちにとって害悪でしかない」


    　陽翔の背後にいたクライヴが何十本ものナイフを放ち、ケリントスとマルキオンを包囲した。逃げ場を消してナイフを中心へと収束させる。


    「甘いですわね」


    　すぐに布が大きく広がり、ナイフが当たるとそのまま吸い込まれていった。


    「おっ、と」


    　ナイフには鋼こう糸しが結ばれており、クライヴはナイフに引っ張られる。


    「やれやれ。面倒なセンスだぜ」


    　指と繋つながっている鋼糸をすべて切り離した。


    「あの〈嚥紗〉。攻撃を消すのではないな」


    「ああ、貴たか法のりもわかったか。あれは異次元に消し去るタイプの代物だ。要するにあの布はそこに繋つながるゲートってところだな」


    　判断が遅れれば、ナイフと同じくクライヴは異次元に引きずり込まれていただろう。


    「わたくしの楽園に招待してもいいですわよ、ヴィヴァリー」


    「御ご免めん被こうむるよ。ここ〝スバル〟以上に快適な場所なんてないからね」


    「残念。是非ともこの中楽園で無上の幸せを享受していただきたかったですわ」


    　余裕を見せるマルキオンに対して、〈嚥えん紗しや〉で覆おおわれていない右から咲さ月つきが狙ねらっていた。


    「だったら、あんたがそこに引き籠もってなさい！　──放て、エーイーリー！　蒼あおき鋼こう糸し」


    　咲月が氷の精霊を出し、細く硬い氷の糸をマルキオンに奔はしらせる。


    　マルキオンが親指と中指を広げると、〈嚥紗〉は真正面から右へ回り込むように伸びた。氷は掃除機に吸い込まれるように消えてしまう。


    「……何でも吸い込むわね」


    「楽園は来るものを拒みませんのよ、サツキ」


    　マルキオンが杖つえの石突きで床を叩たたくと、今度は布が貴法を襲おそった。


    　まさか攻撃に使ってくるとは思っていなかったのか、貴法は意表を突かれてしまう。


    〈嚥紗〉はサメが獲物に喰くらい付くように、貴法を包み込もうとした。


    「なっ!?」


    　貴法は咄とつ嗟さに回避を試みるものの、刹せつ那なの差で服が僅わずかに〈嚥紗〉に触れてしまった。


    「ようこそ、タカノリ。わたくしの世界へ」


    　貴法に喰らい付き、先ほどのナイフと同様、まるごと引きずり込もうとする。


    「そうはいかないぜ」


    　クライヴが再びナイフを投げた。貴法の服を器用に切り裂き、すんでのところで〈嚥紗〉から切り離す。代わりにナイフが吸い込まれていった。


    　自由になった貴法はすぐに体勢を立て直して距離を取る。


    「すまない、クライヴ！」


    「油断は禁物だぜ、貴法。お前さんはここぞという時に抜けてることがあるからな」


    「耳の痛いことを……！」


    　押されている。


    〝スバル〟の五人が揃そろっているのに、たったふたりに、たったひとつの連係センスに翻ほん弄ろうされていた。クライヴ、咲月の攻撃が捌さばかれた光景を目の前で見て陽はる翔とは唸うなる。旭姫あさひも隙すきを窺うかがって銃撃しているものの、〈嚥紗〉が瞬く間に拡がり銃弾が呑のみ込まれていた。


    　だが、彼らはなぜか積極的に攻撃を仕掛けてこない。貴法への攻撃にしたって、〈嚥紗〉をけしかけただけで自分たちは何もしていない。


    　これほどのセンスの持ち主が、攻撃が苦手ということは考えづらい。


    　──まるで何かを待っているような……。


    　そこまで考えて、陽はる翔とは首を振る。今は余計なことを考えている場合ではない。相手がどんな事情を抱えていようが関係ない。


    　旭姫あさひを狙ねらう強敵が目の前にいるのだ。今、全力を尽くさずして、いつ尽くすというのか。


    「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」


    　陽翔が金きん獅じ子しの闘気を纏まとい、吠ほえる。


    　周囲の空気が震ふるえ、大きく揺れた。


    　凄すさまじい闘気量が、圧力となって夢の城をぐらつかせたのだ。


    　戦いを仕切り直すが如ごとき咆ほう哮こうに、全員が一瞬止まった。


    「あらあら。【獅子心王クールドリオン】と呼ばれるだけはありますわね、ハルト。おぞましい闘気量ですこと」


    　マルキオンが感心したように息を吐く。だからと言って気後れした様子はない。自信に裏打ちされた悠然とした態度だ。


    「あんたらも、認めたくはないが強いな」


    「お褒ほめに与あずかり光栄ですわね。悪くない気分ですわ」


    「ヒャ───ッハッハッハッハハ！　褒められなれてねぇから痒かゆいぜぇ！　むしろ笑えっての！　それが本業だしよぉ！」


    　まだ彼らの力の全ぜん貌ぼうを把握したわけではないが、ここまでレベルの高い天理使いと夢境使いを敵に回したことがないのは事実だった。陽翔だけではなく、全員がそう認めているだろう。


    「だけど──勝てない相手じゃない」


    　軽く手合わせをして、予想以上ではあったが、決して乗り越えられない強さとも思わない。


    　今までだって苦戦したことは何度もあった。


    　それでも〝スバル〟が無敗を誇ってきたのは、絶対的なチーム力と、センスの適応力があったからだ。


    　だから、誰も悲観などしていなかった。


    「さあ、戦闘再開だ」


    　集中しなおすように、陽翔が七星剣プレアデスを構えて敵を睨にらみつける。


    「うふふ。元気なのは結構ですけど、口だけでは勝てませんわよ。わたくしたちは未熟にも任務を達成できなかったシモンとは違うのですから」


    「あいつは弱っちーからなぁ！　しゃーねーしゃーねー！　ヒャーッハッハッハ──ギッ」


    　最後まで口にすることはできなかった。


    　ケリントスの背中が斬きり裂かれたのだ。死角からの攻撃でケリントスのＨＰが大きく減る。かろうじて身体からだをずらしてクリーンヒットを避けたのは、彼のプレイヤーとしての勘だろう。


    「戦いの最中に高笑いとは余裕だな！」


    　いつの間にか陽翔がケリントスの背後に回り込んでいた。


    「ヒハッ！　陽はる翔とちゃん、いつの間ニィ!?」


    　目の前にいたはずが、気配を感じさせずに接近されているのだ。


    　これにはマルキオンも目を見開く。


    「な──。ハルトがふたり!?」


    　彼らからすると、あまりにも不可解だっただろう。


    　ふたりがしゃべっていた陽翔は確かにまだそこにいるのだから。


    　──クライヴの変幻を使った分身。あちらは陽翔の闘気を、クライヴに変幻してもらった分身だった。


    　陽翔の闘気を基もとにしているため、気配すら放つ高等センスだ。


    「〈嚥えん紗しや〉の隙すきがひとつ見えたぜ！　こいつは自律でお前らを防御する便利な代物じゃない。知覚さえされなきゃ問題ない！」


    　さらに操作を行っているマルキオンも突然のことに動揺しているせいか、〈嚥紗〉の挙動が遅い。混乱した状態では、上う手まく扱うことのできない繊せん細さいなものなのだ。


    「まずはひとり、ゲームオーバーになってもらうぜ！」


    　この好機を逃のがすわけにはいかなかった。


    　陽翔が七星剣プレアデスを構え、刀身に闘気を伝わせる。黄金の輝きがケリントスの間近で強く弾はじけた。


    「〈獅子なる流星の一撃レオニダス〉！」


    　放たれた光の獅子が今度こそケリントスを喰くらい尽くさんと口を広げる。


    　もはやケリントスに避ける術すべはない。


    　防御する時間もない。


    　ならば、獅子が彼の身を滅ぼすのは当然の帰結──


    



    「残念ね」


    



    　ケリントスと獅子の間に、この場には不釣つり合いな姿をした巨大なマスコットが、前触れもなく出現した。マスコットは獅子によって喰らい尽くされるが、獅子はそれを貫通することができず、やがて力を失い、消えていった。ケリントスまでは届かない。


    　──さっきの声は……。


    　マルキオンではない。ケリントスのものでもない。


    　ただ、記憶を呼び起こす声だった。


    「今のは……夢境の召喚？」


    　貴たか法のりが訝いぶかしげに呟つぶやく。


    　しかし、ケリントスにそんな余裕はなかったはずだ。


    　そして──陽翔の闘気は今までにない、新たなプレイヤーの気配を捉とらえた。


    　天井からふわりと降りてくる。すたりと着地したのは、ひとりの少女。


    「ヒャーハハハハハハハッ！　オレサマちゃん、助かっちゃった！　サンキュー！　グラーシアス！　スパシーバ！　ダンケダンケ！　わりーねぇ！　奇襲させる予定だったのにぃ！」


    　ケリントスが新たなプレイヤーを歓迎するように哄こう笑しようする。


    「どういたしまして。でも、おかげでやりたいことはやれませんでしたよ。皆みんな、あの子をしっかり守ってて隙すきがなかったし」


    「しゃーねーって！　計画変更！　今から隙を作り出せばいーんだよ！　〝スバル〟の力量もさっきの演目で測れたしさぁ！　笑って行こうぜェ！　ギヒッ」


    　ケリントスと話していた彼女は、もったいぶるようにゆっくりと〝スバル〟に向き直った。


    「さて、と。久しぶりだね、皆」


    　上半身の肌を惜しげもなく晒さらした、服の用途を成していないような黒い衣装を着込んでいる。


    　開かれた胸元の谷間に、華きや奢しやな細い肩から腰までのラインは高校生とは思えないほど妖よう艶えんで、見る者を一目で魅了する。


    　下半身に穿はいている黒スカートも透けており、美しい脚を見せびらかしているようだった。


    　美しくも嗜し虐ぎやく的な瞳ひとみと、薄く、見下すような笑みを浮かべている。背中まで伸びた髪は、先日見た時よりもさらに黒く、光すら吸収してしまいそうな漆しつ黒こくとなっていた。
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    「どうしちゃったの？　皆。わたしの顔、覚えてない？　陽はる翔とくんと咲さ月つきちゃんはこの前会ったのに、ヒドいなぁ」


    　少し垂れた瞳ひとみや、小ぶりの鼻や、形のいい唇くちびる、顔立ちには微かすかに昔の面影がある。声質も大きく変わっていない。


    　だが、彼女の瞳はどんよりと濁っている。目の下に隈くまがあるのもそう見える原因だろう。


    「の、希のぞみ……？」


    「そうだよ。当たり前じゃない」


    　咲さ月つきが恐る恐る問うと、彼女は笑顔で頷うなずいた。


    「わたしを捜しに来てくれたんだよね。ありがとう。でも、おあいにく様。無駄足だったね。わたしは、〝グノーシス〟に入っちゃったから」


    　正気ではないはずだ。あの瞳で、そう思えるわけがない。


    　──いや、そう思いたくなかった。


    「ほ、本当に希、なのか……？　た、確かに見せられた写真によく似ているように思うが……」


    　貴たか法のりが震ふるえる声で呟つぶやいた。信じたくない気持ちが顔に滲にじみ出ている。


    「そうだよ。貴法くん。信じてもらえないかな？」


    　首を傾かしげる姿は昔とそっくりで、その仕草が貴法にとっての決定打となった。


    　彼女は間違いなく、日下くさか希だと……。


    「〝グノーシス〟に寝返ったというのか。聡明な君が、まさか、嘘うそ、だろう……」


    　希が小こ馬ば鹿かにするようにふふんと笑った。


    「そうよ、貴法くん。このお城だって、わたしとケリントスで作り上げたんだから」


    　目を瞠みはる貴法。陽はる翔とたちも同じように衝撃を受けていた。


    　合が点てんがいく。類たぐい稀まれな夢境センスを持つふたりなら、この巨大でギミックに満ちた城ダンジヨンを創造できるだろう。迎撃に出てきたマスコットも希のものだったのだ。


    「見損なった？　でも、わたしの心は貴法くん──あなたよりもっと傷付いてるんだ」


    　貴法は圧倒されてしまう。久しぶりに会ったということ以上に、あまりに変わり果ててしまった、彼女の仄ほの暗い雰囲気に完全に飲まれてしまっていた。


    「だから……完かん膚ぷなきまでに教えてあげるんだから。わたしのことを」


    「希……、なんで……」


    　ふと希が視線に気付く。悲しみで染まった旭姫あさひの瞳に。


    　無理矢理絞り出したような旭姫の声は擦かすれ、張りがなかった。


    「ああ、旭姫ちゃん」


    　希は、昔のような優しげな笑みを浮かべた。かつてを思い出す、ふんわりとした笑顔を。


    「ごめんね。あなたに恨みはないの。でも……どうしても許せなくて、徹底的に苦しめなきゃいけない人がいるんだ。だから旭姫ちゃんには犠牲になってもらわないといけないの」


    　生きていたことにも、久々の再会にも触れない。口から出たのは六年前からは想像もできない、悪意の籠こもった言葉だった。旭姫あさひの望んだ返答ではない。真逆のものだ。


    「そうでしょう？　ふたりとも」


    　希のぞみは旭姫から貴たか法のりと咲さ月つきに視線を移す。


    「や、やめるんだ！　希！」


    「そうよ、正気に戻りなさい！」


    　貴法と咲月が制止する。だが、


    「やーめない」


    　これ以上ないほど邪悪な笑みを見せて、希は天に向かって高々と手を掲げた。


    「〈無限召喚エタニテイドライブ〉」


    　床に濃こ紫むらさき色の紋様が描かれ、中から次々とモンスター──生を得たマスコットたちが召喚される。動物をデフォルメしたようなマスコットが、瞬またたく間に陽はる翔とたちを包囲した。


    　──希は夢境によって、モンスターを使い魔として召喚することを得意としている。


    　彼女の夢境の世界には、様々なモンスターが住んでいた。


    　そしてそれだけでは終わらない。


    「今時、コレはないよね」


    　希が胸の前で素早く印を結んだ。


    　すると、マスコットたちが──ぐしゃりと潰つぶれ、再び膨ふくらんでいく。


    　可か愛わいらしかったマスコットたちは、一言では形容しがたい何かに転生した。


    　目はある。口もある。鼻があるものもいる。しかし、位置関係が破は綻たんしている。


    　身体からだはすでに原形を留とどめていない。シュールレアリスムのメソッドで描かれたような造型で、ひとつとてまともな形を保ったものはいない。


    　色味も明るい色調から、暗い色合いに変化していた。ケタケタとポップだった笑い声も、怨えん嗟さの籠もった唸うなり声になっている。


    　陽翔たちは反射的に旭姫を守るよう、四方を囲んだ。


    「さて、わたくしたちは、お手並み拝見といきましょうか、ケリントス」


    「おうよ、マルキオン！　元仲間同士の殺し合い……最高に笑える喜劇エンターテインメントだぜぇ！　ギヒッ」


    　希の傍そばにいるマルキオンとケリントスは手を出す気がないのか、後ろに退さがった。


    「──さあ、皆みんなで昔みたいに遊ぼうよ！」


    　準備の終わった使い魔たちが、希の指令で一斉に襲おそいかかってくる。


    　壁のように迫り来る様は、まるで密集陣形フアランクス。


    「はあっ！」


    　顔に苦く悶もんの色を浮かべながら、陽翔が七星剣プレアデスで使い魔たちを薙なぎ払う。旭姫のすぐ傍にも使い魔が召喚されてくるが、顕現するまでのタイムラグを逃のがさず、即座に斬きり裂いていった。


    「──バチカル、シェリダー、アクゼリュス！　〈金剛拳サイミユラント〉！」


    　陽はる翔との左を守る咲さ月つきが鞭むちを振るい、炎と鋼はがね、風の精霊──赤と灰と翠が混在した光で自身の拳こぶしを覆おおう。精霊の力を己おのが身に纏まとい、インパクトの際に魔力まで奪う、咲月の裏技。


    　拳で使い魔たちを殴り、屠ほふっていく。乱戦で魔導が撃ちにくくなると予測し、選択したのだろう。だが、拳のキレと相反して、咲月の表情は冴さえない。


    「〈ブラッドスパイダー〉！」


    　陽翔の右を守るクライヴは広がった蜘く蛛もの糸のようにナイフを繰り出した。使い魔に向かい、何匹も床へと縫ぬい付ける。動きを阻そ害がいし、後衛への進出を防いだ。


    　クライヴの顔は、どこか無機質で感情を押し殺しているようだった。


    「やめてよ、希のぞみ……ッ！」


    　皆の中央にいる旭姫あさひはクライヴの足止めした使い魔たちにトドメを刺していた。いかに相手が使い魔といえど急所はある。そこを狙ねらい撃っていた。


    　旭姫の瞳ひとみは一発撃つたびに悲しそうに揺れている。


    　そして──。


    「くっ！」


    　陽翔の背中側を守っていた貴たか法のりは動揺から抜けきれず、不意を衝つかれてしまった。避けるためには後ろへ跳ぶしかない。


    　しかし、背後に新たな使い魔たちが召喚される。


    「!?」


    　冷静さを失う──それはこれまでの戦闘経験を失わせ、初心者ルーキーへと成り下がらせる最たる愚行。これ以上ない失態だ。貴法は奇襲を喰くらったばかりか、周囲の警戒すら怠おこたってしまっていた。


    『ガッ！』


    　背後の使い魔たちに、四し肢しを捕らえられ、足を無理矢理止められる。


    　そして、肉薄する使い魔たちの陰から──スッと希が現れた。


    「捕まえたっ」


    　希が貴法の胸に手を当てる。手の甲に小さな青紫の紋様が浮かび上がった。先ほどと同じく、召喚の発光だ。


    　貴法は発動前に払おうと、彼女の腕を右手で掴つかんだ。だが、その手を振り解こうともせず貴法は苦しげな瞳を向けるだけだった。


    「何やってるのよ！　──浚さらえ、バチカル。焔ほのおの劫ごう覇は！」


    　希の攻撃が炸裂する前に、咲月が自身の担当するラインを守りながら、魔導を放って使い魔たちを焼き払った。貴法を押さえていた使い魔たちが灰と化して、空中に散っていく。


    　舌打ちして、希は貴法の手を払い、後ろに跳んで距離を開けた。


    「……咲月ちゃん、どうして邪魔をするの」


    　貴たか法のりを逃がしたことに苛いら立だっているのか、希のぞみが目を細めて咲さ月つきを睨にらみつけた。


    　その表情には不快感、いや、むしろ、殺意が宿っていた。


    「……希。目を覚ましなさい」


    　希の濁にごった瞳ひとみに一瞬呑のまれたものの、咲月は負けじと言い放つ。


    　希はさらに不愉快そうに鼻を鳴らした。


    「ふぅん。……やっぱりそうだったんだ。咲月ちゃんが、貴法くんを守るなんてね」


    「希！　何を──」


    「うるさい！」


    　咲月の言葉を遮さえぎるように、希が声を張り上げる。


    「あんたみたいな卑いやしい雌めす豚ぶた、知らない！　あんたは全部知ってて、すっとぼけて、わたしを嗤わらってたくせに！」


    　響き渡る叫びの意味を理解できたのは、目の前の咲月だけだったのだろう。


    　咲月は何かを悟ってしまったように顔を歪ゆがませた。


    「希。あんた、やっぱりダンスパーティに……」


    　希は肯定も否定もしない。


    　咲月はやるせなさそうに俯うつむいた。


    「希！　君は何を言ってるんだ……!?」


    　貴法が希に向かって叫ぶと、彼女は悲しげな笑みを浮かべる。


    　まるで今にも泣き出しそうな子供のように。


    「わかんないよね、貴法くんには……。わたしの気持ちなんて」


    「それはどういう……」


    「希！　やめてくれ！　俺たちはお前を傷つけたくなんてないんだよ！」


    　我慢できずに陽はる翔とも叫ぶ。


    「もう戻れないんだよ、陽翔くん。わたしは〝グノーシス〟でこの恨みをはらすと決めたの」


    　──次の瞬間には、希の顔を再び憎悪が覆おおっていた。


    　希は自らの髪の毛を一本だけ抜きとり、虚空へ投じる。それがいつの間にか生成されていた〈嚥えん紗しや〉へと吸い込まれていった。


    　その行為に警戒する間もなく──希が再び印を結ぶ。


    　すると──。


    「あぐっ……！」


    　旭姫あさひの苦しげな叫び声。


    「あ……う……！　ああっ……！」


    　咄とつ嗟さに陽翔が振り向くと、旭姫は頭を抱えてふらついていた。


    「旭姫!?　咲月、ここは任せた！」


    「ちょっ……！　わ、わかったわよ！」


    　陽はる翔とは今いる場所を放棄し、即座に駆け寄って旭姫あさひの身体からだを支える。


    「誰か……誰かが何か言ってる」


    「旭姫、喋しやべらなくていい。休んでろ」


    　陽翔が原因を探るが、何も見えない。


    「嫌いやな声が、聞こえてくる……」


    　旭姫の目から少しずつ光が消えていく。


    　陽翔が慌あわてて旭姫の顔に触ろうとすると、


    「放してッ！」


    　あまりにも突然だった。


    　旭姫の表情が豹ひよう変へんし、陽翔の手を弾はじいたのだ。


    　鋭い瞳ひとみに垣かい間ま見みえる明確な拒絶の意志。


    　陽翔に向ける視線は、敵を見ているようだった。


    　陽翔は旭姫のこんな表情を見たことがない。


    　ここまで強い敵意を彼女に向けられたことはなかった。


    「あ──」


    　陽翔は旭姫から一歩離れ、眼を凝らしてようやく気付いた。蛇へびと思おぼしき斑まだらな暗褐色をした細長い使い魔が、旭姫の首筋に噛かみついていることに。


    　使い魔の接近には最優先で気を配っていたはずなのに、蛇の侵入を許してしまったことに愕がく然ぜんとする。


    　──まさか、さっきの希のぞみの髪の毛？


    　あれは〈嚥えん紗しや〉に吸い込まれたはず……。


    　だが、それ以外に思い当たる行動はない。〈嚥紗〉に何らかの仕掛けがあったのだ。


    「ふう。ようやく捕まえたよ。さあ、旭姫ちゃん。楽しい楽しい夢を見ましょう……？」


    　蛇が闇やみ色に発光する。


    「うああっ……！」


    　旭姫が額ひたいから大粒の汗を流し、その場にうずくまる。


    「旭姫ッ！」


    　蛇の侵入経路を思案している余裕はない。陽翔が七星剣プレアデスで蛇を斬きろうと一いつ閃せん。


    　すると、邪魔するように剣が弾かれた。弾いたのは蛇とは別の使い魔。いつの間にそこにいたのか。元が熊くまなのか、パンダなのかすらわからない、巨体の使い魔だ。


    「邪魔するなッ！」


    　陽翔はすぐに新たな使い魔を斬り伏せるが、一体が消えてもまた別の一体が蛇への斬ざん撃げきを邪魔してくる。


    「…………陽はる翔と、どうして……。言うこと聞いて、くれないの……」


    「旭姫あさひ……何を……」


    　突如、旭姫が意味のわからない言葉を呻うめくように言った。先ほどの反応といい、明らかに様子がおかしい。


    　陽翔は原因であろう希のぞみに叫ぶ。


    「希！　旭姫に何をしたんだ！」


    「そのうちわかるよ。楽しみにしててね」


    「──昔に比べて、謎なぞめいているね、希」


    　クライヴが希の身体からだを縛るように、鋼こう糸しナイフを投げつける。


    　しかし、すべて使い魔たちが盾たてになり、弾はじかれてしまった。希には一本も届かない。


    「君にここまでの力はなかったはずだよね。こんな使い魔も、人に夢を見せるような力も」


    　クライヴがナイフを構え、冷たく睨にらみながら問う。


    　希は力を自負するように頷うなずいた。


    「ええ、クライヴくん。わたしは覚かく醒せいしたんだよ。だから──こんなこともできるんだから」


    　サプライズを待ちきれない子供のような笑みを浮かべて、右腕を陽翔たちに向ける──。


    「日下くさか。もう充分ですわ」


    　瞬間、希の隣に現れたマルキオンが制止する。希は物足りなさそうな顔をして腕を下げた。


    「ここでやめるんですか？」


    「急せいては事をし損じますわ。あとは種が成長し、育つのを待てばいいでしょう。やるべきことはやったのですから」


    　マルキオンの指示に、不承不承、希は頷いた。


    「そうそうそう！　お楽しみはあとに取っておかなきゃ損ってもんだぜぇ!?　サーカスだって演目は、ちゃんと舞台を整えてからやるんだからよぉ！　ヒハハハッ！」


    　希が爪つま先さきでトンと床を叩たたくと、召喚されていた無数の使い魔が地面に潜るように消えていく。


    　夢境の世界へ戻っていったのだろう。標的の首に噛かみついていた蛇へびの使い魔も姿を消し、旭姫が短く呻く。


    「〝スバル〟の皆さま。また会いましょう。今度こそわたくしの楽園へご招待致しますわ」


    「ギヒヒッ！　終幕でござ～い！　また夢のスペクタクルへご案内する日までサヨウナラ～」


    「じゃあね、皆みんな。次はもっと楽しく遊ぼう」


    　マルキオンが杖つえの石突きで床を叩くと、三人はふっと霧のように消えかかる。


    　天理による転送だ。


    「くそ、待て！　逃がすか！」


    　陽翔は咄とつ嗟さに掴つかみかかったが、腕は虚むなしく空を切る。


    　同時に──。


    　部屋の足場が、役目を終えたと言わんばかりにガラガラと音を立てて崩れ落ちていく。


    　悔しがる暇ひますら与えてくれない。


    　直下には崩壊した残ざん骸がいが、さらにその下には広大な海が広がっていた。


    「──爆はぜよ、アクゼリュス。翠みどりの暴風！」


    　全員が城から投げ出される中、咲さ月つきが発生させた風によって、重力に逆らい一瞬だけふわっと浮き上がる。気を失っている旭姫あさひを、陽はる翔とがしっかりと抱き留めた。


    「……消えていく」


    　咲月が複雑な表情で呟つぶやく。


    　空中に留とどまりながら、〝スバル〟のパーティは崩れていく夢の城を見届けるしかなかった。

  


  
    ［間章　追憶 ～ the side of 〝Nightmare〟 act.2 ～］


    



    　ダンジョンの中間ポイントとなる広場で待ち構えていたボス──デンゲイを打倒した幼き日の旭姫たちは、白水霊の塔をさらに上っていく。


    「ふんだっ！」


    「ふんっ」


    　旭姫は陽翔と絶交中で、目を合わせれば悪態を吐ついて顔を逸そらしていた。


    　全員、気まずそうな顔をしていたものの、そこまで悲観はしていないようだった。喧けん嘩か自体は旭姫と陽翔に限らないことで、よくある話だからだ。


    　だから、いつものことと捉とらえ、特に気にすることなく進んでいる。そのうち自然と仲直りするだろうと考えて。


    　時間が経たてば冷静にもなる。


    　旭姫自身も言い過ぎたと反省していたが、それと自分から謝れるかはまた別の話だった。


    「そろそろ最上階だ。ボスが出てくるはずだぞ。気をつけてくれよ」


    　階段を上っている途中、陽翔が後ろのメンバーに警告すると、皆が銘々に言葉を返した。


    　旭姫だけは返さない。今は絶交中なのだ。旭姫の中で、返事をしてはならないというルールができあがっている。


    　──でも、戦闘に入ったら、ちゃんとやろう。


    　喧けん嘩かのせいで戦闘中に皆に迷惑をかけてしまうのは、旭姫あさひとしても避けたかった。


    　そして、塔の最上階──ところどころに水場の点在する広いスペースに彼らは出る。


    　池のように誂あつらえられた水場のひとつで巨大なモンスターが、鋭利な鋏はさみを支えに顔を出していた。赤く硬そうな殻からが淡く光を反射している。


    　ザリガニのような姿をした甲殻類モンスター──ビッグレッドシザーだ。〝スバル〟を敵と認識すると、水場から這はい上がり、警告するように鋏を鳴らした。


    「行くぜ！」


    　打ち倒すべき敵を睨にらみ据えた陽はる翔とが床を蹴けって、勇猛果敢にモンスターへ向かって駆ける。


    　陽翔を迎え撃つように、鋏が横から襲おそいかかってきたが、跳躍で上に避け、そこから落下と同時に、胴体に向かって剣を振り下ろした。


    　ところが、モンスターの殻は硬く、陽翔の一撃をあっさりと跳ね返してしまう。中ボスの巨大蛇へびデンゲイを上回る硬さだ。


    「灰になれっ！　焦土とせよ、ヴルカン！　──覇炎の閃せん光こう」


    　咲さ月つきの魔導による赤き熱波がボスを襲った。


    　ビッグレッドシザーの口から無数の泡が吐き出され、炎を覆おおうようにしてぶつかり合う。


    　しかし泡では相そう殺さいしきれなかったようで、炎はビッグレッドシザーに届いた。甲殻を焦がし、僅わずかながらダメージを与えることに成功する。


    〝スバル〟は勢いづいた。


    　貴たか法のりもクライヴも希のぞみも、自分の役割をこなして、ビッグレッドシザーを追い詰めていく。


    　希の可か愛わいらしい使い魔たちがビッグレッドシザーの脚に纏まとわり付いて動きを制限し、貴法が天理で外皮を分解し、クライヴが開いた箇所に楔くさびを打ち込むようにナイフを突き刺した。


    　後ろで戦況を見守っていた旭姫が銃を撃つ。ピンポイントで狙そ撃げきすることで陽翔に向かう鋏の軌道を逸そらした。


    「はっ！」


    　そこに陽翔が身体を回転させ、遠心力にのせて剣を振る。


    　だが、陽翔の攻撃はやはり殻を破るには弱く、弾はじかれてしまった。


    　どうにか分解された殻から剥むき出しになった箇所を攻撃しようとするものの、モンスターの殻はクライヴのナイフを押しのけて再生してしまう。凄すさまじい回復速度だ。貴法が分解した一瞬を狙ねらうしかないのだが、なかなかタイミングが合わず、上う手まくいかなかった。


    　陽翔は一旦行動を切り替える。防御に重きを置いて、決して無理な攻撃をしない。防御力の弱いメンバーを守ることに専念し、剣を振る時が来るのを待った。


    「その調子だよ、皆みんな！」


    　戦況が安定したところで、旭姫あさひが弾丸を放ちながら皆を鼓舞する。


    　すでに戦いはパターンに入っていた。皆の動きに危なげはない。一気に減らすことこそないが、モンスターのＨＰも徐々に減っている。


    　そして、旭姫は一層集中し──〈未来視プロフエアータ〉を発動させた。


    　旭姫の視界に幾つもの光景が映り、ひとつに収束していく。


    　──視みえたっ！　これで絶対にいけるはず！


    　後は皆に伝えればいいだけだった。いつもの〝スバル〟の必勝パターンである。


    「咲さ月つきは氷であいつの目を凍らせて！　貴たか法のりは背後に回って背中の殻からを分解！　希のぞみとクライヴがそいつを縛り上げて！　陽はる翔とは跳躍して背中を切って、中を露出させて！　そこに核がある！」


    　核──生命のコアを狙そ撃げきすれば、モンスターは倒れる。


    「最後は、あたしが決める！」


    　自分がトドメを刺すべき未来が見えたのだ。


    　旭姫は銃に爆裂弾を換装。咲月謹製の弾丸には魔導が込められている。命中さえすれば、核を潰つぶし、内部から破壊してくれるだろう。


    「オーケー！」「う、うん！」「任せてくれ！」「行くわよ！」


    　皆が旭姫の指示に従い、最後の一撃のために各々のタスクをこなす。


    　旭姫は銃を構えて、数秒先の未来を待つ。


    　視えた未来の通りにビッグレッドシザーは、氷で目を覆おおわれ、殻を破られ、動きを止められた。


    　しかし──。


    　またしても、見えていた未来の映像がぶれた。


    　前回と同じように、幾つもの映像に分かれて消えていく。


    「え──」


    　原因は、またも陽翔が従わなかったことだ。


    　ビッグレッドシザーを斬きるどころか、旭姫の前方に立って射線を塞ふさいでいる。


    　最もしてほしくない行動を、最悪のタイミングで陽翔は取ってしまったのだ。


    　敵の口からレーザーの如ごとき水流が放たれ、陽翔に直撃する。


    「咲月！　手順変更！　次だッ！」


    　終わると思っていた貴法だったが、慌あわてたように指示を飛ばした。


    　咲月も気持ちを切り替え、急ぎ精霊を出現させる。


    「──奔はしれ、トール。朱あかき稲妻」


    　動けないビッグレッドシザーに向かって、稲光と共に、貴法が分解した箇所をピンポイントで赤い雷が貫つらぬく。


    　どうにか再生される前に間に合ったらしい。バチバチバチィ！　と耳を劈つんざくような破裂音を立てて、ビッグレッドシザーの全身に雷撃が迸ほとばしる。すると、身体からだのキレが一気に鈍った。


    　抵抗を続けるが、クライヴの鋼こう糸し付きナイフが脚を床へと縛りつける。


    　続けて貴たか法のりの拳こぶしが広範囲の外皮を分解。希のぞみの使い魔たちが放ったブレスが直撃する。


    　核が傷付いたのか、ビッグレッドシザーは力尽きたように倒れ、ぴくぴくと痙けい攣れんを起こしていた。そこにクライヴが懐ふところから何色もの宝石を上へとばらまく。


    「〈サウザンドエッジ〉！」


    　宝石が色とりどりの属性を含んだナイフに変化。上に浮いたナイフは、ロケットの如ごとき速さで落下し、モンスターに突き刺さった。


    　ＨＰバーも完全に消え、動かなくなる。少し時間が経たてば身体も消えていくだろう。


    「ふー。どうにかなったわね」


    「まあまあってところかな？」


    　咲さ月つきが冷や汗混じりに溜ため息いきを吐つき、クライヴが肩を竦すくめた。


    　ふたりはできる限り、空気を変えるべく努めて明るく言ったつもりだったが──ビッグレッドシザーを打倒し、ダンジョンをクリアしたというのに、歓喜する雰囲気にならない。


    　旭姫あさひと陽はる翔との間に、なんとも言えない空気が漂ただよっていた。


    　──どうして？　あたしは皆みんなのためを思って指示を出したのに。


    「なんで、邪魔したの、陽翔！」


    「そうしないとマズいと思ったからだよ！　だって──」


    「そんなにあたしの指示が嫌いやなの!?　〈未来視あたしの力〉が信じられないの!?」


    　またしても口論になってしまう。


    　──なんで、喧けん嘩かになっちゃうの……？


    　口では陽翔への悪口を吐き出しながら、泣きそうになってくる。


    　こんなこと言いたくないのに、気持ちの整理がまったくつかない。怒りの感情が抑えられずに、剥むき出しとなって声に出てしまう。


    　陽翔も本気で怒った顔になっていた。


    「いい加減にしろよ！　ちゃんと咲月たちが倒してくれただろ！」


    　──それはあたしの見た未来じゃない！


    　──思い描いたものじゃない！


    　──知らない未来だ！


    　心の中で、何かがぷつりと、切れた音がした。


    　自然と、涙が流れ、頬ほおを伝って零こぼれ落ちていく。


    　もう止められない。


    



    「陽はる翔との顔なんてもう見たくない！　どっか行っちゃえ！」


    



    　場が静寂に包まれる。


    　誰も何も言えなかった。


    　──顔色を変えた、陽翔以外は。


    「旭姫あさひッ！」


    　陽翔は剣けん呑のんな叫びとともに、旭姫に剣の切っ先を向けた。
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    ［第三章　這い寄る悪夢］


    



    　崩れだした城を脱出して陽はる翔とたちが地上に戻ってから、貴たか法のりは慌あわただしく動き出した。


    　いち早く〝イルミナティ〟を動員。希のぞみたちの行ゆく方えを捜し始めたが、成果は芳かんばしくない。


    　欠片かけらひとつ残さず崩壊してしまった可能性もある。貴法自身も望み薄だろうと呟つぶやいていたが、懸念通りに終わってしまったらしい。


    　結局、日を跨またぎそうな時間となり、タイムアップとなった。


    「……旭姫あさひ。大丈夫か？」


    「大丈夫だよ、陽翔。心配、かけてごめんね」


    　旭姫の表情はあれから持ち直して、血色もよくなっている。


    　しかし、首筋の赤いふたつの点──希の放った蛇へびの噛かみ痕あとは治っていない。この程度の怪け我がであれば自然回復で消えていてもいいはずだ。それなのに、治る兆候すらない。


    「お前はこれからどうするんだ？」


    「今日はこのままアジトに泊まるよ。少し疲れちゃったしね」


    「……やっぱり貴法の、〝イルミナティ〟のギルドホームに泊まった方が」


    　貴法本人から、そう提案を受けている。


    　貴法の領域テリトリーに旭姫が寝泊まりするという想像に、陽翔はもやもやした感情を抱くが、身勝手を言ってはいられない。また彼らが襲おそってこないとも限らないからだ。


    　だが、旭姫は首を振った。


    「今日はアジトで寝たいんだ。なんでかわからないけど……ここがあたしにとって一番安心できる場所だから」


    「〝イルミナティ〟からギルドメンバーをアジトの護衛につけるとは言ってたけどさ……」


    　貴法が旭姫の気持ちを汲くみ、ギルドホームへの招待を諦あきらめると、次に提案してきたのは護衛だった。そこまでしなくても……と旭姫は及び腰だったが、仲間全員で承諾したことで、旭姫も仕方なさそうに頷うなずいている。だが、それでもやはり心配の種は尽きない。


    「なんなら、今日は俺もここに泊まろうか？」


    　旭姫は苦笑して、


    「陽翔は心配性だなぁ。ログアウトできるなら一旦戻った方がいいよ。陽翔にはおじさんもおばさんも、妹ちゃんもいるんだからね。現実も大事にしないとダメだよ」


    　正論をぶつけられて陽翔は言い返せずに口くち籠ごもってしまう。


    「それより希をお願いね、陽翔。あたしは現実じゃ捜せないから……」


    　伏し目がちに、寂さびしそうに漏もらす旭姫。


    　裏切られたと言っていいほどの希の辛しんらつな言動を受けてなお、旭姫は彼女のことを頑かたくなに信じているようだった。


    「本当の希のぞみは……絶対にあんなこと言わないよ。だから、きっと何かされたんだと思う」


    　ログアウトしてみないことにはわからないが、進展がなければ、依然として希は現実で行ゆく方え不明のままだろう。そうなると、希自身がどこからログインしているのか……という疑問が生まれる。〝グノーシス〟に囚とらわれているという可能性も含めて考えなければならなかった。


    　旭姫あさひはそれを憂慮しているのだ。


    　希の話を出されると、やはり現実に戻らなければならない理由も出てくる。


    　すると、クライヴが陽はる翔との肩をポンと軽く叩たたいた。


    「オレはもう少し残って旭姫の様子を見ているから、安心しなよ。こっちは時差があるからね。休めるうちに休んでおきなって」


    「護衛だって旭姫に配慮して全員、女子メンバーで固めてくれたから大丈夫よ。こうなってくると、超位ギルド様々だわ」


    　咲さ月つきもまた現実に戻ることを促うながしてきた。


    「そこにクライヴも残るなら大丈夫か……」


    「うん。安心して、陽翔」


    「何かあったらすぐに連絡をくれ。旭姫、クライヴ」


    「おう。わかってるって」


    「じゃあね。陽翔。咲月も」


    　咲月は少し気まずそうな顔で旭姫に向き直る。


    「旭姫も気をつけなさいよ。それと、城の地下では、その……ごめんね？」


    　すると、旭姫はニカッと笑いながら、


    「いいって。気にしてないから」


    　何事もなかったようにあっさりと言う。


    　気丈に振る舞う旭姫に、一抹の不安を覚えながら陽翔たちはログアウトした。


    



    　　　　　▽　　　　　▽　　　　　▽


    



    　翌日、朝十時。


    　陽翔は貴たか法のりに呼び出され、以前にも来たホテルの喫茶店に入った。旭姫が心配だったし、希の問題もあった。考えることはいくらでもある。咲月にも声がかかっており、貴法としてもそれらの問題について話し合いたいのだろう。


    　すでに貴法と咲月はテーブルに着いて待っていた。貴法の前にはコーヒーが、咲月の前には五種類のケーキが並んでいる。ところ狭しと並べられたケーキは、もはや恒例行事だ。


    「……来たか、陽翔」


    　貴たか法のりは見るからに元気のない様子だった。心なしか顔も俯うつむき気味だ。


    　いつもなら「遅いぞ」と文句を言ってくるところだというのに、それすらない。こんなに覇気のない貴法はちょっと記憶になかった。


    　陽はる翔とが席に座って注文したカフェオレが置かれると、咲さ月つきは早々に切り出した。


    「それで何の用なのよ。向こうじゃできない話なんだろうけど、何かわかったの？」


    「……まず、君らが動く前に止めなければならないことがある。現実での希のぞみの行ゆく方えについてだ」


    「まさか見つかったの!?」


    　咲月の顔に驚きつつも嬉うれしそうな表情が浮かぶ。


    　しかし、貴法がやるせなさそうに首を振ると、その表情は薄らいだ。


    「君たちは捜さなくていいということだ。僕が父に頼み込んで、人捜し専門の探偵を十人ばかり雇った。今、全力で捜索に当たらせている。だから、素人しろうとの僕らが現実でやれることはない」


    　陽翔と咲月は驚きつつ、顔を見合わせる。


    　昔から貴法は親に頼ることをよしとしなかった。親に、そして金に、寄り掛かるのを忌き避ひしていたからだ。だが、貴法は禁を破り、なりふり構わず、あらゆる手段を使う決断を下したのだろう。


    　並々ならぬ覚悟が、彼の表情から垣かい間ま見みえる。


    「なるほどね。でも、その程度なら別にメッセージで送ってくればいいじゃない」


    「……いや、僕の本題はここからだ」


    　貴法の顔に影が差した。来た時から俯き気味だったが、雰囲気がさらに暗くなる。


    「呼び出したのは、僕の個人的な確認だ。向こうで話すのが躊躇ためらわれるのは事実だが」


    　咲月が首を傾かしげながら、頷うなずいて先を促うながす。


    　貴法は心配そうな顔を上げて、戸惑ったように口を開いた。


    「希のことで、少し聞きたいことがある」


    「どうやって正気に戻すかって話？」


    「それは当然だ。彼女はあんなことを言うような人ではない」


    　希が洗脳されている……と決まったわけではないものの、それでも彼女が自身の意思で〝グノーシス〟に入ったとは考えにくい。


    　現実で陽翔と咲月が再会した時は、本当に嬉しそうな顔をしてくれたのだ。


    　不快にさせてしまったとはいえ、あまりにも豹ひよう変へんが過ぎる。


    「問題は……彼女の中に巣くう負の感情だ」


    「負の感情？　希が敵に回った原因はそれなの？」


    　咲月が怪け訝げんそうな表情になる。


    「おそらく。君に助けられる寸前、僕は彼女の腕に触れて解析を試みた。天理は感情そのものを解析できないが、感情が身体からだに与える影響はかろうじて読み取れるからな」


    《リユニオン》でも、感情がもたらす効果は強い。特に闘気などは怒りでアドレナリンが筋力を増強させるかのように攻撃の破壊力が増す。不安によって動きが鈍るのも似たようなものだ。


    「彼女を支配する負の感情は凄すさまじい強さだった。悲しみ、怒り、恨み、辛つらさ、そういった感情が強制的に前面へと押し出されている。喜びや安心、期待や感謝、尊敬……そうした正の感情が完全に塗り潰つぶされているのだから、正しく行動できるわけがない」


    　気落ちしたような口調で貴たか法のりは訥とつ々とつと語る。


    「ただ……増幅させられているとはいえ、存在しない感情が前面に出てくるわけがないのだ。彼女は真っ先に僕へと襲おそいかかってきただろう？　つまり彼女は僕に強い恨みがある……ということだ。彼女は旭姫あさひを狙ねらう傍かたわら、僕を執しつ拗ように攻撃してきた」


    　貴法は肩を落としてさらに俯うつむいた。


    「原因が知りたい。君たちなら何か知っているかと思ったんだ。僕は六年前、彼女に恨まれるようなことをしていたのか？」


    　陽はる翔とは旭姫や貴法、咲さ月つきとよく喧けん嘩かしていたが、希のぞみとだけは喧嘩していないし、ましてや貴法と希の喧嘩など一度も見たことがない。


    「俺にはわからんが」


    　陽翔が小さく首を振ると、咲月がこれ見よがしに溜ため息いきを吐つき、貴法に呆あきれたような視線を向けた。


    「ホントにあんたたちは……」


    「君は何か知ってるのか？」


    「答えはひとつしかないもの。方程式が成り立ってるのに、そこで迷う理由がどこにあるのよ」


    「……僕にはまったく答えを見つけられない。教えてくれ」


    「強いて言えば、あんたのその態度」


    　貴法が意表を突かれたように顔を顰しかめる。


    「僕の性格ということか？　確かに希に対しては、厳しく言うこともあったが」


    　だが、咲月は首を振った。ますます貴法の眉まゆが寄っていく。


    「違うわよ。そうじゃなくて……。あんたのその、何も気付いていないようなところ」


    「僕が、何に気付いていないと？」


    　咲月は目ま蓋ぶたを半分だけ閉じた。


    　憂うれいなのか、あるいは貴法に対しての失望なのか、はたまた申し訳なさか……もしくは全部なのか。外からでは何もわからなかった。


    　一旦、横目で陽翔を見てから言いづらそうに口を開く。


    「……私も悪いのよ。つい勢いで、あんたとダンスパーティで踊ったりしたから」


    「え……？」


    　貴法が目を瞬またたかせた。何を言われたのかわからない、という顔つき。


    　陽はる翔ともまた咲さ月つきと貴たか法のりを交互に見る。自分と旭姫あさひが踊っている裏で、そんなことになっていたとは思いもよらない話だった。見た限りでは付き合い始めたわけではないようで、陽翔は少し混乱したが、口を挟まずにふたりの様子を見守る。


    「……待ってくれ。話が繋つながらない。君は一体、何の話をしているんだ？　一昨日のダンスパーティはまったく関係がないだろう。あれは、なんというか……僕たちが新たなスタートを切るための、ただの儀式じゃないか」


    　貴法が頭上にハテナマークを浮かべて訝いぶかしげな顔をしたまま、さらなる説明を求める。ダンスパーティのことを話されるとは予想外だったらしく、僅わずかに頬ほおが紅潮していた。よりにもよって陽翔の目の前だったことも関係しているかもしれない。


    　しかし、咲月はまったく動じていなかった。そこに答えがあることを確信しているように、貴法を鋭く睨にらむ。早く気付けと言わんばかりに。


    「むしろ一番の大問題だったのよ。あの娘このログイン後の行動を思い返せば、わかるでしょ？」


    「彼女の行動と言えば……ダンスパーティの会場に来てから、街の外に逃げていったということだが……」


    「私とあんたが踊ってるところを見たから逃げたって言えば……わからない？」


    　貴法は眉み間けんに皺しわを寄せている。必死に考えている様子だが、答えには至っていないらしい。


    　自分はからかわれているのではないか、という疑念も瞳ひとみから窺うかがえる。


    「……わ、わからないのだが」


    「ホントにあんたは。陽翔に負けず劣らずの鈍感さね……。希のぞみに同情するわ」


    　逡しゆん巡じゆんしながら、咲月は言っていいものか悩む素そ振ぶりを見せた。


    「咲月、わかっているなら早く言ってくれ。時間は有限なのだ」


    　貴法が少し苛いら立だったように急せかす。


    「ふざけないで」


    　すると、咲月は底冷えするような視線を貴法に突き刺す。横で見ていた陽翔ですら背筋が震ふるえたほどだ。貴法も唾つばを飲み込み、咲月に気け圧おされている。


    「あんた、頭がいいのに、私が言えない理由もわからないの？　私から軽率に言うことができないから、あんたが気付かなきゃいけないんでしょうが」


    「……そ、そう、なのか？」


    　本来であれば、咲月が言っていいことではないのだろう。


    　ところが、貴法に気付く気配はない。


    　このまま一生気付くことはなさそうだと言わんばかりに、咲月は悩ましげに溜ため息いきを吐つく。


    　そこには呆あきれとためらいが入り交じっていた。


    「……ごめん、希」


    　心底、申し訳なさそうに小さく呟つぶやいてから、咲月は貴法を睨むように見据える。


    「いい？　よく聞きなさいよ」


    　一句でも聞き逃のがそうものなら、テーブルのフォークで刺してやると言わんばかりの目つきだ。


    「あの娘こがダンスパーティでショックを受けたのも……あんたを執しつ拗ように攻撃したのも全部──希のぞみが、あんたのことを好きだからよ」


    　貴たか法のりは目を白黒させた。明らかな動揺が顔に表れている。


    「希はずっとあんたに会いたがってたわ。読者モデルになったのも、あんたを意識してたはずよ。再会する時に綺き麗れいになったって褒ほめられたかったんでしょうね」


    　貴法は黙り込む。何も言うことができないように口を引き結んでいた。


    　心を落ち着けるように二度三度と大きく息を吸い込み、吐くのを繰り返している。


    　しばしの逡しゆん巡じゆんの後、貴法は口を開いた。


    「……つまり、彼女は僕と君が踊っているのを見て、恋人だと勘違いしたというわけか？」


    「ようやく辿たどり着いた？　このぼんくら」


    　悪あし様に言われたにもかかわらず、貴法は反論をしなかった。できなかったのだ。


    　自分があまりに無神経であったと自覚したのか、力なく項うな垂だれる。


    　咲さ月つきが言いにくそうにしていたのも当たり前だ。他人の想いを代弁などしたくなかっただろう。こんな状況でなければ、咲月は絶対に口にしなかったはずだ。


    「そう、か……」


    　肺の空気をすべて追い出すような重い息を吐いてから、貴法は天井を見上げた。


    　目を隠すように額ひたいを押さえて呻うめく。


    「最悪だな。僕は……。穴があったら入りたい」


    　どんよりとした表情のまま、貴法は咲月を見た。


    「咲月。もしかして、彼女はずっと僕のことを……？」


    「あんたが昔、掃除を手伝った時から惹ひかれてたでしょうね。希の目はだいたいあんたに向いてたし。恋になったのが、いつなのかはわからないけど」


    「……言われてみれば、思い当たる節ふしもある」


    　この時ばかりは陽はる翔とも貴法の気持ちがわかる気がした。茶化すことなどできはしない。


    　自分自身、咲月に告白された時に、初めて想いに気付いたのだ。言われるまでまったく気付いていなかった。何度もアプローチをされていたのだとそこで理解し、何も察することのできなかった自分の馬ば鹿かさ加減に、深く深く失望するのだ。


    「本当に、すまなかった……」


    「……それはあの娘に言いなさい。その上で希が願うなら返事をしてあげて」


    「わかってる」


    　貴法は小さく頷うなずいてから、普段と同じように顔を引き締める。


    「つまり、彼女は嫉しつ妬とという心の隙すきを突かれたということか」


    「ええ。おそらくね。やったのが、ケリントスかマルキオンかはわからないけど」


    　貴たか法のりはテーブルに置いた拳こぶしを強く握った。


    「──彼女は僕が止める」


    　歯を食いしばって、誓う。表情に迷いはなく、視線は真まっ直すぐ力強かった。


    　彼がそう言ったからには、必ず達成するだろう。貴法はそういう男だ。


    「世話をかけた。では、善は急げだ。帰ってログインを……」


    　貴法が言い切ろうとした──その瞬間。


    　陽はる翔との視界が激しく揺れ動く。


    　喫茶店の喧けん噪そうが遠ざかり、耳障りなノイズが頭へ流れ込んだ。


    　世界が自分を置いていってしまったような感覚。


    　そんな不可思議な認識をした直後、世界は元に戻った。


    「……今、少し目眩めまいが──いや、何かがおかしい……」


    　貴法が頭に入った不純物を振り払うように小さく首を振る。その顔には言いようのない違和感が張りついていた。


    「私も……。何、今の……」


    　咲さ月つきが目頭を押さえ、訝いぶかしむように呟つぶやいた。


    「お前らもか。揺れたように感じたけど、地震じゃなかったよな。一体何が……」


    　陽翔も少し擦かすれた声で言う。


    　すると、貴法がテーブルを見て──表情を引き攣つらせた。


    「どういう、ことだ……？　馬ば鹿かな……」


    「ど、どうしたんだよ、貴法」


    「……僕のコーヒーが空になっている。半分以上残していたはずだが」


    　貴法は不可解な口調で言う。陽翔を疑うように睨にらむが、考えを改めたようにコーヒーに目を戻す。陽翔も人のコーヒーを無断で飲むような真似まねはしない。


    「わ、私のケーキも減ってる！　あと三つ残してたのに……」


    　陽翔と貴法を疑わしげに見た後、


    「いや、でもいくら何でも一瞬で食べられるわけないし……」


    　と、さすがにそれはないというように、首を振った。


    　こちらも冤えん罪ざいだ。陽翔はケーキに手をつけていないし、貴法がケーキに手をつけたのを見てもいない。そもそもそんなことをしたら、すぐにわかるだろう。


    　……だとすれば。


    　信じ難いことではあるが、自然に消えたということになる。貴法のコーヒーはともかく、咲月のケーキが残っていたのは陽翔も覚えがあった。あの揺れを境に、忽こつ然ぜんと消えている。


    　陽翔の背筋に冷たいものが走る。貴法と咲月も緊張した顔をして、額ひたいに汗を浮かべていた。


    　──何が起こった？


    　混乱しそうになる脳を叱しつ咤たしながら周囲を見渡すと、そこでさらなる異変に気付く。


    「……よく見たら客層も変わってないか？」


    　陽はる翔とに言われ、貴たか法のりと咲さ月つきも辺りを確認する。


    　今いる場所は内密の話に適した隅のテーブル。他の客とは離れているが、ふたつテーブルを挟んだ先に中年女性たち四人の集まりがいたのはなんとなく覚えている。


    　いつの間にか背広を着たサラリーマンひとりになっていた。


    　他のテーブルも同じだ。明確に覚えているわけではないが、先ほどまで旅行客や主婦層がメインだったのが、ビジネスマン中心になっている。


    　──気付かないうちに客がすべて入れ替わった？　この一瞬のうちに？


    　そんなことはあり得ない。


    　そう考えると違和感がどんどん強くなってくる。見間違いや空目、錯覚で済ませることもできない。


    　締め付けられるような不気味な空気に、自然と息が荒くなり、陽翔は呼吸を深くして気持ちを落ち着けた。しかし、纏まとわり付く悪寒は未いまだに消えない。


    「テーブルに置かれているものにランチが多いわね……」


    　咲月がそう呟つぶやくのを聞いて、陽翔も確認した。


    　普段ならこの時間帯は、朝の軽食が注文されることが多いはずだ。サンドイッチにコーヒーなどがメインとなる。ところが、今はパスタやカレーなどがテーブルに多かった。


    　まるで──。


    「朝から昼に変わったみたいじゃないか」


    　貴法が陽翔の思いを代弁するように言う。頬ほおに額ひたいの汗を流しながら、Ｗｉｔｈウイズを取り出した。


    「──馬ば鹿かな」


    　ディスプレイを見た貴法が、今度こそ感情を失ったように戦慄おののく。


    　陽翔と咲月も自身のＷｉｔｈを確認して……目を疑った。


    「僕らは一時間と話していないはずだ。なのに、なぜ……」


    　ここに集まったのは朝十時。どれだけ時間が経過していたとしても十一時が限度だ。


    「なんで、十二時になってるの!?」


    　明らかに、異変が起きている。


    　あるはずの一時間が突然、吹っ飛んでいた。


    　ここは《リユニオン》ではない。


    　間違いなく現実だというのに、現実離れしたことが起きている。


    　この事象に陽翔たち以外、誰も気付いていない。周囲の客たちは、普段と変わらぬ日常を過ごしている。


    　──何がどうなってるんだ。


    



    「時間が経たてばコーヒーが減り、ケーキは失われる。消費せずともいつかは腐敗し、風化する」


    



    　いつの間にか。


    　テーブルの横に、ひとりの男が立っていた。


    　見た目からして三十歳前後だろうか。臙えん脂じ色のスーツを着た姿に威圧感はなく、どちらかと言えば穏やかだ。精せい悍かんな顔立ちで、凛とした佇たたずまいから肉体の若々しさが伝わってくる。


    　それらとは対照的に、髪は色素を完全に失ったかのように真っ白だ。


    　何よりも瞳ひとみは優しげでありながら、どこか寒々しく空虚だった。


    　喩たとえるならば無。昏くらく吸い込まれそうなおぞましい影が見える。
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    「あなたは……」


    　貴たか法のりが動揺した様子で問い掛ける。


    　だが、相手は構わずに話し始めた。


    「時間の流れというのは、決められた運命のレールを走ることと同義。コーヒーは紅茶にはならないし、ケーキがゼリーになることはない」


    「……あんたが、この状況を作り出したのか」


    　直感的に陽はる翔とが問うと、男は正解だというようにうっすら微笑ほほえむ。


    「あなたは誰……？　何をしたの……？」


    　咲さ月つきの質問には無言。


    　敵対的な雰囲気を持っているわけではないが、友好的な雰囲気というわけでもない。


    　ただただ自然に、隙すきもなく立っている。ひどく空虚な瞳どう孔こうの中に三人を捉とらえたまま……。


    「諸君は運命を信じるか」


    　男はさらに続けた。禅問答……というわけでもないらしい。


    「世界の運命は残酷で、人にとって絶望的なものだ。何もかもが閉じた世界へ至るレールと言っていい」


    　誰も何も言えない。いや、陽翔たちは何を言えばいいのかすらわからなかった。


    　人を人として見ていないような男の瞳ひとみに呑のまれ、気け圧おされてしまったかのように。


    「誤った運命は、人の手で塗り替えなければならない」


    　陽翔が束縛を撃ち破るかのように、大きく息を吐き、男を睨にらみ据える。


    「あんたの言ってることは何ひとつ意味がわからない。何が言いたいんだ」


    「絶望の未来を変革するには、理想の世界を選択するセンス、空く閑が旭姫あさひが必要になる……と言うことだ」


    「な──」


    　陽翔の身体からだに巡る血が逆流する。カアッと熱くなり、体温が上がった。


    　陽翔は剣けん呑のんな表情を作って立ち上がり、間近で男を鋭く睨む。


    「あんた！　〝グノーシス〟の……！」


    「諸君と争う気はない」


    「あんたたちが争いを招いているんだろうが！」


    「無益な争いは終わりにしよう。諸君が力を貸してくれるならば、これほど心強いものはない」


    「な……。力を貸す……？」


    「空閑旭姫ほどではないにせよ、諸君の力もまた運命を変革する一助になってくれるはずだ」


    　誘いを受けたところで、陽翔の気持ちは一ミリたりとも変わらない。


    　彼の言葉を、陽翔は信じることができなかった。


    「寝言は寝て言ってくれ」


    　すると男は半ば答えを知っていたように、作業じみた溜ため息いきを吐つく。


    「ならば是非に及ばず。預けていた空閑旭姫を返してもらおう」


    「な……」


    「諸君の下もとで空閑旭姫はよく育った。革新の時がきたのだ。人類を代表して感謝する。──〝スバル〟の星々よ」


    「てめぇっ！」


    　陽はる翔とが咄とつ嗟さに男の胸ぐらに手を伸ばした。


    



    　瞬間──再び世界が揺らぐ。


    



    　掴つかもうと思った手は虚空を掴むだけで、何の感触も伝わらない。


    　いつの間にか男は消えていた。勢い余って、陽翔は席から落ちてしまう。


    　すぐに起き上がって周囲を確認したが、男の姿は影も形もない。


    　最初からいなかったかのようだ。


    「……くっ」


    「だ、大丈夫？　陽翔」


    「大丈夫だ。今のは……幻まぼろしだったのか？」


    　咲さ月つきの心配をよそに陽翔はテーブルを見て、血の気が引いた。


    　強こわ張ばった顔をした陽翔を見て、貴たか法のりと咲月も気付く。


    「コーヒーが戻ってる……」


    「ケーキも……元通りだわ」


    　テーブルのものはすべて元に戻っていた。


    　客層も、テーブルに置かれたメニューも戻っている。


    　Ｗｉｔｈウイズに表示された時間は──午前十時五十五分だ。


    「何なのよ、もう……」


    　咲月は疲れ果てたように椅い子すに座り込む。白昼夢を見たように、顔を青くしていた。


    　貴法も唇くちびるを引き結んだまま何も言えずにいる。


    「夢……なわけないよな」


    　咲月も貴法も間違いなく、男を視界に捉とらえていた。


    《リユニオン》で不可解な攻撃を受けたような感覚に囚とらわれ──ハッとする。


    



    『《ユニオン》におけるセンスというのは、現実でも発現可能なのだから』


    



    　エリシアの言葉が頭を過よぎった。


    　現実でのセンスというのは、こういうことを言うのだろうか？


    　陽翔にはわからない。薄気味が悪く、鳥肌が立つだけだ。


    　ただ、ひとつ明らかなことがある。


    「旭姫あさひ……っ！」


    　陽翔が立ち上がった。これから〝グノーシス〟が本腰を入れて、旭姫を奪いに来るはずだ。


    　許してはならない。絶対に防がなくてはならない。


    「すぐに、ログインしよう」


    　陽はる翔との言葉に、貴たか法のりと咲さ月つきも決意に満ちた表情で静かに頷うなずいた。


    



    　　　　　▽　　　　　▽　　　　　▽


    



    　帰宅後、陽翔は即座に《リユニオン》にログインし、岩を掘り出したようなアジトの中に出る。


    　いつもなら真っ先に旭姫あさひの挨あい拶さつが飛んでくるはずが、それがない。


    　まさかの事態を想像して緊張するが、視線を巡らすとすぐ傍そばにいた。旭姫はベッドの縁に座って、力なく頭こうべを垂れていた。


    「旭姫……？」


    　咲月もまだ来ていないし、貴法も来ていない。


    　インターフェースを出して仲間のログインを確認すると、クライヴは入っているようだった。だが、姿は見えない。


    「あ、う……うあ……」


    　うなされているような声が耳に入る。


    「旭姫!?」


    　すぐに旭姫に駆け寄り、しゃがんで下から顔を覗のぞき込む。


    　顔色が悪く、目の焦点も合っていない。


    「陽、翔……？」


    　そこで陽翔が来たことに気付いたようだった。


    　だが、旭姫は安心するどころか、嫌悪感を覚えたようにベッドに乗って後ずさる。


    「ど、どうしたんだ？」


    　旭姫が何度か瞬まばたきし、目の前の人物を確認するようにしげしげと眺めた。


    　そして、安あん堵どしたように息を吐く。


    「……陽翔、だよね？」


    「そ、そうだよ。大丈夫か？　旭姫」


    　陽翔と認識してほっとしたような表情に戻ったが、それにしたって普通ではない。


    「おはよう、陽翔」


    「お、おう。おはよう……って、何があったんだよ。うなされてたぞ」


    「大丈夫、大丈夫。変な夢見ちゃってたんだ。それで陽翔がモンスターに見えたっていうか」


    「まさか、昨日のが……」


    「そういうんじゃないってー。ごめんね」


    　そこでクライヴがアジトの中へ戻ってくる。手には小さな魚が握られていた。


    「あれ、陽はる翔と。もう来たのか。少し早いな」


    「クライヴ。どこいってたんだ？」


    「旭姫あさひが腹減ったっていうから、そこの池で魚釣りしてたんだ。言っても五分くらいだけどな」


    　たったの五分。


    　事実だとすれば、そんな短い時間で旭姫の容態がおかしくなったということだ。


    　陽翔の様子がおかしいことに気付き、クライヴが眉まゆ根ねを寄せる。


    「どうかしたのか？」


    「さっき、旭姫が……」


    　話す寸前で咲さ月つきがログインし、次いで貴たか法のりも転送装置から現れた。


    「おはよう。大丈夫、旭姫？」


    「遅れた、すまない」


    　丁ちよう度どいいタイミングでやってきたふたりも含め、陽翔は今し方あったことを説明する。旭姫は恥ずかしそうにしていたが、見過ごせる問題ではない。


    「夢だと……？」


    　貴法が話を聞いて、旭姫の身体からだを天理で調べた。未いまだに首筋の噛かまれた箇所は治っておらず、ふたつの赤い点のような傷がついている。


    　それが原因である可能性は高い。


    　だが……貴法は首を傾かしげる。


    「特に異変らしい異変が、身体には出ていない……」


    「嘘うそだろ？」


    　陽翔は思わずそう言ってしまう。すると、貴法は些いささか不愉快そうに眉を顰ひそめた。


    「嘘ではない。少なくとも身体にまで及ぼされるようなセンスが見当たらないのだからな」


    「そう、か……」


    　貴法の解析で見つからないというのであれば、陽翔たちにできることはない。


    　ただ、旭姫の異変を直じかに見た陽翔としては楽観的にはなれなかった。


    「夢は一日の記憶の整理を行うというからね。その過程で悪夢を見ることもあるんじゃないか」


    「それはわかってるけど……」


    　クライヴのフォローに、陽翔は頷うなずくしかない。貴法が問題ないと言っているのだ。そこを信用できない陽翔ではない。大おお袈げ裟さに考えすぎている自覚もある。だが、何か胸騒ぎがするのだ。


    「大丈夫だよ。あたしは元気だから！」


    　旭姫も立ち上がり、力こぶを見せつけるようなポーズを取る。


    「無理はするなよ……」


    　空元気に見えたが、陽翔はそう声を掛けることしかできなかった。


    　改めてテーブルに全員が座って、貴法から報告を聞く。


    「他のギルドにも協力してもらって、希のぞみの行ゆく方えを捜してもらっているがな。まったく情報が上がってこない」


    　状況は依然として厳しい。


    「そうなってくると、向こうが出てくるまで待たなきゃいけないってことよね」


    　咲さ月つきがもどかしそうに息を吐く。


    「またダンジョンを作ってくるとも限らない。ここに急襲をかけてくる可能性だってある。向こうには希がいるのだからな」


    「確かにな。そう考えると下へ手たに動くより、今は待っていた方がいいかもね」


    　貴たか法のりの言葉に、クライヴが肩を竦すくめて、仕方なさそうな顔をした。


    「それよりも問題は、彼女──希をどうやって、こちらに引き戻すか、だ」


    　貴法は話題を次の問題へ移行させる。


    　すると、陽はる翔とたちは一様に悩ましげな表情となった。


    「現実の希が見つかれば、ひとまずログアウトさせれば問題を先送りにできるんだけど……」


    　陽翔がそう漏もらすと、貴法は小さく首を振った。


    「そちらもまだ報告は来ていない。何ひとつ情報が見つかっていないのだろう」


    　そう言って口惜しそうに唇くちびるを引き結ぶ。


    「それで希なんだけど……希に何かしらのセンスがかかってるのは間違いないの？」


    　咲月は貴法に確認を取るように問う。


    「僕の解析では病巣まではわからなかったが、身体からだを見た限りではおそらく……な」


    　普段に比べると言葉に力がない。貴法の力をもってしても確信を得られないのだろう。


    　すると、咲月は気難しそうに溜ため息いきを吐つく。


    「ってことは、希にかかってるものは、簡単に解除できるようなものじゃないってことね……」


    「難しい。どこでどうやって、負の感情を操作しているのか見当がついていないからな」


    「おかしいことがわかっていても、原因がわからない……か。プログラムのバグのようだね」


    　クライヴが肩を竦めてそう指摘する。


    「だからと言って、諦あきらめるわけにはいかない。ただ、僕が見落としているだけかもしれないからな。それに──」


    　貴法は旭姫あさひに視線を移す。全員が意図を察した。


    「あたししか、いないよね」


    　旭姫が心得たように頷うなずく。希にかかっているセンスの詳細は不明のままだが、解決できる可能性が最も高いのは、人の心を読み取り、魂たましいに働きかけるセンス、心奏だろう。


    「僕が彼女を束縛し、大人しくさせる。それから僕の天理と旭姫の心奏で連係し、希を解放するんだ」


    　貴法の導き出した解決方法に、全員が納得したように首しゆ肯こうする。


    「エリシアがいればよかったのになー」


    　話が落ち着くと、旭姫あさひが事もなげに口にした。エリシアの心奏センスは封印。彼女がいれば希のぞみにかけられたセンスを封印することもできたかもしれない。


    　対マルキオン・ケリントス戦でも、大きな力になったはずだ。


    「珍しいな。お前が〝スバル〟以外の力を当てにするなんて」


    　陽はる翔とが言うと、旭姫は不思議そうに首を傾かしげる。


    「そうかな？　でも、なんか話しやすかったしね。一緒に行動するのも楽しいかなって思ったんだ。パレードの時に、ＩＤの交換しておけばよかった」


    　旭姫の言葉に、貴たか法のりはあまりいい顔をしていない。未いまだに彼女を疑っているのだろう。


    　陽翔は信用できると思っているが、謎なぞの多い不思議な少女であることには変わりがない。彼女の目的もやはり旭姫を覚かく醒せいさせることであり、その点では〝グノーシス〟と変わらないという問題もある。もう少し話を聞いてみたいところだったが、彼女は神出鬼没な上、すべて話してくれるとも思えない。


    　そこで咲さ月つきが考えを遮さえぎるようにパンと手を打つ。


    「ともかく。いない人を当てにしても仕方ないわ。私と陽翔とクライヴでマルキオンとケリントスを抑えるから、貴法が希を止めて、旭姫と貴法で原因を特定して対応。もちろん役割は臨機応変に。これでいいわね」


    　全員がその意見に頷うなずいた。


    「ああ。彼女を必ず取り戻そう」


    　特に貴法には期するものがあるらしい。表情がいつになく険しかった。


    「オーケー。あとは連中のちょっと厄やつ介かいな連係センス、〈嚥えん紗しや〉だ。戦いの中で色々と暴いていかないとね。発動方法とか、射程範囲もそうだし──」


    　クライヴが気楽そうに言った瞬間、


    



    「皆みんな！　逃げて！」


    



    　突然、旭姫が立ち上がって大声で叫ぶ。


    「ど、どうしたのよ、旭姫」


    　咲月が目を瞬またたかせながら問うが、旭姫は傍そばにいた咲月や陽翔の肩を叩たたいて急せかした。


    「このアジトから！　早く！」


    　鬼気迫った表情を見て、全員に緊張が走る。


    　意図を察した貴法は仔し細さいについて聞き返すことなく、先んじた。


    「皆、僕の傍に寄れ！」


    　言葉に従い、全員が貴法の近くに駆け寄る。


    　一瞬だけ浮くような感覚と同時に、天理の転送によって全員が外に出た。アジトの入り口が少し遠目に見える。


    「何が見えたんだ。旭姫あさひ」


    　旭姫が陽はる翔との問いに答える間もなく──。


    　微かすかに感じた地震と同時に、突如、大地が割れた。


    　下から貫つらぬくようにして、太く白い、石柱の如ごとき巨大な建造物が、一気に隆起する。


    　直上にあったアジトは、呆あつ気けなく破壊された。


    　天に向かって押し出された池の水が、雨となって降り注ぐ。


    　新たに隆起した建物に瓦が礫れきが寄り添うようにうずたかく積もり、それもまた押し流されるようにアジトの跡に散乱する。中にあった生活用品からアイテムまで、あの場にあったものは崩れた瓦礫の中に埋まっているだろう。転送装置もまた破壊され、使えなくなったはずだ。


    　旭姫の愛用していたカップの欠片かけらが、彼女の前に落ちる。


    「あ……」


    　旭姫が呆ぼう然ぜんとして膝ひざをつく。


    　陽翔も咲さ月つきも貴たか法のりもクライヴも、二の句が継げなかった。


    　目の前の光景が信じられないように呆ほうけている。


    　六年前の〝スバル〟の象徴とも言えるアジト。


    　ダンジョンを攻略するための作戦会議をして……。


    　ダンジョンを攻略したあとに皆で騒ぎ、喜びを分かちあって……。


    　手に入ったレア装備の分け前で喧けん嘩かをして……。


    　特にやることがなくても、皆でここに集まって他た愛わいもない話をして……。


    〝スバル〟の輝かしい思い出は、常にこのアジトと共に在った。


    　それが、別れを惜しむ間もなく無慈悲に破壊されたのだ。


    　喪失感の大きさに気持ちがついていかなかった。


    　皆が口を噤つぐむ中、クライヴがそれを見上げる。


    「……ただの石柱じゃないね」


    　それは塔。


    　何階建てかはわからないが、ゆうに百メートルはあるだろう。空を突き抜けるような高き塔は、頂上部分が雲に突き入って見えない。どこにも窓はなく、入れそうな場所は地上に面した鉄てつ扉ぴだけだ。崩れた瓦礫は扉だけ避けるように散っている。


    「……夢境で作られたものだぜ」


    　クライヴが目を眇すがめて小さく呟つぶやく。


    「私たちのアジトを……初めて壊したのがあの娘こだなんてね」


    　咲月が肩を落として溜ため息いきを吐ついた。こんなことができるのは、希のぞみ以外いない。この場所を知っているのも。だから咲さ月つきは確信しているのだ。


    「……う」


    　旭姫あさひは悲しみを隠しきれていない。


    　今にも泣きそうに顔を歪ゆがめて、涙を堪こらえていた。


    「アジトはまた作ればいい」


    「わかってる。けど……」


    　貴たか法のりのフォローも旭姫には通じない。貴法自身も慰めにならないことはわかっていたが、何かを言わずにはいられなかったのだろう。旭姫の精神的ダメージは計り知れない。六年間という時間を飛んできた彼女にとって、アジトは心の拠より処どころ──文字通り、彼女の家だったのだから。


    「一旦、街に行こう」


    　旭姫は戦える精神状態じゃない。陽はる翔とがそう提案すると、旭姫が即座に反応した。


    「ダメだよ……！」


    　顔は泣きそうでありながら、瞳ひとみには強い使命感が垣かい間ま見みえた。


    「希のぞみを助けないといけないんだから……」


    　旭姫は塔に向かって歩を進める。


    　こうなったら旭姫は誰にも止められない。それはこの場の誰もが理解していた。


    〝スバル〟は聳そびえ立つ塔の中へ、静かに足を踏み入れた。


    



    　塔の中は壁や床、天井に至るまで淡く発光していた。


    　至るところに蛍光灯があるかのように明るく、外と同じように内部も白い。


    　異様なほど静かだった。皆の足音だけがやけに耳に残る。


    　敵モンスターの気配が一切感じられない。


    　アジト破壊のショックからか、〝スバル〟は口数も少なく、塔の中を進んでいく。


    　階層はひとつひとつが複雑な迷路になっていたが、咲月が精霊を飛ばして先を確認しているため、迷うことはない。トラップもなく、ギミックもなく、モンスターもいない。ダンジョンとしては極めて退屈な作り。


    　貴法は右手で壁に触れて、天理で解析しながら進んでいる。いざという時に壁を壊して脱出するためだが、夢境で創造された物体だけに時間がかかっているようだった。


    「構成素材はともかく、やはり見た目はよく似ているな。あのダンジョンに」


    　思い出すように呟つぶやく貴法。


    「似ているって何によ」


    　咲月が問い返すと、貴法は周囲を見ろというように視線を巡らせた。


    「白水霊の塔……覚えていないか？」


    　陽はる翔とと咲さ月つきが顔を見合わせる。陽翔にとっては悔しさも喜びも味わった塔。


    　制限時間は三時間。ログアウト不可のダンジョンは、緊張感で知らず知らずのうちに、いつもよりも少しだけピリピリしていたように思う。


    「……そっか。あの塔……なんだ」


    　旭姫あさひが不安そうな表情で周囲を見ながら小さく呟つぶやく。


    「どうかしたのか、旭姫」


    「ううん。何でもない……」


    「いや、何でもないってわりには顔が」


    「何でもないったら」


    　むっつりと苛いらついたように旭姫が言い返すと、陽翔は口を噤つぐんだ。


    「……そうか」


    　下らないことで喧けん嘩かをしたら、また拗こじれてしまう。旭姫に言う気がないのであれば、無理に聞き出すこともない。


    「いいのかい、陽翔」


    　クライヴが気を利かせて、陽翔の隣で囁ささやくように言った。


    「よくはねーけど……昨日みたいに喧嘩するのはごめんだ」


    「吐き出した方がいい時もあるぜ。膿うみは出し切っておかないと」


    「……大丈夫だよ」


    　クライヴが肩を竦すくめて、後ろに下がる。


    〝スバル〟は淡々と階を上っていった。


    　しばらくすると、大きな広場に出た。塔の直径そのままの広さとなっている。


    　全員が階段を上りきると下るための出入り口が消えてしまった。


    「この広さならば、普通ならダンジョンの中ボスが出てくるだろうな。実際、昔に攻略した時は、ここで中ボスが出てきたはずだ。確か蛇へびのデンゲイ──」


    　貴たか法のりがそう言うと、


    「貴法！　伏せて！」


    　旭姫の突然の指示。貴法が咄とつ嗟さにその場で伏せた。


    　しかし……そこから何も起きない。


    「何も、起きないが……」


    「あ、あれ……？」


    　貴法も困惑していたが、何よりも指示を出した旭姫が一番戸惑っている。


    「だ、だって今、大蛇のモンスターがいて、大きく振った尻しつ尾ぽを貴法に……」


    　中ボスどころか雑ざ魚こモンスターもいない。気配すらないため、完全に旭姫の勘違いだ。


    「〈未来視プロフエアータ〉で見えたのか？」


    　本来の〈未来視プロフエアータ〉であれば、どういう状況だろうと蛇へびの尻しつ尾ぽが貴たか法のりを襲おそったはず。


    　だが、陽はる翔とがそう尋ねても、旭姫あさひは心ここにあらずといったように反応しない。耳に入っていないようだった。


    　そのとき、先ほど閉まった出入り口が開く。下に行くための階段が、上への階段に切り替わっていた。確か白水霊の塔でも大蛇デンゲイを倒した後に、階段の上下切り替えのギミックが動いたはずだ。


    「……貴法、壁の破壊にどれぐらいかかる？」


    「すでに半分以上、解析できている。それほど時間はかからないだろう」


    　陽翔が問うと、貴法は力強く言い切った。


    「だったら、ここで待機してるから、解析を急いでくれないか？　一旦、壁を壊して脱出しよう。これじゃ旭姫が戦えない」


    　陽翔の提案に、反対する者はいなかった。


    　旭姫以外は。


    「何言ってるの、陽翔！　上で希のぞみが待ってるかもしれないんだよ！」


    　旭姫は主張を曲げようとしない。〈未来視〉の不発で、明らかにおかしいと自覚すれば、考えも変わったかと思ったが甘かった。


    「正論だけど、少し落ち着けって。お前の今の体調じゃ不安すぎる」


    「大丈夫だから！　戻っても襲われることは変わらないでしょ？」


    「攻めるのと守るのとじゃ勝手が違う」


    「希のためにも先に行かなきゃ……」


    　旭姫は階段へと向かってしまう。


    　強引にでも止めるべきか、一瞬だけ迷い──。


    「……わかった。行こう」


    　結局、陽翔は止めないことを選択した。


    　──俺が守れれば、それでいい。


    　そのはずだ、と自分に言い聞かせる。


    　旭姫との喧けん嘩かを避けたかったことは否めない。だが、陽翔はこれが最悪の選択肢とは思っていなかった。ベストではないし、ベターとも言えないが、選びうる選択肢だと。


    「ほら、急がなきゃ！」


    　陽翔が止めなかったため、咲さ月つきたちも口を挟めない。何か言いたげではあったが、陽翔と旭姫の選択を尊重した。


    「本当にいいの、陽翔……？」


    「俺たちで対応すれば大丈夫だろう」


    　咲月の心配に、そう返すしかない。


    〝スバル〟の五人は気まずい空気を醸かもし出しながら、階段を上り、迷路を突き進んでいった。


    



    　延々と迷路を進み、階段を上ること二時間。


    「次が一〇〇階──最上階のはずだぜ」


    　目の前の階段を上る直前、クライヴが知らせるように言う。


    「わかってる」


    　最上階が近づくにつれ、陽はる翔との闘気にも前回捉とらえた三人の気配が伝わってきていた。


    「行こう」


    　陽翔の目配せで、一気に階段を上る。


    　最上階に辿たどり着くと、またも広間に出た。中間ポイントと似たような構造の部屋。


    　違いは池のように誂あつらえた水場があることぐらいだ。天井は丸みを帯びた形で、窓ひとつない。壁や床が発光するのも同じだった。


    　──やっぱり、ここは白水霊の塔だ。


    　水場からザリガニのモンスター──ビッグレッドシザーが這はい出る姿が脳裏に浮かぶ。


    　だが、懐かしい感慨も、そこまでだった。


    　水場の奥に、三人のプレイヤーたちが立っている。


    「また会いましたわね。〝スバル〟の皆さま」


    「キヒヒヒッヒッヒ！　いらっしゃいませえ！　オレサマの劇団がカンゲイしますよぉ？」


    　天理のマルキオンと、夢境のケリントス。


    　そして──。


    「来てくれたんだ、皆みんな。来てくれなかったら、わたしから出向くつもりだったから、手間が省けてよかったよ」


    　夢境センスの日下くさか希のぞみがいた。前回と同じく、異性を誘惑するかのような広く肌を露あらわにした服装で、覆おおわれているのは僅わずかな箇所のみだ。


    「希を返して！」


    　誰よりも早く旭姫あさひが叫ぶが、マルキオンが楽しそうに口こう端たんを吊つり上げる。


    「できない相談ですわね。彼女は自らの意思で〝グノーシス〟に従っているんですもの。楽園を作り出す我々の活動にも賛同してますのよ」


    　彼女の横で希もクスリと笑った。


    「まだわたしが仲間に戻る……なんて思ってるの？　本当に、優しくて──おめでたいね。まあ、そういうところは旭姫ちゃんらしいよ」


    「違う！　希はそんなこと絶対に言わない！　負の感情に支配されてるんでしょ!?　だったら」


    「そうだね。でも……だから何？」


    　しつこさに苛いら立だったのか、希が旭姫を睨にらみ据える。


    「恨みや嫉そねみ、憎しみ……そういった感情があるのは事実なんだよ？　今までは理性とか正の感情とかが上回っていたかもしれない。だから──いい子ちゃんになりきって耐えてきたんだ。〝グノーシス〟は、その下らないたがを外してくれただけなんだよ」


    「え……」


    「わたしが何も感じない聖人とでも思ってた？　そんなわけないじゃない。人並みに怒るし、軽けい蔑べつするし、嫌悪するし、悪意だって持ってる。勝手にわたしをイメージされても迷惑なんだよね。……他人のくせにわかった風なことを言わないで」


    　強く言われて、旭姫あさひは押し黙った。いや、黙らされた。


    『他人のくせに』


    　その言葉は他のメンバーにも、棘とげのように刺さってしまう。しかも、少しずつ痛みを実感させる毒付きだ。


    「う、嘘うそだよ。希のぞみが、そんなこと……」


    「そっか。旭姫ちゃんは六年経たってるって実感がないもんね。仕方ないかな。でも……いい加減、こういう問答は面倒なの」


    　希は床に手をついた。


    「おいで、わたしの醜みにくい使い魔化け物たち。〈無限召喚・壊エタニテイブレイク〉」


    　彼女を中心に、地面に奇怪な紋様が描かれる。


    　床から次々と使い魔が浮き上がってきた。以前も見た異様な姿形をした希の使い魔たち。


    　昔とは数の桁けたも違った。放たれる圧力だけで肩に重りがのし掛かる。


    「これは、ちょっとヘビーだね」


    　クライヴが周囲を見渡しながら溜ため息いき交じりに呟つぶやいた。


    「これで全部じゃないよ。まだまだわたしの世界にはたくさんいるんだから。それに──〈転化夢想メイクアツプ〉」


    　希の腕が、足が、腰が、背中が、肩が、髪が、濃こ紫むらさき色に塗り潰つぶされた。


    　それはまるで異形の戦化粧。


    　肌が隠れ、希の姿が奇怪になっていく。


    　まず頭に鋭利な角が生えた。かろうじて角だとわかる奇妙な物体。


    　次に髪が蛇へびの群れと化した。さらに右腕が虎とららしき前脚になり、左足が竜の後ろ脚に似た代物になっていく。背中に蝙蝠こうもりのような翼が生え、臀でん部ぶからはサソリの尾と思おぼしきものが生えた。


    「こんなこともできるようになったんだよ」


    　キマイラ──複数の生物の部位で構成される化け物に与えられる名。


    　今の彼女に見事なまでにしっくり当て嵌はまる。


    　黒の衣装と相あい俟まって、闇やみに棲すまう悪魔のようだった。


    「な、なに、これ……」


    　咲さ月つきの身体からだが小さく震ふるえる。これまでに様々なモンスターを見てきたが、ここまで規格外で、恐怖を煽あおる形をした者はいなかった。よりにもよって、こんな化け物じみた姿をしたものが希仲間などと信じたくはないのだろう。


    　だが──ひとりの少年が希のぞみに向けて一歩進み出た。


    「それが、君のセンスなんだな」


    「そうだよ。これが覚かく醒せいした、わたしの本当の力。使い魔たちに任せるだけじゃない。わたしは、わたしの気の赴くままに、この力暴虐を振るうことができる！」


    「君の意思なのか」


    「もちろん。わたしの心は誰にも縛られない。自由なんだから」


    「違う……！　今の君を自由とは言わない！　負の感情など誰しも大なり小なり持っている！」


    　貴たか法のりは希に訴えかけるように叫ぶ。


    　希は──少し寂さびしそうに笑った。


    「そう……。じゃあ、貴法くんも持っているの？」


    「当然だ。いや、最近自分の女め々めしい心に気付かされたのだ。とある腹立たしいやつに」


    「ヒャ────────────ッッハッハッハッハハ！」


    　貴法と希の会話を引き裂くように、ケリントスの醜悪な哄こう笑しようが響き渡る。貴法を楽しそうに嘲あざ笑わらった。


    「しつっけーよ、貴法ちゃんん！　希ちゃんは本音だーっつってんじゃんッ！」


    「黙れよ、道化」


    　ぎろりと睨ねめつける貴法。いつにない怒りが、表情から溢あふれ出ている。


    「僕は希の心を救う。どんな悪趣味な手を使ったか知らないが、僕に分解できないものはない。希を病ませる貴様のセンスごと、塵に帰してやる」


    「ギャヒ───────ッ！　何か勘違いしちゃってるけど、カッコいい────！　ホレちゃう─────！　先っちょが濡ぬれちゃいそぉー！　解けるってんなら、やってみろよぉ！」


    　睨にらみ合う貴法とケリントス。


    「下品な発言もほどほどになさい、ケリントス。〝グノーシス〟の導く清浄な幸福の未来には相応ふさわしくない発言ですわよ」


    「いいじゃねぇかよぉ！　オレサマは最高に笑える世界が作れるってんで、〝グノーシス〟に入ってんだからぁ！　下品も上品も笑えりゃ関係ねぇだろぉ、ギィ─────ヒッヒッヒッヒ！」


    　希が一歩、旭姫あさひに向かって踏み出した。


    「御託は終わった？　さあ、旭姫ちゃん……。〝種〟の仕上げといきましょう？」


    　陽はる翔とたちは旭姫を囲んで守るように陣形を組む。


    　周囲には大量の使い魔たち。


    　指揮するのは、変へん貌ぼうした希。


    　奥にはマルキオンとケリントスが控えている。


    「さて。まずは相談したとおり、希のぞみにかかっているセンスをどうにかしなきゃね」


    　クライヴが警戒を促うながすように、そう漏もらした。そもそも希が相手である以上、〝スバル〟は全力で戦えない。こちらは希を傷つける攻撃ができないのだ。


    　仲間が全員生き残った上で、希を救い出す。それが〝スバル〟の勝利条件。


    　もはや、現実の希の失しつ踪そうに〝グノーシス〟が関与していることは疑いの余地もない。


    　旭姫あさひを守るだけでなく、希を取り戻さなければ未来はないのだ。


    　──絶対に、負けるわけにはいかない。


    「手て筈はず通りに動くぞ。僕が希を無力化する。そうしたら旭姫。君の出番だ」


    　使い魔たちがじりじりと包囲を狭めてくるのを見ながら貴たか法のりが言う。


    「でも、まずはこの状況を切り抜けるのが先ね」


    　咲さ月つきが鞭むちを構えて、精霊たちを次々と出現させた。


    〝スバル〟が態勢を整えるのを見て、希が満足そうに頷うなずく。


    「打ち合わせは終わったかな？　それじゃ──」


    　腕を天に掲げ、狡こう猾かつそうな笑みを浮かべ、


    「──楽しもう踏み躙れ」


    　腕を振って指令を下した。


    　大量の使い魔たちが、磁石に吸いよせられる砂鉄の如ごとく一斉に迫り来る。


    「〈竜神光波アツシユブレイク〉！」


    　貴法の右腕で竜の瞳ひとみが赤く光った瞬間、手から咆ほう哮こうじみた閃せん光こうが放たれた。


    　竜巻のような螺ら旋せんを描くそれは、空気中の微粒子を収束させ万物を貫つらぬくエネルギーと為す貴法の固有技ユニークスキルのひとつだ。


    　光に触れた使い魔たちが次々と分解されて、灰のように散っていく。


    　だが、あまりにも数が多い。氷山の一角を崩しただけだ。


    「〈フェニックスフェザー〉！」


    　クライヴが空へと跳躍。鋼こう糸しで鳳ほう凰おうを編み上げる。巨鳥が羽ばたき、薄気味悪い使い魔たちを斬きり刻んでいく。


    「〈獅子なる流星の一撃レオニダス〉！」


    　陽はる翔ともまた七星剣プレアデスに闘気を伝わせ、解き放った。


    　金色の獅子群が容赦なく使い魔たちを喰くい散らし、海を割ったかのように道が開く。


    　倒してできた隙すき間まに影が生まれ、そこからまた使い魔が現れた。埒らちがあかない。


    「うふふ。出てきたがってるよ。もっと多くの使い魔子たちが」


    　いくら倒しても次々と現れる。昔の希は自分の召喚したモンスターを捨て駒ごまのように扱いはしなかった。幼い頃の優しい気持ちまでもが奪われているのだ。


    「……希のぞみ。どうして」


    　乱戦の中、旭姫あさひが希に訴えかける。


    「どうかした、旭姫ちゃん？」


    「希はいつもこの子たちを可か愛わいがってたのに……何でこんなヒドい扱いをするの？」


    「皆みんなを倒すのに、手っ取り早いからだよ」


    　使い魔たちはいくら倒しても、無限にいるかのように湧わいてくる。


    「旭姫！　今は何を言っても無駄よ！　──抉えぐれ、ハーデス！　闇やみの螺ら旋せん」


    　咲さ月つきが黒の竜巻を放つ。穿せん孔こうの闇は使い魔一体を貫つらぬいたものの、他の使い魔には命中していない。難なく避けられてしまった。


    「わたし、知ってるよ。咲月ちゃんもちょっと覚かく醒せいしたんだって」


    　使い魔が倒れる様などまるで気にせず希が笑みを深める。


    「だから何よ」


    「でも、火力が凄すごくなっても、大きな魔導に時間がかかるのは変わらないんだね」


    　見透かされていた。


    〈大いなる座に存りし白シグナス〉。


    〈二十八精四方七将陣フアランクス〉。


    　これらの大魔導を使えば、間違いなく使い魔たちの殲せん滅めつは可能だろう。


    　しかし、発動までに時間がかかる。自分を守るべき誰かが必要なのだ。


    「それに、優しい皆はわたしを傷つけられないもんね」


    「……本当に変わったわね、あんたは」


    「そう。わたしは生まれ変わったの。本当の自分に！」


    　剣で使い魔を斬きり続けながら陽はる翔とが、傍そばにいた咲月に向かって言う。


    「咲月！　どうにかできないのか！」


    「二十秒……ううん、十五秒、守ってくれるなら、ぶっ放せるんだけど……！」


    「わかっ──」


    　だが、それすらも叶かなわない。


    「さーつっきちゃ～ん!!　あっそびっましょ─────っ！　ギヒッ！」


    　ケリントスがいつの間にか、咲月の背後に立っていた。マルキオンによって転送されたのだ。


    「なっ……！」


    　咲月は反応できない。


    　ケリントスが両腕に抱えていたのは、機関銃マシンガン。銃声を響かせ、弾丸が咲月の背中を襲おそう。


    　陽翔は咄とつ嗟さに闘気で加速し、咲月とケリントスの間に割り込んだ。


    　すんでのところで腕を交差させて、弾丸を闘気でガードする。


    「キヒーッ！　かってぇかってぇ！　ホント、闘気は厄やつ介かいだぜぇ！」


    　ケリントスは跳躍し、再びマルキオンの下へ戻った。


    　彼は遊撃。マルキオンの転送でどこにでも加勢できる厄やつ介かいな手合いとなっている。


    「隙すきだらけだよ、咲さ月つきちゃん」


    　咲月の立っている場所がいきなり隆起する。


    　白い床を砕きながら出てきたのは、土竜もぐらがモチーフの使い魔だった。鋭利な爪つめが、咲月の足を切り裂く。致命傷は避けたものの、精霊たちへの指令が乱れてしまった。


    「この……ッ！」


    　咲月が悔しげに顔をしかめる。


    　こんな状況では大きな魔導など撃てない。


    　かといって〈虹の架け橋セブン・ストレイン〉レベルでは、数体を倒すに留とどまってしまう。


    　どうしたって、手が足りない。


    　後ろでフォローするように弾丸を放っていた旭姫あさひは、とても歯は痒がゆそうにしていた。


    「皆みんな……。何でこんな時に〈未来視プロフエアータ〉が使えないの……！」


    　戦闘がこのまま推移すればじり貧なのは誰の目にも明らかで、この状況を覆くつがえすには運命を変えるほどの強い力が必要だった。


    　それこそが、旭姫の持つ〈未来視力〉のはずなのに──。


    「旭姫ちゃん。〈未来視〉、発動しそう？」


    　希のぞみが旭姫を見据えて、意地悪そうに笑う。


    「の、希……」


    「でも、旭姫ちゃん。〈未来視〉が使えたとしてさ。皆が従ってくれるのかな？　覚えてる？　陽はる翔とくんは昔、これと同じダンジョンで……」


    「や、やめて！」


    　旭姫の表情が引き攣つり、怯おびえるように一歩下がる。


    「し、従ってくれるよ！　あたしは陽翔を──」


    「信じられる？　どんな指示にも従ってくれるって。昔だって信じてもらえなかったことがあったのに、そんな不安定な〈未来視〉に従うなんて怖いと思うんだけどなぁ」


    　希の言葉に、旭姫は明らかに動揺していた。


    　今いま更さら、陽翔たちが〈未来視〉を疑うことはないと信じている。


    　わかっていて、なお、心を抑えきれない不安が侵食していく。


    「ギヒ───ッ！　雑談は終わりィ!?　そろそろオレサマも二つ名らしいことをしなきゃなぁ！」


    　ケリントスが再び、乱戦の中に飛び込んできた。


    　背後に突如、無数の重火器が浮かび上がる。


    　大小様々な砲の群れ。《リユニオン》に売られている携行火器やガトリングガンから、果ては攻城戦に使うようなカルバリン砲まで存在していた。


    「オレサマは夢境の【放銃不羈ウオーミユージアム】！　薙なぎ払えや、〈城塞砲門ミリタリーマーチ〉イイイイイイイイイイイイイイイイイ!!」


    　銃口が一斉に火を噴いた。大量の弾丸が襲おそいかかり、陽はる翔とたちは全力の回避を強いられる。


    　夥おびただしい数の使い魔たちが巻き添えになって、次々と消えていった。だが、ケリントスはもちろん、希のぞみもまったく意に介していない。数に限りはないとばかりに余裕の笑みを浮かべている。


    〝スバル〟はどうにか銃弾を避けきったが、大きく距離を取ったことで分断されてしまう。貴たか法のりと咲さ月つき、陽翔と旭姫あさひとクライヴのふたつに分かたれた。


    「せっかくだから、咲月ちゃんからやっちゃおうか」


    　咲月と貴法の傍そばにいたのは希だった。


    　希が右手に生やした虎とらの爪つめを、咲月へと素早く突き出す。


    「──築け、キムラヌート！　土の塁壁」


    　地の精霊が地面に手をつくと、咲月を守るように巨大な壁が形成された。


    　しかし、希の爪を止めることはできない。土の壁は呆あつ気けなく突き崩されてしまう。


    「!?──奔はしれ、シル」


    　咲月は慌てて風の精霊を繰り出して距離を取ろうとしたが、


    「遅いよ、咲月ちゃん」


    　希は翼を触手のように伸ばし、咲月の腕に巻き付ける。


    　振り払う間もなく、強烈な力で引き寄せられた。


    　先には虎の爪が待ち構えている。


    「咲月ッ！　〈竜影撃フラーレン〉！」


    　ガントレットから黒き竜の波動が放たれた。炭素分子による黒竜が、希の翼を喰くい千切り、咲月は束縛から解放する。


    　貴法は咲月の眼前へ転送し、肩を掴つかんで再び転送。


    　希から距離をあけた。


    「ありがと。助かったわ」


    「昨日は僕が助けられたからお互い様だ。だが、希の力を見誤るなど、君らしくもない」


    「悪かったわね……。少し順序が変わったけど、私たちで希の相手をするわよ」


    「わかっているさ」


    　咲月と貴法が並び立つと、希の表情が強く歪ゆがんだ。瞳ひとみが海の底のように暗く、沈んでいく。


    「ほら。やっぱりふたりはそういう関係なんだ」


    「違う！　誤解よ、希！」


    「うるさい！」


    　希は咲月の言葉に耳を貸そうともしない。


    「咲さ月つき。今の彼女には何を言ってもネガティブに解釈される。口論に意味はない」


    「まったくもう。面倒くさい女になって」


    「面倒くささでは君も大して変わらないが」


    「あんた、いちいち一言多いわね。何で希のぞみが惚ほれてるのかわからないわ」


    　戦闘を仕切り直すように、貴たか法のりと咲月が構えた。


    「来たまえ、希。全霊を賭として、君を止めてみせる」


    「止められるものならやってみて？」


    　希が前髪をかきあげながら、ふたりを睨にらみつける。


    　使い魔たちが全方位から襲おそいかかった。


    



    　貴法たちの戦っている場所から二〇メートルほど離れて、陽はる翔とと旭姫あさひとクライヴは、マルキオンにケリントス、希の使い魔たちと対面していた。


    　陽翔とクライヴが、旭姫を守るように立ち塞ふさがり、彼らの正面にマルキオンとケリントスがいる。周囲には数を減らしたとはいえ、未いまだに多くの使い魔たちが蠢うごめいていた。


    「希にも困ったものですわね。でも、〝スバル〟のふたりを旭姫から引き剥はがしたのだから、充分と言えば充分かしら？　彼女は彼女の幸せを追ってくれればいいでしょう」


    　マルキオンは薄く笑いながら、旭姫に視線を向けた。


    「……もう少しですわね」


    　値踏みするように、フードの下に隠れる瞳ひとみが怪しく光る。


    　意図もわからず、怖れを抱くように旭姫の身体からだが震ふるえた。


    「さあッ！　いくぜェェェ！　マルキオンんんんんんんんんんんんんんんんん！」


    　ケリントスの前に無数の糸が現れ、群青色の空を思わせる半透明の布と化した。マルキオンが触れ、布が一瞬だけ暗灰色に明滅する。連係センス、〈嚥えん紗しや〉だ。


    「覚悟していただきましょうか。世界の幸福のために！」


    「ギィーヒッヒッー、第二幕？　第三幕？　ま、どっちでもいいぜえ！　こんっどこそ、本気だからなァァッ！」


    　目の前にいたケリントスが突如、消える。


    「転送──！」


    「上だッ！」


    　クライヴが叫び、陽翔たちが視線を上げると、空中にいるケリントスの背後に銃口が並ぶ。


    「〈城塞砲門ミリタリーマーチ〉ファイアァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァ!!」


    　陽翔たちに無数の銃弾が降り注いだ。


    「覚悟するのはそっちさ」


    　クライヴが多種多様な宝石をばらまく。


    「〈ミリオンエッジ〉」


    　宝石を属性が含まれたナイフに変幻。刃は推進力を得た矢のごとく、弾丸へ向かう。


    　飛んでくる無数の弾丸に無数の宝石ナイフが次々と命中し、攻撃を陽はる翔とたちから逸そらしていった。弾雨の中を、無数のナイフが雷を思わせる速度と軌道で上空のケリントスと、地上のマルキオンに向かって突き進む。


    　ナイフ同士がぶつかり合いながら、軌道の読めない全方位からの包囲攻撃と化した。


    　ナイフを防ぐべく、マルキオンが〈嚥えん紗しや〉を操作し、大きく拡げる。マルキオンとケリントスのふたりを覆おおおうとしたが、僅わずかにマルキオンが身体からだの一部を晒さらした。


    「やっぱり、布の広がりは無限なんかじゃないね。あんたらふたりの距離で限界値が決まる」


    　マルキオンとケリントスが、離れれば離れるほど〈嚥紗〉は狭まるのだ。


    　クライヴは戦いの中で薄々察していたのだろう。


    「確かに限界はありますわ。ですけれど──分割することは可能なんですの」


    　マルキオンが〈嚥紗〉に触れると、大きく広がっていた布は中央から二枚に分かれた。


    　個別にマルキオンとケリントスを覆い、ナイフはすべて〈嚥紗〉の中に吸い込まれる。人ひとり分を守る程度の大きさであれば、多少距離があろうと障害にはなり得ない。


    　そして──。


    　陽翔たちの背後から、クライヴのナイフが飛び出てきた。


    「！」


    　陽翔とクライヴは驚いて息を呑のむ。だが、それも一瞬だ。


    「〈リリパットシールド〉」


    　クライヴは手元のナイフを盾たてと化し、自らのナイフを防ぐ。


    「〈獅子刃・扇アルギエバ〉！」


    　陽翔も横一文字に一いつ閃せん。広範囲に広がった闘気の刃が扇のように拡がり、ナイフを弾はじく。


    　ふたりの視線の先には、三枚目の〈嚥紗〉があった。ナイフはそこから出てきたらしい。


    　陽翔たちの視線を受けて、〈嚥紗〉は様子を見るかのように陽翔たちの周囲を回る。


    「クライヴの攻撃を転送したのか？」


    「ああ。あの〈嚥紗〉は異次元送りにするだけじゃないな。別の〈嚥紗〉に送りつけることも可能なんだろう。どっちにするかは……操作している者の自由にできるはずだぜ」


    「ってことは、希のぞみの蛇へびもこれで送り込んだのか」


    　いくらでも拡げることができる以上、縮めることも可能なのだろう。


    　希の髪の毛が〈嚥紗〉に吸い込まれてから、旭姫あさひの傍そばに突然這はい出てきた事象。


    　あれは、極小の〈嚥紗〉を置いて、それを出口としたのだ。


    「ご名答……と言っておきましょう。わたくしの二つ名は【六洞輪廻シユヴアルツシルト】。世界と世界を繋つなぎますの。ただ、ひとつ訂正させていただきたいのは、異次元ではなく楽園ですわ」


    　マルキオンはこちらを挑発するように、どうでもいいことを指摘してきた。


    「このっ！」


    　旭姫あさひが余裕の笑みを浮かべるマルキオンに向かって発砲。何十もの弾を連続で撃つ。


    　色とりどりの軌跡が、閃せん光こうのように突き進んだ。結界破壊弾や貫通弾を使ったり、跳弾用の弾を使ったりしているが、すべて彼らの前に広がる〈嚥えん紗しや〉によって消し去られてしまう。


    「この世界のものであれば、すべてを吸い込みますわ。聞いていませんでしたの？」


    　弾丸は陽はる翔とたちのすぐ傍そばで回っている〈嚥紗〉から飛び出てくる。しかし、出てくる弾丸の方向まで細かな操作をできないのか、明後日の方向へ飛び、床や壁を抉えぐるに止とどまった。


    「さあ、どうしますの？　降参してもらっても一向に構いませんけど」


    「ええェェェェ！　そりゃねぇぜ！　もっと遊ぼうよぅ！　陽翔ちゃあん！　第二幕はまだ始まったばかりだぜぇ!?」


    　マルキオンとケリントスが並び立ち、一枚の〈嚥紗〉を自分たちの前に置く。


    　残りのふたつの〈嚥紗〉が挑発するように、陽翔たちの周囲を回り始めた。


    　少しずつ狭まっている。迂う闊かつに動けば、身体からだごと吸い込まれかねない。


    「クスクス。このまま〈嚥紗〉に吸い込まれて、あなたがいなくなったら、アサヒはどんな顔をするかしら？」


    「すべては旭姫を覚かく醒せいさせるためってわけかよ。なんなんだ、お前ら。そこまでして、何がしたい！」


    「すでにあなたは知っているのでしょう？」


    『旭姫のセンスに目を付けて、私欲のために利用しようとしている連中がいる。荒廃した未来に向かわせる、恐ろしい元凶が』


    　それはエリシアの話。彼女が眉まゆ根ねを寄せて、激しい怒りを込めて言ったものだ。


    「旭姫の〈未来視プロフエアータ〉を手中に収めて、世界を思い通りにするとかいう話か。ひとりの女の子から自由を奪ってでも、目指さなきゃいけないものなのかよ！」


    「その通りですわよ、ハルト。たったひとりの尊い犠牲でこの世が楽園となるなら、誰だってそのひとりを犠牲にしますわ」


    　マルキオンの声に、僅わずかながら哀愁が混じる。


    「わたくしはこの世で一番不幸な女でした。父に捨てられ、母に詰なじられ、男に裏切られ、友人にも恵まれない。そんな時、あの方に出会い、教えられたのですわ。すべての人を幸福に誘いざなう、神に見み初そめられし者の存在を」


    　この世で一番不幸などという謳うたい文句は、主観でしかない。彼女よりも不幸な人間など数多あまたいるだろう。だが、マルキオンの口調は、自らの言葉を頑かたくなに信じているようだった。


    「アサヒ──あなたは自らの不幸であまねく人々を楽園へと導ける祝福の女神。だから大人しく、不幸に殉じなさい」


    「ギッヒッヒッヒィ！　理想の未来にイッちゃう力を、旭姫あさひちゃんだけが持ってるんだよなぁ！　せーっかく世界を笑顔で満ちあふれさせる簡単な手段があるんだぜぇ？」


    「あんたは笑顔にこだわってるけど、旭姫は対象外なのかい？」


    　クライヴの問いに、ケリントスは笑みを深める。


    「誰が犠牲になろうとオレサマはどーでもいいんだよ！　ギヒッ！　ただ、楽しめて面白くって滑こつ稽けいで、オレサマが心の底から笑える世界でありゃあそれでいいのさぁッ！」


    　哄こう笑しようするケリントスに続き、マルキオンが再び口を開く。


    「アサヒ。あなたは未来永えい劫ごう称たたえられるでしょう。これから数万年と紡つむがれる人類史の中で、燦さん然ぜんと輝くのです！」


    　陶酔したように、言い散らしていた。


    　彼らの様子に、旭姫は身み震ぶるいする。


    「……そんなの、やめてよ。嫌いやだよ……」


    　たったひとりの少女に未来の趨すう勢せいを押しつけるなど、正気とは思えない。


    　だが、彼らは至って本気だった。返す言葉もなく、旭姫は恐怖に顔を歪ゆがめている。


    「お前らが、どうしようもない連中だってことはわかったよ」


    　陽はる翔との言葉に、マルキオンは無知を憐あわれむように笑った。


    「理解してもらおうとは思いませんわ。ですが、わたくしたちの楽園のためには、アサヒのセンスは必要不可欠なのです」


    「だったら、俺らはそれを阻止するだけだ！」


    　陽翔とクライヴは一瞬だけ目を合わせて、意思を通わせたように小さく頷うなずいた。


    　ふたりの周囲を回っていた二枚の〈嚥えん紗しや〉が引き絞られて槍やりへと変わる。


    「──では仕上げにかかりましょう」


    　触れたものを異次元へと送り込むふたつの槍が、陽翔たちを穿うがつために滑かつ翔しようした。


    　陽翔とクライヴが真逆に跳んだ。槍の〈嚥紗〉を回避して距離を取る。


    「小こ癪しやくな」


    　ふたつの槍は各々、陽翔とクライヴに向かう。


    　陽翔は追ってくる槍を避けながら、


    「受け取れ、クライヴ！」


    　手のひらサイズの球を闘気で次々と生成し、クライヴに放り投げた。


    　その数、五〇。


    「オーライ！」


    　クライヴが闘気すべてにナイフを突き刺すと──闘気の光を受けたナイフが一斉に反射し、一瞬だけ敵の目を奪う。一秒にも満たない、微かすかな時間の視界の欠如。それで充分だった。


    「な……」「おォ!?」


    　マルキオンとケリントスが微かすかな動揺を見せる。


    　すでにクライヴの変幻は終わっていた。即すなわち、五〇人のクライヴへと。すべてが本物のように仔し細さいがはっきりしている。その上、気配まですべてに宿っていた。


    「〈ブリンク〉。ま、多重分身だな。だけど、陽はる翔との闘気を使ったコレはちょっと違うぜ」


    　五〇人が一斉に喋しやべり出す。一斉にナイフを両手に構え、バラバラに動き出した。


    　全員が意思を持っているかのようにケリントスへと向かう。


    「〈嚥えん紗しや〉をもう一枚こっちに寄越してくれェ、マルキオンんんんんん！」


    「言われなくとも、わかっていますわ」


    　クライヴを追っていた槍やりの〈嚥紗〉と、ケリントスの前に移動した三枚目の〈嚥紗〉が、分身のクライヴたちを包み込んでいく。しかし、数が多すぎてすべてを吸収し切れていない。


    「〈獅子刃・閃アルテルフ〉！」


    　その隙すきに陽翔が、槍の〈嚥紗〉を避けながらマルキオンに向かって纏まとわせた闘気を飛ばすように剣を一いつ閃せん。広範囲に広がった闘気の刃が燕つばめのように滑空する。


    　すでに〈嚥紗〉の防御下にないマルキオンは転送で回避するほかなかった。


    　一方ケリントスは分身クライヴの猛攻に晒さらされ、マルキオンからさらに離れる。


    「ホンモノを殺しゃ、済むことだろォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォ!?」


    　ケリントスがうざったそうに〈城塞砲門ミリタリーマーチ〉を展開した。


    　周囲から襲おそい来るクライヴたちに、数多あまたの銃口を回転させて穿うがつ。分身は数を減らし、ついに最後の一体を消し去った。


    「お掃除、終わりィッとぉ！」


    「まだですわ、ケリントス！」


    　マルキオンは気付いていた。


    　本物が五〇人の中にはいないことに。


    　陽翔の闘気が五〇に、クライヴが分身を生成したのも五〇。


    　ひとり──本人が足りていない。


    「どこに──」


    　マルキオンが警戒するように周囲に視界を巡らせる。


    「囲え──〈クレイドルチェイン〉！」


    　突然、彼女の下から円柱を形成するように複数のナイフが飛び出した。ナイフに括くくられた鋼こう糸しが一本、マルキオンの足に絡からみ付き、他の鋼糸は球形となる軌跡を描いてマルキオンを中に捕らえる。


    　クライヴが床から這はい上がる。水の中から出てきたかのようだった。


    「本物は床の一部を水に変幻して隠れていたんですのね」


    「これであんたは籠かごの鳥だ。足を捕らえている以上、転送しても、籠ごと一緒についていく」


    「甘いですわね」


    　マルキオンの手が鋼こう糸しに触れると、回っていたナイフのエネルギーが支離滅裂に変化する。


    　球は元の形を保てなくなり、完全に分散した。


    「わたくしのセンスは天理ということをお忘れ？　運動エネルギーの理ことわりを操作すれば、この程度、造作もありませんわ」


    「そういやそうだったな。だけど、オレの役目はあんたを数秒、足止めしておくことでね」


    　本命は──。


    「──あんただ、道化男」


    　陽はる翔とがケリントスへ肉薄する。


    「ギヒッ！　それでオレサマをハメたつもりかよ！　陽翔ちゃぁぁぁぁん!!」


    　一枚の〈嚥えん紗しや〉が彼を守るように大きく広がっていた。


    　だが、陽翔は構わずに突き進む。


    「ギヒッ！　陽翔ちゃん、諦あきらめるのぉ!?　マルキオンの楽園へごしょ～た～い！」


    　七星剣プレアデスに、金色の闘気が伝っていった。


    〈嚥紗〉が七星剣を吸い込もうとして──縦に斬きり裂かれる。


    　分割された〈嚥紗〉が存在を保てずに消えていった。


    「な……」「キヒッ!?」


    　マルキオンとケリントスが、信じられないものを見たように目を見開く。この世のあらゆるものを吸い込むはずの、無敵の〈嚥紗〉。それが吸い込めなかったのだから当然の反応だろう。


    「〈星剣アークトウルス〉」


    〈無垢なる闇プルガトリオ〉と再戦した時に使った、外の理の闘気。この世界の理によって動いている〈嚥紗〉は、外の理の闘気を吸い込めない。


    　陽翔はこのことを、クライヴの分身が吸い込まれた時に察していた。闘気には外の理の闘気を僅わずかに織り交ぜてあり、そちらだけが吸い込まれずに散ったからだ。


    　あの時に生成した外の理の闘気にはもうひとつの特性がある。


    　それは──空間そのものを斬り裂くこと。


    　もはやケリントスは防御すらできず、瞬まばたきする間に胴体を真っ二つにされるしかない。


    　陽翔が七星剣を振りかぶり──。


    



    「陽翔、止まって！」


    



    　突然、背後から旭姫あさひの指示が飛ぶ。


    　陽翔は一瞬、硬直しつつ、数コンマ遅れて空間切断の闘気を消した。


    　しかし、間に合わない。ケリントスを僅かに斬り裂き、血しぶきが飛ぶ。


    　トドメを刺すには至らなかったが、旭姫あさひが〈未来視プロフエアータ〉を発動したのであれば、何かしらの意図はあったはず。どんなに支離滅裂な指示であっても、その通りに行動すれば問題ない。


    　倒すことによる自爆だったのか。攻撃を跳ね返す危険な罠わなだったのか。


    　だが──。


    「……何もないぞ？」


    　何も起こらないことに、陽はる翔ともクライヴも次の行動を決め倦あぐねてしまった。


    「旭姫、今のは──」


    　陽翔が旭姫に視線を向けると、


    「陽翔！　どうして、指示に従ってくれないの！」


    　旭姫は不愉快そうな顔をして、陽翔を睨にらんでいた。


    　意図がわからない。


    　今の状況下で、〈未来視〉は一体、何を見せていたのか。


    「……旭姫。今のはどう考えても指示が遅かった。陽翔でもどうしようもない」


    　見かねたクライヴも、窘たしなめるように言う。


    「もういいから、次！　陽翔、そこを右に！　クライヴはジャンプして！」


    　クライヴの言葉は、旭姫の耳に入っていない。


    　再び伝えられた旭姫の指示は、明らかにおかしかった。陽翔の右は壁であり、避けられる方向ではない。


    　一向に従わない陽翔に対して、旭姫は業ごうを煮やしたように不機嫌な表情を強めていく。


    「ようやく、来ましたわね。危ないところでしたが何とか間に合いましたわ」


    「ギヒヒッ！　待ってたぜェ！　この瞬間をォ！　メインステージの始まりだ！」


    　それを見たマルキオンとケリントスは、我が意を得たりといったように笑い出した。


    「……まさか！」


    　クライヴが気付き、次いで陽翔もそれを見つける。


    「早く！　あたしの指示に従ってよ！　皆みんな、死んじゃうから！」


    　旭姫の首筋に巻き付いた一匹の蛇へびが浮かび上がった。


    　いつまで経たっても消えなかったあの痕あとに、一ミリもズレることなく噛かみついている。


    　間違いなく、以前と同じ希のぞみの使い魔だった。


    　思わず振り返った陽翔の視線の先で──希がにぃ、と薄気味悪く笑う。


    　まるで撒まいた種の、実が熟したとでも言わんばかりに。


    　──まさか最初から蛇は消えていなかった……？


    　──ずっとずっと旭姫の心を侵食し続けていたのか？


    　蛇からはとめどなく、濃こ紫むらさき色の瘴しよう気きが立ちのぼっている。


    　旭姫は力を失ったように、がくんと頭を垂れた。


    「旭姫あさひ！」


    　陽はる翔とは急ぎ、旭姫の下へ駆け寄る。


    　蛇へびを掴つかもうと手を伸ばすが、蛇は旭姫の身体からだの中へ逃げるように姿を消す。


    「陽翔なんて……、陽翔なんて……ッ！」


    　うわごとのように呟つぶやく旭姫。額ひたいには汗が流れ、頬ほおを伝って落ちていく。


    「しっかりしろ、旭姫！」


    　肩を掴んで揺する。だが、旭姫は陽翔の声など聞こえていないように、ぶつぶつと恨みの籠こもった独り言を呟くだけだ。


    「頼む、こっちを向いてくれ！」


    　他にどうすることもできず、陽翔は声も枯れんばかりに強く訴えかける。


    　──呼び掛けに応えてくれたのか。


    　旭姫が勢いよく顔を上げた。


    　瞳ひとみと瞳が交差する。


    　陽翔の目に入ったのは。


    　どす黒い殺意にまみれた、穢けがれきった旭姫の瞳。


    　その眼まな差ざしが、陽翔を痛烈に貫つらぬいた。

  


  
    ［間章　追憶 ～ the side of 〝Nightmare〟 act.3 ～］


    



    「陽はる翔との顔なんてもう見たくない！　どっか行っちゃえ！」


    



    　周辺が静寂に包まれる。


    　誰も何も言えなかった。


    　──顔色を変えた陽翔以外は。


    「旭姫あさひッ！」


    　陽翔は剣けん呑のんな叫びとともに、旭姫に剣の切っ先を向けた。


    　今までに見たこともないような悪あく辣らつな表情を浮かべ、旭姫に向かって躊ちゆう躇ちよも逡しゆん巡じゆんもなく、鋭く剣を振る。


    　本気で、殺しにかかる剣筋。


    　殺意の込められた剣けん閃せん。


    「ひ──」


    　旭姫は後ろに下がって、それをかろうじて避ける。


    　しかし、微かすかに足を切られてしまった。微少な血しぶきが飛び、陽翔の顔にかかる。


    　返り血を浴びたことを気にもせず、むしろ旭姫から血が流れているのを見て、陽翔は、冷たく、口こう端たんを歪ゆがめて笑った。


    　陽翔が、こんなこと、こんな顔するはずない。


    　けれど、陽翔はさらに剣を振って襲おそいかかってくる。


    　陽翔の刀身が煌きらめくたびに、旭姫の身体からだに真紅の傷が刻まれた。少しずつ旭姫のＨＰが減っていく。


    　いつの間にか、周囲には旭姫と陽翔以外誰もいなくなっていた。


    　──どうして？


    　──あたしはこんなに、陽翔を思っているのに。


    　頭に浮かぶのはそんな言葉ばかり。


    　後悔と落胆が心を支配していく。


    　旭姫は皆の喜ぶ顔が見たくて、すぐにでも喜びを分かちあいたくて、最適な手順を提示しているだけだった。


    　見えた未来を皆に伝えていただけだ。命令をしたつもりもない。


    　そもそも旭姫は指揮をするよりも、前に出て皆と一緒に戦う方が好きだった。


    　陽翔と背中を合わせて敵と戦っていた時は、心が通じ合っているようで、とても楽しかったのに……センスが許してくれなかった。


    　心奏。


    　人の心を読み取ったり、魂たましいに働きかける能力を持つサポート向きのセンス。


    　しばらくすると自然にそれぞれの役割が生まれ……そして〈未来視プロフエアータ〉が決定打となった。


    　嫌いやだったわけじゃない。


    　皆が喜んでくれたのだから。


    　不満がないわけではなかったが、皆と楽しくプレイできることが一番だった。戦いに勝った後に、皆で笑い合うのが好きだった。


    　何より──陽はる翔とが喜んでくれた。


    



    『旭姫あさひ、すげぇな！　〈未来視〉か。さすがだぜ！』


    



    　嬉うれしかった。


    　何よりも、陽翔に認めてもらえた気がしたから。


    　なのに。


    　──なんで、こんなことになっちゃったの？


    　仲良くしたいはずなのに。一緒にいたいはずなのに。


    　こんなにも簡単にすれ違い、あっさりと絆きずなが切れてしまうなんて。


    　──それはなぜ？


    　答えは簡単だ。


    　目の前で、旭姫に向かって剣を振っている男。


    　陽翔が〈未来視〉に従ってくれないからだ。


    　いつも。


    　そう。いつも、いつも。


    　いつもいつもいつもいつもいつもいつもいつもいつもいつもいつもいつもいつもいつも！


    「あたしの気持ちなんか、全然わかってないんだ！」


    　そうだ。


    　──全部、陽翔が悪いんだ。


    　ずっと溜ため込んできた気持ちが、一気に裏返る。


    　正の感情が塗り潰つぶされていく。


    　夥おびただしい憎悪だけが、心の中に残され……どこからか声がする。


    　──キライ。


    　だったら。


    　──ダイキライ。


    　いっそのこと。


    　──キエレバイイ。


    



    「そんな陽はる翔となんて──イラナイ」


    



    　鋭い音が響く。


    　間近で放たれた弾丸は陽翔の胸を一瞬で貫つらぬいた。

  


  
    ［第四章　気高き竜］


    



    　虚ろな目をしていた旭姫あさひが、はっとしたように目を見開く。


    　慌あわてたように周囲を見渡すと、貴たか法のりと咲さ月つきとクライヴが、足を止めてこちらを凝視していた。目の前で起こったことが、信じられないといった顔で。


    「どうし──」


    　ふと気付く。


    　すぐ傍そばに、陽はる翔とが立っていた。


    　胸から大量の血を流して──。


    　陽翔は意識を失ったように、床に倒れ込んだ。


    　動かない。


    　指先ひとつ、ぴくりとも。


    　声すら発しない。


    　確実に急所を穿うがつ、旭姫の弾丸が陽翔を貫つらぬいてしまった。その結果だ。


    「う、そ……」


    　旭姫は呆ほうけた表情を浮かべて、一歩、また一歩後ずさる。


    　しかし、今起きたことは、すべてが真実だった。


    　全員が目に焼き付けていた。


    　旭姫が、陽翔を撃ち抜く光景を──。


    「い、いや……な、なんで……」


    　拳けん銃じゆうを落とし、尻しり餅もちをつく。


    「夢、だったんじゃ、ないの……？　なんで陽翔が倒れてるの……？」


    　完全に、油断した状態を撃ち抜かれたのだろう。


    　陽翔は闘気での防御も、何もしていなかったのだ。


    　旭姫に攻撃されるなどとは、微み塵じんも思っていなかったという証左だった。


    「あ、あ……あ、あ、あ、あ、あ……陽翔、陽翔ぉ……陽翔陽翔陽翔はるとはるとはるとはるとおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」


    　喉のどが裂けるほどの悲鳴を迸ほとばしらせる。


    　自覚してしまったのだ。


    　これが夢ではないことを。


    　自分の大事な人を、自らの手で壊してしまったことを。


    「ば、馬ば鹿かな……」


    「嘘うそ、でしょ……？」


    　貴たか法のりと咲さ月つきの声も震ふるえていた。目の前で見たというのに、未いまだ幻まぼろしに囚とらわれているのではないかと疑っている──いや、そう信じたいといった顔だ。


    　幼い頃の悪ふざけの延長線上にあった喧けん嘩かとはわけが違う。


    　殺意を込めて、陽はる翔とに弾丸を撃ち込んだのだ。あの旭姫あさひが。


    「………」


    　クライヴも無言。言葉を失ったように呆ぼう然ぜんと立ち尽くしている。


    　旭姫の慟どう哭こくだけが、虚むなしく響いていた。


    「なんで！　どうして！　何で夢が、現実になってるの!?　おかしいよ、こんなの！　何が夢で、何が現実なの!?」


    　大粒の涙を流しながら膝ひざをついて、陽翔に縋すがる。血だらけになりながらも、陽翔を回復させる手段とでも信じているかのように揺さぶり続ける。


    　いくら銃創を手で塞ふさいでも血はまったく止まらない。


    　涙が止まらず、ぼたぼたと陽翔の身体からだに落ちていく。


    　かろうじてゲームオーバーにはなっていないが、大ダメージに加え、出血のスリップダメージで、いつＨＰがゼロになってもおかしくなかった。


    「起きて！　ねえ、陽翔！　起きてよぉ！」


    《リユニオン》には、即効性のある回復手段や回復のためのセンスがない。


    　陽翔は闘気で回復力を強化することができるが、それは意識あっての話。無意識下では、センスを発動させようもない。


    「こんなの、こんなのヤダよ！　起きて、陽翔！　こんな未来、あたし見てない！」


    　慟哭が激しくなるにつれ、旭姫の身体がぼんやりと光り始めていた。


    　それと同時に──床が鳴動を始める。


    　いや、床ではない。ダンジョン全体が大きく揺れているのだ。


    「ぐう……う……！」


    　旭姫は溢あふれてくる力を押え込むように、陽翔から手を放し、自身を強く抱きしめる。そうしないと、身体が引き裂かれるかのように。


    「ついについについについについに！　女神様の目覚めの時だァァァァァ！　ギーッヒッヒ！」


    「美しい覚かく醒せい光……いよいよですわね」


    　そして、ケリントスとマルキオンが、動き出す。杖つえを振り、旭姫に向かって〈嚥えん紗しや〉を打ち出した。


    　一番傍そばにいたクライヴはすぐに彼女の下もとへ駆け出すが、


    「邪魔だよ、邪魔ァ！」


    「チッ……」


    　ケリントスの放つ砲火の壁によって、近づくことができない。


    　槍やりから布に戻った〈嚥えん紗しや〉が、旭姫あさひの身体からだを包み込む──しかし、旭姫の光に触れると〈嚥紗〉は一瞬で塵ちりとなった。


    「凄すさまじいエネルギーですこと。ならば──ケリントス」


    「ギヒッ！　こちら何の仕掛けもない〈水晶鳥籠ヘキサヘドロン〉でございまぁす！」


    　旭姫を捕らえるように透明な壁が四方を囲った。上が同じく透明の蓋ふたで塞ふさがれる。


    　陽はる翔とと隔てられた旭姫が、抵抗するように壁を叩たたく。溢あふれ出す光は壁を突き破らんばかりだ。


    「大人しくしなさいな。楽園のために、あなたに自我はいりませんことよ、アサヒ」


    　マルキオンが自分を転送し、檻おりに触れるとスモークを張ったように曇る。


    　旭姫の姿が人影のように薄れると、意識を奪われたように、その場にうずくまる。


    　間もなく、ダンジョンの鳴動も止まった。


    「ギヒッ。オレサマたちの力を結集してようやくだッ！　すげぇな、旭姫ちゃんはぁ！」


    「ですが、これで第一者から頂いたお役目を無事に果たすことができますわね」


    　胸を撫なで下ろし、息を吐くケリントスとマルキオン。


    「希のぞみの夢境を使って、旭姫を覚かく醒せいさせる──それがお前たちの狙ねらいか」


    　クライヴが歯を食いしばって感情を抑えるように問う。瞳ひとみには煌こう々こうと炎が揺らめき、様々な怒りが渦巻いているようだった。


    　マルキオンは檻を横目で見ながら、


    「その通りですわ、クライヴ。いかにしてアサヒの精神を壊すか──今、ラストピースがはまったのですわ」


    「それが……陽翔ってわけか」


    「ええ。愛する者を自らの手で破壊する……ドラマチックと思いませんこと？」


    　すべて演出されていた。過去の思い出を利用して。


    「旭姫は夢と現実の境目が曖あい昧まいになっていた。陽翔と喧けん嘩かをさせたのも、その一環ってことか」


    　白水霊の塔で、陽翔と旭姫は喧嘩をしている。


    《ユニオン》時代、ふたりが最も険悪になった大喧嘩を。


    　中間ポイントで蛇へびのモンスターがいたと言ったのも、当時の記憶を元に見せられた〝悪夢〟だったのだろう。


    「正解ですわ。残念ながら気付くのが遅かったようですけど」


    　杖つえの石突きを床につけて、彼女は興が乗ったように語る。


    「大事な人の命が奪われた時、彼女は強く願うでしょう。この世界を変えたいと。彼のいない未来を否定するでしょう。まだ完全に覚醒はしていませんが、ハルトがゲームオーバーになった時、この世界は変わるのですわ」


    　クライヴが苛いら立だたしげに溜ため息いきを吐ついた。


    「あんたらが何をしようと、オレはわりとどうでもいいと思っていた。研究という意味では旭姫のセンスにはオレも興味があってね。あんたらが惹ひかれるのも理解できる」


    「なら、わたくしたちの下に来なさいな。〝グノーシス〟はあなたのセンスを歓迎しますわよ。変幻のシモンの枠が空きまし──」


    「ふざけるな」


    　クライヴはマルキオンの言葉を遮さえぎって、冷たく睨にらむ。今までにないほど冷徹な声だった。


    「こんなやり方に賛同できるわけがない。オレは今まで両親を一番の下げ衆すだと思っていたが、人の想いを踏みにじって、愉ゆ悦えつに浸ひたるお前らこそが下劣の極みだよ」


    「クスクスクス。勇ましいことですわね、クライヴ」


    　そこにケリントスの不愉快な哄こう笑しようが響き渡った。


    「何もかも諦あきらめて笑っちまえよ、クライヴちゃぁん！　幸運は陽気な門から入ってくるって言うじゃあん？　笑えばいいことあるって！　オレサマたちを倒すのは無理だけどぉ！　ギヒッ」


    「第一、あなたにハルトのような〈嚥えん紗しや〉を突破する方法があって？」


    　確かにクライヴには陽はる翔とのような、〈嚥紗〉に吸い込まれない攻撃を行うことはできない。


    　だが──。


    「力が通じなければ頭を使えばいい」


    　それがクライヴの信条でもある。


    「仲間を返してもらうぜ、くそったれども」


    　クライヴは指の間にナイフを出し、マルキオンとケリントスに向かって駆けた。


    



    　倒れた陽翔を見た希のぞみがこれ以上ないほど邪悪な笑みを浮かべている。各部に憑ひよう依いしている使い魔の一部と衣装のせいで、凄すごみが増していた。


    「大ピンチだ、陽翔くん。あれじゃ長くないね」


    「あ、あんた……」


    　咲さ月つきが希を射殺すような目で見据えるが、当人は素知らぬ顔で受け流した。


    「ま、本当に死ぬわけじゃないんだから、そんな顔しないでよ。わたしが殺人者みたいじゃない。あ、殺したのは旭姫あさひちゃんか」


    「なんで、こんなことしてんのよ、あんたは！　善悪の区別すらできなくなったわけ!?」


    　咲月が喚わめくように叫ぶ。


    　とても冷静ではいられなかった。想い人が、死に瀕ひんしているのだ。今すぐ駆けつけたかったが、この場で背中を見せれば希に殺される。


    「咲月。少し落ち着け」


    「わかってるわよ！」


    　貴たか法のりに怒鳴りながら、咲月が覚悟を決めた眼まな差ざしで、希を睨みつけた。


    「あんたが洗脳されてようがなかろうが関係ない。その性根、あたしが叩たたき直してやる！」


    　咲さ月つきが気を取り直したように、鞭クリフオトで床を叩たたき、精霊を繰る。


    　すべての精霊に魔導の力が行き渡った。全精霊の力で以もつて、圧殺する気なのだ。一線を越えてしまった元仲間への慈悲はすでにない。


    「やめろ、咲月」


    　貴たか法のりが手で制して止める。


    「冷静になれ。君らしくもない」


    「……あんたが冷徹すぎるのよ」


    「否定はしないが、ここで希のぞみを倒したところで事態は好転しない。それに──」


    　貴法は希と相対した。丁ちよう度ど、咲月から希を隠すように。


    「彼女を止めるのは僕の役目と言ったはずだ」


    　厳しい表情で、貴法が咲月に訴える。


    「……僕が彼女をひとりで抑える。君は陽はる翔との下へ行け。クライヴもあのふたり相手では分が悪いだろう」


    「……どうするつもりよ」


    「僕に考えがある」


    　貴法の作戦を聞いた咲月の表情が顰しかめっ面つらに変わる。


    「知らないからね」


    「問題ない。タイミングは合図する」


    　その瞬間──ダンジョンが微かすかに震動した。


    「おっと」


    　希がどこか楽しげに旭姫あさひを捕らえた檻おりに目をやる。小さくヒビが入っていた。


    「……まだ抑え切れないんだ。すごい力だね、旭姫ちゃん」


    　そんな状況をみすみす見み逃のがす貴法ではない。


    「希ッ！」


    　希の背後に、自身を転送する。


    「貴法くん……っ？」


    　希は攻撃に備え、防御を固める。


    　構うことなく貴法は体当たりするように希に接近し、勢いのまま突き飛ばした。


    　貴法が床に手をつくと、竜を模したガントレットの目が赤く光る。


    「分解!?　何を──」


    　希が気付くものの、すでに遅かった。貴法はこの塔の素材をすでに解析し終えている。


    「やれ！　咲月！」


    「任せたわよ、貴法！　──崩せ、キムラヌート！　地の蹂じゆう躙りん」


    　貴法と希のいる場所が淡く光ると、甲高い音と共に床に放射状のヒビが入った。


    　すり鉢のように陥没した床は周辺の足場を維持しきれず、中心から崩ほう落らくしていく。


    　希のぞみは翼をはためかせて逃のがれようとするが、


    「──翔とべ、アクゼリュス！　翠みどりの重圧」


    　魔導による風圧が容赦なく上から襲おそう。


    　希は叩たたき落とされて、そのまま貴たか法のりと共に落下していった。


    　下の階層の床も、通路ごと次々と崩れていく。


    　止まったのは──旭姫あさひがボスモンスターの幻まぼろしを見た中間ポイントの広場だった。


    　ふたりは勢いよく地面を転がり、すぐに立ち上がって対たい峙じする。


    「……どういうつもり？　貴法くん。分解まで使って、こんな下まで落として」


    　希は大きく吹き抜けの穴が開いた天井を見ながら、呆あきれたように尋ねた。


    「君に用がある。ふたりでじっくり、話したかった。邪魔をされたくないのでな」


    「話すの？　何を？　昔の話とか言わないよね」


    「何でも構わない。君のこの六年間だっていい」


    　貴法が右手のガントレットを構える。


    「終わるまでは、僕は君をここから逃がさない」


    「いいの？　旭姫ちゃんは覚かく醒せい寸前。陽はる翔とくんは大ピンチなのに、わたしの相手なんかして」


    「旭姫は強い。それに……陽翔がどうにかするだろうさ」


    「陽翔くんが？　何を言ってるの？　あんな、ちょっと触れただけで死にそうになってるのに」


    「あいつは、そう簡単にくたばるやつじゃない。僕が認めてやらんでもない数少ない男のひとりだからな」


    「ふーん……。男の友情ってやつ？　妬やけちゃうなあ！」


    　希は竜の頑強な左脚を使って貴法へと接近。虎とらの右腕を、そのまま大きく振りかぶる。


    　貴法は──真っ正面から希を見据えていた。


    　一瞬、希は戸惑う。貴法が回避行動も、防御行動も取らないことに。


    　希の拳こぶしはそのまま貴法を吹き飛ばした。


    　大きく床を転がった貴法は、体勢を立て直して立ち上がる。


    「……どうして避けないの？」


    　希は訝いぶかしげな目を貴法に向ける。希も避けられることを前提で、攻撃を仕掛けた節ふしがあった。今の希には、四し肢し以外にも頭の角、髪の蛇へび、背中の翼、サソリの尻しつ尾ぽと多彩に攻撃を仕掛ける手段がある。


    「なんか陽翔くんみたい。舐なめてるの？」


    　希がさらに髪の蛇たちで貴法の肩を穿うがった。


    「ぐっ……！」


    　だが、貴法は避けない。


    　何度も何度も打ち付けられながらも、彼は一向に避ける気配を見せなかった。


    　顔も身体からだも傷だらけになりながら、視線を逸そらさずに希のぞみの攻撃を受け続ける。


    「僕には……君の攻撃を避ける資格はない。君を、どれだけ傷付けてきたか。想像できてしまったからだ」


    「何を……言っているの？」


    　希は冷たく問い返す。


    「すまなかった。僕は……本当に愚おろかだった」


    　貴たか法のりは真まっ直すぐな言葉で希に謝る。


    　希の気持ちに気付くことができなかった。


    　希が怖がっているから会わないなどと──仲間として失格だ。


    　何より男として失格だと、貴法は自責する。


    　貴法は希に一歩歩み寄った。


    「来ないでっ！」


    　貴法の放つ雰囲気に気け圧おされて、希は貴法を突き放すように虎とらの拳こぶしを繰り出す。


    　貴法はまたしても避けずに、壁まで吹き飛ばされた。


    　それでも貴法は立ち上がり、また希に歩み寄る。


    「わかっているかもしれないが、僕は小学生の頃から旭姫あさひが好きだった。だけど、彼女は僕を友人とは思っていても、恋愛の対象とは見ていなかった。大事な仲間ではあっても、友だちを超えた存在ではなかった」


    　貴法は独り言のように訥とつ々とつと語った。


    「悔しかった。彼女の目が僕に向いてくれないことが。ずっとずっと僕の心にしこりを生んで、消えてくれなかった。心の中で少しずつ、醜みにくい感情として育っていった」


    「それが、どうしたって言うの」


    「……僕が君に、魂たましいの裂けるような辛つらい思いをさせてしまったことを詫わびたい。君の思いに欠片かけらも気付かず、避けてしまったことを詫びたいんだ」


    「今いま更さら……今更なによ！　何もかも遅いよ！　そんなこと言われたって、私が惨めになるだけなんだから!!」


    　巨大な虎の前脚が貴法を襲おそう。


    　攻撃をまともに喰くらい、しかし、今度こそ貴法は吹き飛ばなかった。


    　その場で踏ん張り、希の攻撃を耐えきったのだ。


    「な……」


    　希は驚きつつも、サソリの尻しつ尾ぽを突き出す。


    　グサリと貴法の腕に刺さり、サソリの猛毒が回った。腕が内出血を起こしたように変色する。


    「遅くなどない」


    　震ふるえる腕を押さえ、よろめく足を踏みだし、一歩一歩希のぞみへと近づく。


    「君の気持ちを、僕は誰よりもわかるつもりだ。ただ……自分の気持ちに囚とらわれるあまり、気付けなかった愚ぐ鈍どんさを、命を懸けてでも詫わびたいと思っている」


    「や、やめて……！」


    　希は貴たか法のりを何度も何度も打ち据える。


    　だが、彼は倒れない。ＨＰも残り少ないというのに、ゲームオーバーを恐れていないように、希へと迫る。


    「だけど……僕はまだこの世界から消えるわけにはいかない」


    「止まって……！　止まってよ……！」


    　どれだけ攻撃を浴びせても、貴法は止まらない。


    「このっ！」


    　貴法を捕らえようと、髪の蛇へびたちが胴体を伸ばす。


    　しかし、貴法に触れようとした瞬間──蛇たちが掻かき消える。


    「……な？」


    　目の前で起こったことを、希は理解できない。


    　間違いなく貴法を捕らえよ、と指令を下したはずが、忽こつ然ぜんと消えてしまったのだ。希の髪は元に戻っている。


    　貴法の表情はどこか穏やかですらあった。


    「君のモンスターを、夢境の世界に転送──送り返させてもらった」


    「う、うそ。いくら天理でも、転送は敵対意識があったらできないはず……！」


    「……今の僕なら、不可能じゃない」


    　貴法にそんな力はなかった。少なくともこの戦いが始まる前までは──。


    　希の表情に強い焦燥感が生まれ、汗となって流れていく。


    「うあああああああああああああああああっ！」


    　取り乱したように希は無数の使い魔を周囲に召喚する。ふたりのいる広間があっという間に足の踏み場もないほど埋め尽くされた。


    　一斉に貴法に向かわせる。


    　だが、指一本触れることもできず、使い魔たちは次々と消えていった。


    「あ、う……」


    　貴法がついに希の目の前にまで辿たどり着く。


    「ようやく、届いた」


    　希の肩に、貴法は手を乗せる。


    「ひっ……！」


    　攻撃が来ると、希は目を瞑つむって身構える。


    　……ところが、いつまで経たっても衝撃は来なかった。


    　そっと目ま蓋ぶたを開けると、貴たか法のりは希のぞみの肩を掴つかんだまま、優しげな笑みを湛たたえている。


    　貴法自身は知らないであろう、希が好きだった、彼の優しさを最も感じられる微笑ほほえみを。


    



    「君は見違えるように、美しくなった」


    



    　──六年前。目の前で、ずっとずっと聞きたかった憧あこがれの言葉。


    　──六年間。遠い場所で、自分を変える源となった想像の言葉。


    　それが聞けたはずなのに。


    　今、希は貴法と袂たもとを分かっている。


    　希は貴法に攻撃を仕掛けてしまった。〝スバル〟を裏切ってしまった。


    　負の感情に支配された心の中に、喜びと悲しみの入り交じった感情が流れ込んでくる。


    「……そ、そうよ。わたしは、ずっと見てほしかった。転校して、一生懸命努力して、昔とは違う、わたしを、見てほしかった。きっと、好きになってくれるって……」


    　希の切なる願い。


    　旭姫あさひしか目に入っていなかった貴法に、少しでも振り向いてほしかった。


    　わたしもいるんだよ、と彼を惹ひきつけたかった。彼の視界に入りたかった。


    　だけど──と、貴法は小さく首を振る。


    「僕は昔の君の方が好きだったよ」


    　希が我を忘れたように貴法の頬ほおを叩たたいた。


    　──左腕の、人の手で。


    　貴法は甘んじて受け容いれる。使い魔を宿した一撃などよりも、遥はるかに効いた。


    「なんで……なんでよ……！」


    　六年前の自分は唾だ棄きすべき存在だと、彼女は陽はる翔とと咲さ月つきに語った。


    　内気で陰気で、主張などできずに、ただ流される存在。


    　影みたいで存在感のない女。


    　彼の視界に入っていなかった自分など、無価値。


    　それが希の過去の自己評価だ。


    「昔のわたしの、何がよかったって言うのよ！　見てもいなかったくせに！」


    　こらえきれずに涙が頬を伝う。


    　ボロボロと涙をこぼし激情の瞳ひとみを向けてくる希から、貴法は視線を逸そらさない。


    「君は誰よりも美しい心を持っていた」


    「え──」


    　貴法は続ける。


    「誰をも立て、優しさをもって接し、助けになれることを喜ぶ。そんな君を見て、僕はいつも感銘を受けていた」


    　我が我がと主張の激しいメンバーの中で。


    　内気ではあったが、彼女には強い責任感があったことを。


    　誰もが嫌いやがることを、率先してやっていたことを。


    　どんな相手にも敬意を持ち、決して下に見ようとしなかったことを。


    　皆がピンチの時、とてつもない勇気を見せることを。


    　貴たか法のりはちゃんと気付いていた。


    「何度でも言う。昔の君は〝スバル〟の中で誰よりも尊かった」


    　希のぞみの表情が怯おびえに染まる。


    　目の前の貴法にではない。


    　心の中に生まれた、理解できない感情にだ。


    　希の胸をさらなる苦しみが襲おそった。早く余計な感情を追い出せとばかり、涙がとめどなく溢あふれる。


    「……なんで、私は……！」


    　鬩せめぎ合う。


    　六年間の努力と、過去の記憶が。


    　身体からだを強こわ張ばらせる希を、貴法は強く抱き寄せた。


    「僕は怒っているんだ」


    「……わかってる。わたしは……」


    「違う」


    　希に落ち度など何ひとつない。


    



    「君の気持ちに気付いてやれなかった自分の不ふ甲が斐いなさにだ！」


    



    　貴法の表情が怒りに染まる。


    　自分への強い怒り。


    　彼女の純粋な想いを避けて、気付こうともせずに、ここまで追いつめてしまったことが許せない。


    「だから──背負ってみせる」


    　──君の罪も、僕の罰も。


    　強く握られた拳こぶしから血が流れる。


    　血が垂れ、床に落ちる前に光へと変化した。


    　淡く優しい光が貴法のガントレットに集つどい、眩まばゆい輝きを放ち始める。


    　光が弾はじけ飛ぶと──貴たか法のりの腕からガントレットは消えていた。


    　代わりに光の渦が貴法の腕を包んでいる。その光は、竜の形をしていた。
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    「な、なに。この光……」


    　希のぞみには何が起こっているのか、理解できない。


    　貴法は竜を希にゆっくりと差し入れた。


    　温かな光が、希の身体からだに潜り込む──。


    　貴法の瞳ひとみが、青く輝きだした。


    「見える──」


    　希の中に巣くうあらゆる感情が、頭の中に流れ込む。


    　天理の進化センスアツプでは説明しきれない強大な力。


    　天理は、理ことわりを司つかさどるセンス──貴法の解析は物質に限られる。


    　人の肉体までは解析できても、その心までは解析できなかった。


    　だが、今は違う。


    　感情の理がすべて見える。


    　旭姫あさひへの嫉しつ妬とと憧しよう憬けい。


    　咲さ月つきへの憎悪と親近感。


    　陽はる翔とへの嫌悪と感謝。


    　クライヴへの軽けい蔑べつと尊敬。


    　そして、貴たか法のりへの激しい怨えん嗟さと強い慕情。


    　複雑な感情が渦巻きながらも、正の感情が負の感情に呑のまれている。


    　病巣は、この奥──。


    《リユニオン》でセンスによる支配を受けただけではこうはならない。


    　原因は──現実の希。


    　現実の希のぞみ自身がセンスによる感情支配を受けていたのだ。俄にわかには信じ難いが、今の貴法にはそれが理解できる。


    「君に巣くう、悪あしきセンスを取り除く！」


    　貴法は極限まで集中する。


    　ゲームの希から、現実の希へと至るために。


    　希の中に入り込んだ光の竜が、感情を司つかさどる理ことわりの空間へと潜り込む。


    　そこには蹲うずくまる希と──その耳元で呪詛を囁ささやき続ける蠢うごめく闇やみが、希に巻き付いていた。


    「貴様かッ！」


    　光の竜が、纏まとわり付く闇に喰くらいつく。


    　瞬く間に、闇がバラバラに分解されていく。


    　希に巣くっていた、悪しきセンスは跡形もなく塵ちりと化していった。


    　希の身体からだを覆おおっていたモンスターの部位も、呪縛から解き放たれたかのように消えていく。


    　不自然な感情のしこりが消失し、感情の流れが元に戻っていく様子が見えた。


    　旭姫あさひへの憧しよう憬けいが、咲さ月つきへの親近感が、陽はる翔とへの感謝が、クライヴへの尊敬が。


    　貴法への強い慕情が、希の中を勢いよく巡っていく。


    「貴法、くん……」


    「目は、覚めたか？」


    　希はその瞬間──貴法を突き飛ばす。


    「だ、ダメ……。わ、わたし、なんてこと……。取り返しのつかないこと……した」


    　希は頭を抱えて膝ひざをついた。


    　身体は痙けい攣れんしたように震ふるえている。自らの犯した罪に打ち震えるかのように。


    「皆みんなを、襲おそって、ひどいこと言って……旭姫ちゃんに、陽翔くんに、咲月ちゃんに……あ、あ、ああ……！」


    　澄すんだ瞳ひとみから罪悪感で満たされた大粒の涙が零こぼれていった。そこからはもう止まらない。悲しみが頬ほおをとめどなく流れていく。


    　元来、誰よりも心優しい彼女にとって、自らの所業は耐えきれないほど苦渋に満ちたものなのだろう。


    　しでかしたことの大きさに戦慄おののき、向ける顔などないというように、希は蹲うずくまる。


    「希のぞみ」


    　貴たか法のりは優しげに微笑ほほえみかける。


    　目線を合わせるようにしゃがむとまた優しく抱きしめた。


    「大丈夫。醜みにくい感情なんて誰だって持っている。それを君は、かけられたセンスのせいで抑えられなかっただけだ」


    「で、でも……。全部、全部、わたしのせいで……！」


    「そんなことを言ったら、僕なんて陽はる翔とを何度《リユニオン》から消しかけたかわからない。だから大丈夫だ」


    「でも！」


    「僕は今の君と、また一から歩んでいきたいんだ。〝スバル〟の仲間として。皆も同じ気持ちだよ。君の本当の姿を、皆はちゃんとわかってくれる」


    　貴法の温ぬくもりが伝わる。醜さも弱さも、全てを包みこんでゆくように。


    「仲間……だから？」


    「それ以上……かな」


    　希は想う。


    　──なぜ、忘れていたのだろう。


    　こんなにもかけがえのない、大切な気持ちを──。


    　心の奥にじんわりと熱が拡がっていく。


    「……償つぐなうから。絶対に」


    「一緒に、背負うよ」


    　許されるつもりはない。償いきれない重い罪。


    　だけど、貴法は許してくれた。一緒に背負うと言ってくれた。


    　きっと〝スバル〟の皆も許してしまうだろう。


    　皆、優しいから。


    　皆、お人好しだから。


    　昔みたいに、明日には笑い話にしてしまうかもしれない。


    　だから、希は皆に今回のことを笑い飛ばせるぐらいに、報いることを心の中で誓った。


    「ありがとう……。貴法くん」


    　貴法が立ち上がって差し出した手に、希はそっと触れる。


    　すると貴法は希の手を強く握り締め、引き寄せる。


    　勢い余って貴法の胸に飛び込んでしまう。


    　とても優しく、穏やかで、心の安らぐ温かさ。


    　求めていたものがそこにあった。


    「さあ、行こう」


    「うん」


    　希のぞみは小さく頷うなずき、貴たか法のりと共に上を見上げる。


    　そこでは大事な〝スバル仲間〟と、忌いむべき〝グノーシス敵〟が戦っているのだから。


    



    　塔の最上階では、クライヴがマルキオンとケリントスの二人を相手に激闘を繰り広げている。


    「……くっ！」


    　だが、咲さ月つきは動けない。今は陽はる翔との回復に努めるほかなかった。傷の表面を炎で炙あぶり、出血を無理矢理止めたものの、それ以外に効果的な回復手段を咲月は持っていない。


    「──カイツール、アディシェス、キュクロープス、トール……！」


    　光、聖、磁、雷の精霊が呼び出される。


    「今、私にできることはこれだけだわ……！　〈聖なる杭イモータルブレス〉」


    　床に蒼あおい紋様が映し出され、陽翔を覆おおった。身体からだに流れる時間を遅らせる魔導が展開される。


    　陽翔がゲームオーバーに至るのを一時的に食い止めたのだ。


    　ただ、時間に干渉する魔導は凄すさまじく気力を消耗する。その上、この魔導はかけ続けなければ意味がない。他の魔導も使えないほど集中しなければならないため、使い勝手は悪かった。


    「どうしたらいいのよ……」


    　助けられるのかどうかすら不明。


    　もう助からないのではないのか。もうゲームオーバーは確定しているのではないのか。後ろ向きな考えばかりが頭に浮かぶ。


    「咲月。弱気は禁物だぜ」


    　クライヴがいつもと変わらない調子で咲月を励ました。


    　彼はケリントスとマルキオンを相手に、縦横無尽にナイフを手繰って、変幻のセンスを十全に発揮している。


    　形を変え自在に飛び交う〈嚥えん紗しや〉をかいくぐって、攻撃を一秒たりとも途切れさせることなく立ち回っていた。決して後ろのふたりを狙わせないように。


    　ケリントスの〈城塞砲門ミリタリーマーチ〉を神かみ業わざ的なナイフ捌さばきで逸らし、マルキオンの転送ポイントを予測しつつ、その場に幾重にも罠わなを張って動きを止めている。


    　クライヴだからこそできる芸当だ。


    「わかってるけど……！」


    「信じようぜ。陽翔をさ」


    　こんな状況だというのに、クライヴは普段と変わりない。


    　いや、少しだけいつもよりも饒じよう舌ぜつだろうか。咲月を直接励ますなど珍しいことだった。


    「クライヴちゃん、よく凌しのぐねェェェェ！　ギャヒヒヒヒッ！　オレサマ絶頂しそうだぜぇ!?　ナイフ投げやらせたら、サーカスでも大喝采されるだろうよッ!!　羨ましいねェ!!」


    「ここまで耐えるなんてすごいですわね。あなた、本当に覚かく醒せいをしてないのかしら？」


    　ケリントスとマルキオンの攻撃は、さらに激しさを増す。


    「さあね。言ったら面白くないだろう？」


    「ならば、今度こそ決めますわ」


    　マルキオンとケリントスが三枚の〈嚥えん紗しや〉を繰る。


    　不規則に動かすことで、クライヴを翻ほん弄ろうしようとしているのか。


    「〈城塞砲門ミリタリーマーチ〉イイイイイイイイイイイイイイイイイィィィィィ！」


    　嵐あらしの如ごとき弾丸が、クライヴへと殺到する。


    「〈リリパットシールド〉！」


    　迎え撃つのは、ナイフを変幻させた盾たて。


    　だが、クライヴの眼前に〈嚥紗〉が滑すべり込む。クライヴの眼前で弾丸が吸い込まれていった。


    　気付けば背後に、もうひとつの〈嚥紗〉。背後から弾丸がクライヴに襲おそいかかった。


    「ぐっ……！」


    　身を翻ひるがえして避けるものの一歩遅れてしまう。一発の弾丸が左腕を貫通した。


    「左腕を取りましたね。これで今までほどのナイフ捌さばきは期待できないでしょう？」


    「悪いね。オレ、片腕だけで投げる方が上う手まいんだ」


    「この状況でよくそんな大おお法ぼ螺らを吹けますこと」


    「すぐにわかるさ」


    　次の瞬間、マルキオンの背中に一本のナイフが突き立った。


    「ぐ……、なんですって……？」


    　ナイフの鋼こう糸しは〈嚥紗〉から出ており、別の〈嚥紗〉と繋つながってクライヴの腕に伸びている。


    「〈嚥紗〉を逆手にとるなんて……」


    「だからさっき言っただろ。片手の方が操作に集中しやすいんだよ」


    「苦し紛れでしょうに……！　このわたくしに傷を負わせたこと、後悔しなさいな！」


    　突き刺さったナイフと柄からクライヴに伸びる鋼糸が、暗灰色に明滅。


    　途端、クライヴの足が床にめり込んだ。重さに耐えられないのか、床が悲鳴をあげるように割れていく。


    「わたくしと繋がった罰──〈罪深き苛酷な大地ダウンフオース〉ですわ。自身の重さに潰つぶれて死になさい」


    　天理のベクトル操作による重力支配。


    　それがクライヴの動きを僅わずかに鈍くする。


    「チッ」


    　傷を受けた左腕で鋼糸をどうにか切り離し、大地の束縛から逃れたが──一瞬の隙すきを衝いて三枚の〈嚥紗〉がクライヴを囲って逃げ場を塞ふさいでいた。さらに唯一の突破口である上には、ケリントスと無数の銃口が覗のぞいている。


    「ギャヒヒヒヒヒッ！　さっきみたいに変幻で床下に逃げても、銃弾は防げねぇぜェェェェェ」


    　異次元に飛ばされるか、砲火にさらされるか、ふたつにひとつだ。


    「クライヴちゃんのお命、くぅ──────だぁさぁいィィィィ!!」


    　ケリントスの勝ち誇った声が響き渡り、


    「クライヴ────────────────────────────────ッ！」


    　咲さ月つきの悲鳴が重なった。


    



    「それには及ばない」


    



    　──突如。


    　小気味よい風切り音を立てて、二本の矢が飛来する。


    「な──」


    　飛来した矢はマルキオンの右手を抉えぐり、ケリントスの右足を穿うがった。


    　同時に〈嚥えん紗しや〉が消えていく。無数にあった銃口もなくなった。


    「心奏センス──〈心意封印アイデイアル・フオール〉。この矢が刺さった者は一切のセンスを封じられる」


    　そこにいたのは銀髪の小さな少女、エリシアだった。クライヴの傍そばに着地する。


    「間に合ったようだね。大丈夫かい、クライヴ」


    「助かったよ、エリシア。さすがにダメかと思ったぜ」


    　そう言ってクライヴが飄ひよう々ひようとした笑みを浮かべた。


    「死に怯おびえていた人の顔じゃないね。やっぱり、お節介だったかな？」


    「助けてもらったことには礼を言うさ。なんでここにいるのかは……後で聞くよ」


    「そうしてもらおう。今はこの局面を乗り切ることだ」


    　ふたりの会話を耳にしながら、マルキオンとケリントスが、新たなプレイヤーを睨にらみつけていた。


    「【失刻の魔女アルターピリオド】、ですわね」


    「コイツまで釣つれるなんて、今日は運勢のチョーゼツ、いい日だなァ！　ギーッヒッヒッヒ！」


    「〝グノーシス〟の第四者に、第五者か。君たちに用はない」


    「あなたは、いい加減排除しなければなりませんわね。わたくしたちの楽園のためにも」


    　マルキオンとケリントスの手の甲に刻まれた紋章が淡く光った。


    「わたしの封印したセンスを戻したか。その紋章イカサマは──」


    「黙りなさいな、魔女。楽園を否定する者は許しませんわ」


    「ここで決着をつけようぜェェ！　魔女ちゃぁん！　こちとら準備万端よォォォォォォォォ！」


    　マルキオンが杖つえを構え、ケリントスが〈城塞砲門ミリタリーマーチ〉を展開。


    　エリシアが弓に矢を番つがえ──その瞬間。


    　耳を覆おおいたくなるような衝撃音と共に、檻おりが破壊される。


    　遮さえぎるもののなくなった光が、影を消すほど溢あふれ出した。


    「旭姫あさひ!?」


    　彼女を中心に立っていることすら難しいほどの激震が塔を襲おそう。


    「なっ──オレサマの〈水晶鳥籠ヘキサヘドロン〉が!?」


    「まさか希のぞみ……!?」


    　彼らは今になって気付いた。


    　希が解放されたことで、旭姫もまた夢境から解き放たれ、意識を取り戻したことを。


    　この場にいる誰もが、輝く旭姫に目を奪われていた。


    「アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ！」


    　旭姫の叫びと共に光が膨ふくれあがり、質量を伴ったかのように周囲へと迸ほとばしった。


    　マルキオンもケリントスも。


    　クライヴもエリシアも咲さ月つきも陽はる翔とも、解放されたエネルギーに吹き飛ばされた。


    　そして──。


    　陽翔の時間が、再び動き出す。


    



    　　　　　▼　　　　　▼　　　　　▼


    



    「ぐ……」


    　陽翔がうっすらと目を開く。


    　──ゲームオーバーになってなかったのか。


    　かろうじて生きていることがわかり、ホッとしたのも束つかの間。


    「……っ」


    　身体からだを起こして状況の確認。それすらできなかった。


    　覚えているのは、突然、旭姫に撃たれたことだけだ。


    　かろうじて急所から数ミリだけズレていた。即死でなかったのは、そのおかげだろう。


    　──とにかく、まずは動かないと。


    　動け動けと脳が命じるが、データ上の身体とリンクしてくれない。


    　自分の身体じゃないように動けなかった。


    　──だったら。


    　身体に闘気を通す。


    　すると、今まで眠っていた神経が無理矢理叩たたき起こされたように感覚が戻ってくる。


    　すさまじく気分が悪い。吐き気と頭痛、視界までぼやけた。死にかけの身体な上に、神経を闘気で代替したようなものだから当然だった。


    　だが、おかげで何とか動くことはできそうだ。


    　視覚も触覚も聴覚すらも曖あい昧まいなまま、陽はる翔とはゆっくりと立ち上がった。


    　回復しない視力の代わりに、闘気の気配察知でフォローする。


    「どうなってんだ……」


    　すぐ近くでクライヴと咲さ月つき、エリシア。その向こうでマルキオンやケリントスらが、全員壁に叩たたきつけられたように倒れていた。皆みんな、意識を失っているか、朦もう朧ろうとしているかのどちらかだ。


    　──何が、起こったんだ？


    　なぜエリシアがいるのか？　貴たか法のりと希のぞみの気配を感じないのはなぜか？


    　今の状態では近距離までしか探れないが、何もかも理解不能な事態だった。


    　だが、ひとつはっきりとわかったことがある。


    　誰よりも強い気配を放つ、旭姫あさひの存在。放たれる気配の異常性。


    　闘気では感情まで探ることはできない。


    　だというのに、旭姫が悲しんでいるのがわかる。ぼやけた視界の中で姿は見えないし、声も聞こえないが、本能で理解した。


    　──早く、行かなきゃ。


    　旭姫のいる場所は、陽翔のいる場所から随分と遠いように思えた。


    　このまま立っているだけではどうしようもない。陽翔は旭姫の気配に向かって足を引きずりながら歩を進める。


    　苦しかった。


    　ゲームの中のはずなのに、息苦しい。窒息しそうだった。ずっと水の中にいるみたいで、呼吸もままならない。無意識に行うべき行動をすべて忘れてしまったのかと思うぐらいだ。


    　他の感覚が弱っているせいか、本来感じないはずの痛みを覚える。


    　あまりにも歩きにくい。


    　自分が揺れているのかと思ったが、ダンジョンが大きく震動していることに、陽翔はようやく気がついた。


    　今にも崩壊しそうなほど、震動はすさまじかった。この状態の自分が立っていられるのが不思議なほどだ。


    「……旭姫」


    　それでも陽翔は旭姫に向かって進んでいく。


    　亀のように、ゆっくりとゆっくりと。


    「アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ！」


    　ダンジョンの一ひと際きわ大きい揺れと共に、旭姫の悲鳴が届く。聴覚もまだ戻っておらず、ノイズ混じりだというのに、旭姫の声だけはしっかり脳へと伝わった。


    　微かすかに気持ちが高揚し、闘気が強くなる。


    「いや……いや……。やだ、やだ、やだ！」


    　徐々に近づく。


    　旭姫あさひは頭を抱えて、自らの力に苦しみ、悶もだえるように藻も掻がいていた。


    　視界が──少しずつ回復していく。


    　気配だけでしか認識していなかった旭姫が、陽はる翔と自身の目ではっきりと見えるようになった。


    　清せい廉れんな輝きを湛たたえる旭姫の身体からだ。


    　こんな時に抱く感想ではないことは承知しているが、とても綺き麗れいな光だと思った。


    「……あ」


    　旭姫は陽翔の姿を見て、身を竦すくませる。


    　陽翔の歩調に合わせて、ゆっくりと後ずさった。


    「──」


    　大丈夫だと声に出したいのに、口が動かなかった。


    「だめ！　近づかないで！　やだ、やだ！」


    　旭姫の混乱したような悲痛な叫び声が鮮明に聞こえてくる。


    　近づいてくる陽翔に怯おびえたように、旭姫は後ろ向きのまま躓つまずいてしまい、転倒してしまった。


    　心を落ち着かせるようにゆっくりと、陽翔はしゃがみ、旭姫に手を伸ばす。


    「やめて！　さわら、ないで……！　あたし、あたし……、もう、陽翔に助けられる資格なんて、ない……！」


    　優しく、陽翔は旭姫の頬ほおに触れた。


    　少しでも安心させようと思っての、本能的な行動だった。


    　手に何かが落ちてきて、それが肘ひじまで流れていく。


    　熱い。


    　火傷やけどしてしまいそうな、熱いそれは──。


    「泣く、なよ……」


    　旭姫の涙。


    　──ああ……。


    　思い出す。


    　──あの時も、旭姫を泣かせてしまったな。

  


  
    ［間章　追憶 ～ the side of 〝Nightmare〟 act.4 ～］


    



    「陽はる翔との顔なんてもう見たくない！　どっか行っちゃえ！」


    　旭姫あさひの口から勢いに任せたような、ひどい言葉が衝ついて出た。


    　それは拒絶。


    　今までの絆きずなを壊し、これからの関係を繋つなぐことも認めない宣告。


    　陽翔が顔色を変え、眉み間けんを険しくした。


    　言い過ぎてしまったのだと後悔しても、もう遅い。


    　陽翔は鋭い眼まな差ざしで旭姫の方を睨にらんでいる。


    「う、あ……」


    　旭姫は本当に泣きそうになっていた。


    　──なんで、何がいけなかったの？


    　混乱してしまう。


    　どうすればよかったのか。どうすればいいのか。


    　時間は止まってくれない。


    「旭姫ッ！」


    　陽翔が剣けん呑のんな叫びと共に、旭姫に剣の切っ先を向けた。


    　一足飛びに剣を下段に構えて旭姫に肉薄する。


    　旭姫の頭を狙ねらうように──袈け裟さ斬ぎり。


    　旭姫は観念したように目を瞑つむる。


    　──ごめんね。陽翔。


    　気持ちがわからなかった。


    　通じ合わせることができなかった。


    　──きっと、自分の何かがいけなかったんだ。


    　悲しみと後悔に身を焦がしながら、終わりの時を待つ。


    　そして──ざくりという肉を裂く音が響いた。


    　ところが、いつまで経たっても衝撃は来ない。


    　それどころか、陽翔に腰を抱かれていた。


    　陽翔は跳躍し、そこから大きく離れる。


    　──え？　あたし、斬られたんじゃ……。


    　恐る恐る、目を開く。


    　目の前には倒れたはずのビッグレッドシザーが変態し、復活していた。


    　名前にもある体色の赤を毒々しい紫に変えて、鋏はさみも二本、新たに生やしている。


    　──もしかして、剣を抜いたのって。


    　旭姫あさひを傷つけるためなどではない。


    　陽はる翔とは気配を察していたのだ。


    　息を吹き返したビッグレッドシザーが、旭姫の背後から襲おそいかかってくるのを。


    　それは、旭姫を守る剣だった。


    　陽翔と旭姫に向けて、鋭利な鋏はさみが襲いかかってくる。真の姿を現したビッグレッドシザーはスピードも段違いだった。


    　だが、鋏を陽翔は剣でしっかりと受け止める。危なげなく、確実に旭姫を守るように。


    　陽翔の闘気を通じて、旭姫の心が温められていく。


    　今までの格好悪い感情が、すべて穏やかな気持ちに塗り変えられていくようだった。


    「旭姫は言ったよな。俺がもっと強ければって」


    　少しずつ、闘気が強くなる。


    　旭姫を狙ねらう鋏が、鋭さを増せば増すほど、呼応するように陽翔は闘気を輝かせた。


    「じゃあ、そうする」


    　あっさりとした、なのに、不思議なほど優しく力強い宣誓。


    「お前を何からでも守れるように。お前が泣かなくてすむように──」


    　陽翔の闘気が、みるみる金色に転じていく。


    　その姿はさながら鬣たてがみを靡なびかせた金きん獅じ子しのごとく。


    　威風と誇りに満ちあふれていた。


    



    「旭姫のために、俺は強くなってみせる！」


    



    　陽翔はずっと気にしていたのだ。


    　自分のセンスが皆に比べて劣っているのを。ビッグレッドシザーの殻からもそうだが、デンゲイの鱗うろこすら傷付けられなかったことは、彼に力不足を強く痛感させた。


    『陽翔がもうちょっと強ければ、それでもいいけど！』


    　陽翔にとって、最も痛い言葉だったのだろう。


    　他でもない旭姫に、守る力がないと言われたも同然だ。


    　だけど、彼は常にそのために行動していたのだ。


    　──大切な人を守るという意志は、誰よりも強く。


    　──故ゆえにこそ、誰よりも強さを求めた。


    　そしてついに、獅子は目覚めたのだ。旭姫の窮地に、金色の輝きセンスをもって。


    　闘気の炎が、鮮やかに燃え盛る。


    「綺き麗れい……」


    　戦闘中だというのに、旭姫あさひは鮮烈さに目を奪われる。


    　煌こう々こうと輝く金の闘気は、その場の──いや、今まで見てきた誰のセンスよりも力強かった。


    　この身を、すべて委ゆだねたくなってしまうほどに。


    　──あたし、お姫様みたい……。


    　場違いながら、そんなことを考えてしまった。


    「いっけええええええええええええ！」


    　陽はる翔とが構えた剣の、刀身に闘気が伝っていく。


    　一振りで、新たに生まれた一本の鋏はさみを斬きり裂いた。先ほどまで殻からに弾はじかれていた陽翔の剣が、バターでも斬り裂くようにあっさりと。


    　動きもまた閃せん光こうの如ごとく。


    　一瞬で敵の懐ふところに潜り込み、目を貫つらぬく。


    　返す刀でまた一本の鋏を斬り落とし、残りは元々持っていた二本のみ。


    　もはやこれまでの陽翔とは別人だ。


    　ひとりで、ビッグレッドシザーを圧倒している。それも旭姫を抱えながら。


    　ビッグレッドシザーはあらゆる攻撃で陽翔に掠かすり傷ひとつ負わせられず、逆に陽翔が剣を振るごとにみるみる身体からだが小さくなっていく、


    　全員が目を奪われたように見入っていた。


    「み、視みえた……！」


    　旭姫の脳裏に奇妙な映像が浮かび上がる。


    　ビッグレッドシザーが不意を衝ついて、鋏を身体から分離して飛ばしてくるものだった。


    　──だけど、すぐに陽翔が片をつけてくれる。


    　鋏は陽翔の脇を貫き、旭姫の腕を斬り裂くことになるが、その程度で死にはしない。


    　今までの諍いさかいも忘れ、旭姫は内容を伝える。


    「陽翔！　そのまま剣を上段から振り下ろして──」


    　しかし、陽翔は指示に従わなかった。


    　ボスが鋏を飛ばしてくると同時──。


    「全部、まとめて吹き飛ばしてやらあッ！」


    　陽翔は勢いのままに闘気をのせた金色の剣を横に薙いだ。


    　光の連なりが剣筋と共に閃ひらめく。


    　鋏と胴体を一緒に、一瞬で斬り裂いた。


    　獅し子を象かたどったような闘気は旭姫に向かっていた鋏を破壊し、さらに敵に着弾すると咀そ嚼しやくするように体を削っていく。


    　それはまだ名前も付いていない、初めての〈獅子なる流星の一撃レオニダス〉だった。


    『ギイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイッ！』


    　断末魔をあげて、一片も残すことなくビッグレッドシザーは喰くい尽くされる。


    　陽はる翔とはようやく床に着地し、一息吐つく。身体からだと共に、温ぬくもりがそっと離れていった。


    　にっと笑って、旭姫あさひと向き合う。


    「できたぜ。お前を守って、敵を倒すことが」


    　──旭姫は誤解をしていた。


    　なぜ陽翔が〈未来視プロフエアータ〉に従わなかったのか、ずっと苛いら立だっていたのに。


    　一度理由がわかると、全てのわだかまりは、まるで雪溶けのように消えていった。


    　全部全部、旭姫を守るためだったのだ。


    「お前がいつも皆みんなを傷つけない未来を指示してるのはわかってる」


    〈未来視〉で、旭姫は常に自らの身を顧かえりみない、危険と隣り合わせとも言うべき未来を選択していた。


    　自分が多少傷付いても、他の皆が安全に勝てる方がいいと思っていたから。


    　旭姫は、勝利と仲間の無事だけを無意識に選択していた。


    「でも、そこにちゃんとお前も入れろよ。お前が傷つく未来を指示するな。そんなもの、俺は絶対に従わねーぞ」


    　だけど、陽翔は誰も傷つくことなく、守りながら勝てる方法を模索していたのだ。


    　──すごい、欲張り。


    　でも、それが陽翔なのだと改めて思い至る。


    　悲しみやもやもやは、心に何ひとつ残っていない。


    　真まっ新さらで綺き麗れいな青空のように、晴れ晴れとしている。


    　お互いの心が完全に繋つながっている感覚。


    　そして、今まで理解できなかった行動がすべて自分のためだったのだとわかった瞬間、旭姫の胸が早鐘のように鳴り響き始めた。


    　頬ほおもどんどん熱くなっていった。制御できない心地よい熱に身体が満たされていく。


    　──ああ、きっといつもそうなんだ。


    　陽翔は常に一番危うい場所にいる。


    　皆を守るために。


    　彼のセンスは、その強い意志を顕けん現げんしたものだったのかもしれない。


    　だからこそ──旭姫に疑問と不安が生じた。


    　これだけ皆の身を守ってきて、傷ついて。


    　じゃあ、誰が、陽翔の身を守るのだろう……と。


    「すげーじゃん、陽翔。今の超クールだったぜ」


    「ホント、何よ今の！　あんなのできるなら最初からやりなさいよ！」


    「ま、まあ、今のは認めてもいいな」


    「……す、すごかったよ、陽はる翔とくん」


    　皆の中心にいる陽翔を見て、思う。


    　──あたし、守りたいんだ……。


    　前線で傷付く陽翔を、少しでも支えたい。


    　後衛で指揮することが、陽翔を守ることに繋つながるならそれがいい。


    　そして、気付いてしまった。


    「あたし、やっぱり……───────」


    　嬉うれしそうに彼への想いを囁ささやいた。


    　誰にも聞こえないように、小さく小さく……。


    「何か言ったか、旭姫あさひ」


    「ううん。なーんにも！」


    　いつかきっと、胸を張って言える時が来るはずだから──。

  


  
    ［第五章　夢の終幕］


    



    　──もう泣かせないと、心に決めたはずなのに。


    　今の旭姫あさひは悲嘆に暮れたように泣いている。


    　昔と同じだ。


    　喧けん嘩かしてしまった、あの時と。


    　理由は明白。


    　──俺が弱いから。


    　旭姫を守るための力が足りないから。


    　──だから、どうした。


    　力が足りなければ、強くなるしかない。


    　──思い出せ。


    　強くなる理由を。


    　──あの時みたいに！


    　陽はる翔との中に、無尽の闘気が湧わき出してくる。


    　かつてのように、旭姫が危機に陥おちいったからこそ溢あふれるセンス。


    　旭姫を守るための力が湧き出しているかのように、金色の闘気が放出される。


    　優しく、旭姫の身体からだを抱き寄せる。温ぬくもりがふたりを包み込んだ。


    「陽翔……？」


    　いつしか陽翔の闘気は黄金色から変じつつあった。


    　今まで不可能だったことを可能にするために。


    「──お前のためなら、俺はいくらでも強くなってみせるから」


    



    　そして、【獅子心王クールドリオン】は咆ほう哮こうする。


    



    「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ！」


    　体内にさらに充ち満ちていく。


    　旭姫を守るための闘気。陽翔のセンスが。


    　変質した闘気が旭姫の中へ流れ込む。


    　陽翔の闘気は触れた肉体や物質を強化する。


    　だが、もはや今の闘気はそれだけに留とどまらない。


    「勇気が……湧いてくるよ、陽翔」


    　精神をも、強化する。


    　旭姫あさひの表情は、深い闇やみに光が射したように少しずつ和やわらいでいく。


    　新たな力。優しくも力強い、純粋なる白金の闘気。


    　伝承にもある神の使い──白き獅し子がそこにいた。


    「覚かく醒せい、したのか……？」


    　身体からだを起こしたエリシアが驚きと嬉うれしさを表情に滲にじませて、白獅子の姿を見つめている。


    　咲さ月つきとクライヴも同様だった。


    　ダンジョンの揺れが少しずつ収まり、音も静まり返っていく。


    「陽はる翔と……」


    「……よ。目、覚めたか？」


    　旭姫は完全に自我を取り戻した。悪あしき精神を完全に駆逐したのだ。


    　陽翔は旭姫の頭を撫なでて安心させるように言う。


    「あ、あたし、陽翔を、撃って……」


    「お前は何も気にするな。身体からだを張るのが、俺の役目だ」


    　異常なほどの回復力。白金の闘気は、少しずつ胸の傷を癒いやしつつあった。


    　精神の強化に加えて、圧倒的な身体強化──桁けた外はずれのレベルアップ。自分ですら底知れなさを覚えるほどの闘気だった。


    「まさか、アサヒだけではなく、ハルト、あなたまで覚醒するなんて驚きですわ」


    「ギヒッ！　すっげぇなぁ！　〝スバル〟はよぅ！　予想を遥はるかに上回るううううゥゥゥ！」


    　起き上がったマルキオンとケリントスが〝スバル〟を睨にらみながら構える。


    「ギーッヒッヒッ。マルキオンよぅ。さすがに一度、撤退した方がいいんじゃねェかァ？」


    「いえ。わたくしたちの役目はアサヒの確保。違えるわけにはいきませんわ。おめおめと逃げ帰っては、第一者に会わせる顔がありませんわ」


    　ふたりは〈嚥えん紗しや〉を生み出し、自らの身を守るように展開した。


    　クライヴと咲月が、陽翔たちの傍そばに駆け寄ってくる。


    「形勢逆転ってところだな。さすがだぜ、陽翔」


    「それでこそ陽翔よね。……で、あんたたちも逃がさないわよ。やられたこと、倍にして返してやるから」


    　そして、彼らもまた最上階へ戻ってきた。


    「大体、察しがつくが……皆みんな、上う手まくやってくれたようだな。あとはこいつらを倒すだけか」


    「わたしを使って皆を傷つけたこと……絶対に許しません」


    　貴たか法のりと希のぞみだ。希は明らかに正気に戻っている。貴法はしっかり約束を守ったのだ。


    「ついに……揃そろったね」


    　エリシアが万感を込めて呟つぶやく。


    　──〝スバル〟。


    《ユニオン》において、究極、あるいは理想と言われた無敵のパーティ。


    　闘気、魔導、天理、心奏、変幻、夢境。


    　六年という歳月を経て、最強の仲間たちが一堂に会したのだ。


    　貴たか法のりと咲さ月つきが、己おのれの武器を構えて前に出た。


    「貴様らふたり、真っ当にゲームオーバーができると思うな」


    「話を聞かせてもらうわ。捕まえた後にじっくりとね」


    　だが──。


    「やめろ。貴法、咲月」


    　そこで陽はる翔とが手を突き出して、貴法と咲月を制止した。


    　ふたりが訝いぶかしげな顔をする。


    「なぜだ、陽翔。このまま見み逃のがすというのか？」


    「あなたが一番、頭にきてるでしょう」


    　陽翔の表情は、一見すると穏やかにも映った。


    　しかし、瞳ひとみの奥を見ればわかる。計り知れない怒りが内包されていることを。


    「だからこそだ」


    　この敵たちに、手心を加えるはずもない。


    　七星剣プレアデスの切っ先を、マルキオンとケリントスに向けた。
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    「俺ひとりでやる。旭姫あさひの心を弄もてあそんだ罪は──俺が裁く」


    



    　陽はる翔とから立ち上る眩まばゆいばかりの白金プラチナの闘気に、誰も口を挟めない。


    「ひとりでわたくしたちを相手にするですって？」


    「ギッヒッヒッヒッヒ！　さすがに思い上がりすぎだねェェェェェェ！　陽翔ちゃぁん！」


    　激げき昂こうしたように陽翔を睨にらむマルキオンとケリントス。彼らの手に刻まれた紋章が朱あかく輝き出す。


    「来いッ！　〈水晶鳥籠ヘキサヘドロン〉、〈城塞砲門ミリタリーマーチ〉！」


    　陽翔を囲うように、透明な壁が四方に現れ、さらに上を塞ふさいだ。


    　箱の中に陽翔を狙ねらう銃器が無数に現れる。


    　マルキオンが石突きで床を叩たたくと、箱と銃器が仄ほの暗ぐらい光を纏まとった。天理で何らかの理ことわりを与えたのだろう。


    「連係センス、〈異次元回廊ユートピア〉。囲っている壁は〈嚥えん紗しや〉と同じ性質──弾丸は無限に飛び交いますわ。あなたの遺骸はそのまま楽園へと運んであげましょう」


    　勝ち誇ったように、笑みを浮かべるマルキオン。


    　鳥籠の中で藻も掻がく哀れな鳥を見ているかのようだった。


    「さあ、アサヒ。このままでは彼がこの世界から消えますわよ？」


    　そんな脅おどしをかけられてもなお、旭姫は動じない。陽翔を心の底から信じているように、瞳ひとみは揺れなかった。


    　マルキオンが小さく舌打ちする。


    「仕方ありませんわ。おやりなさい、ケリントス」


    「よっしゃぁ！　待ってたぜぇ！　エターナルファイアァァァァァァァァァァァァァッ！」


    　鼓膜が破れるような音と共に、銃火が煌きらめく。


    　放たれるのは、三百六十度、逃げ場のない異次元への強制転送弾。


    　弾丸は壁をループし続け、際限なく身体からだを穿うがち貫つらぬく地獄の檻おり。


    「──いくぜ、七星剣相棒」


    　まるで時が止まったような刹せつ那な。


    　陽翔は力を解放し、七星剣プレアデスに白き闘気を伝わせる。


    　檻から一気に白光が拡がり──。


    「喰くらい尽くせ、白獅し子──〈獅子なる銀河の一撃レオニダス・オリジン〉！」


    　一いつ閃せん。


    　白き光が輝く獅子となって、耳をつんざくような咆ほう哮こうと共に放たれる。


    　無数の弾丸を風圧だけですべて押しのけ、白獅子は透明な壁に喰らい付いた。


    　だが、闘気は吸収されない。


    　エネルギー量があまりにも極大すぎて、取り込みきれないのだ。


    　異次元楽園に行くことを闘気が拒否しているかの如ごとく、居座り、喰くい破り、なお止まらない。


    「そんな、わたくしの、わたくしの楽園があああああッ!!」


    「ヒギッ！　これはッ！　笑えッ、ねェェェェェェェェッ！」


    〈異次元回廊ユートピア〉を破壊し、白獅し子はマルキオンとケリントスを丸呑のみする。


    　彼らに抵抗する術すべはなく──。


    　一瞬で跡形もなく喰い尽くされ、静寂だけが残った。


    



    　すべてが終わり──。


    「……情報を吐かせるはずだったのに、ゲームオーバーにしてどうするのだ、馬ば鹿か者」


    　貴たか法のりが呆あきれた口調で、陽はる翔とを咎とがめる。


    「悪かったな。加減が利かねぇんだよ」


    「ふん……まぁ、なんだ。旭姫あさひを正気に戻してくれたことは感謝しておこう」


    「お前もな。希のぞみをよく連れ戻してきてくれたよ」


    　珍しく健闘を讃え合う陽翔と貴法。目を合わせずに、拳こぶしを軽くぶつけた。


    「あんた、あのふたり相手によく持ち堪こたえたわね」


    「ギリギリだったさ。幸運の神様が気まぐれをおこしてくれたのかもね」


    「そういうの絶対信じてないでしょ、あんた」


    　咲さ月つきとクライヴも軽口を叩たたき、笑い合う。


    　そんな中、旭姫はじっと希を見つめていた。


    　希もまた輪に入りづらそうに立ち尽くしている。


    「皆みんな……」


    　緊張した希が囁ささやくように言うと、皆の視線が希に集中した。


    　一度深呼吸をした後、意を決したように深々と頭を下げる。


    「本当に、ごめんなさい。謝って済む問題じゃないことはわかってるけど、わたし……」


    　罪悪感に満ちた表情。


    　だが、しんみりとした雰囲気にするのを彼女が許すはずもなかった。


    「希─────っ！」


    　我慢できないと言わんばかりに、旭姫が勢いよく希に抱き付く。


    「あ、旭姫、ちゃん……」


    「今度こそ、本当の希だー！　綺き麗れいになったって聞いてたけど、本当に綺麗だー！」


    「……本物の、旭姫ちゃん、なの……？」


    　敵対していた時は気に掛けることのなかった旭姫の存在。


    　だが、クリアになった意識に、彼女の存在は何よりも鮮烈だった。


    　六年前の『ユニオンダウン』以来、死別したと思っていた大切な幼なじみ。


    「幽霊なんかじゃないよ！　足もあるし！」


    「本物の、旭姫あさひちゃんだ……」


    　希のぞみも感極まったように旭姫の身体からだをギュッと抱きしめる。


    　かつて内気だった彼女は自分の考えを表に出すのが苦手だった。その分、人の内面を見通すことには長たけている。


    　その感覚が確信させた。


    　彼女は本物であると。


    　温ぬくもりを伝え合うように、ふたりは抱き合う。


    「えへへー。希は相変わらず泣き虫さんだね」


    「な、泣くよ、こんなの。あ、当たり前だよ……。友だちが、も、戻ってきたんだもん……」


    　二度と会うことは叶かなわないと思っていたのだ。言葉にできない感情だって溢あふれ出す。


    「希が《リユニオン》に入ってきてくれてよかった」


    「昔に比べて見違えたしね。頼らせてもらうよ」


    　陽はる翔ととクライヴも希を見ながら、一息吐ついている。


    「ごめんね、陽翔くん。まったく信じてなくって。クライヴくんも、本当に久しぶりね」


    　後ろから希の頭をコツンと叩たたき、


    「まーったく。世話焼かせて。手がかかるんだから。この娘こは」


    「ご、ごめんなさい、咲さ月つきちゃん……。あんなにヒドいことばっかり言って……」


    「いいわよ。希が戻ってきたことが……何より嬉うれしいから。私も結構ヒドいこと言ったし」


    「咲月ちゃん……」


    「だから、笑いなさい。私たち〝スバル〟は勝ったんだから」


    　満面の笑みで咲月が言う。


    　そう。


    　ここにようやく集まったのだ。


    　闘気の陽翔。


    　心奏の旭姫。


    　天理の貴たか法のり。


    　魔導の咲月。


    　変幻のクライヴ。


    　夢境の希。


    　六つのセンス、その頂点を極めた最高の仲間が。


    「これで〝スバル〟復活だー！」


    　旭姫あさひが拳こぶしを上げて喜び、皆みんなも小さく笑い合う。


    　六年前──《ユニオン》を駆け抜けていた頃のように。


    　エリシアが感慨深そうに笑みを浮かべながら見守っていた。


    　旭姫がこれ以上ないほど頬ほおを緩ゆるめて、嬉うれしそうにすっと手を差し出す。


    「ほら！　皆、やろうよ！」


    　意図に気付いた陽はる翔とと咲さ月つきは顔を見合わせて笑い、真っ先にその上に手を置いた。


    　さらにクライヴが続き、貴たか法のりも、そして希のぞみが一番上にのせる。


    　六人の手が自然と重なった。


    　陽翔たちにとって六年ぶりに行われる、〝スバル〟の神聖な儀式。


    「じゃあ、いっくよー？　〝スバル〟は、ここに約──」


    



    「──諸君の〝約束〟が果たされることはない。未来永えい劫ごうに」


    



    　背筋をなぞるような不気味な声。


    　全員が咄とつ嗟さに振り返る。


    　そこに三人のプレイヤーたちがいた。


    　いずれもローブを羽織っており、右手の甲に紋章が描かれている。


    　フードを被かぶって顔が見えないが、間違いなく〝グノーシス〟のギルドメンバーだ。


    　そのひとり──中央に立つ者が、フードを捲まくり上げる。


    　陽翔と咲月、貴法が露あらわになった顔に目を見開いた。


    「朝は世話になった」


    「き、貴様。あの不可思議な現象を起こした……」


    　貴法が震ふるえる声で呟つぶやく。


    「名をセトという。〝グノーシス〟の第一者を担っている」


    「だ、第一者……？　ということは、あんたが」


    「トップということになる」


    　貴法と咲月がそれぞれ構えると、隣にいたふたりが前に出る。


    「第二者。ナハシュ」


    「第三者。カイン」


    　ナハシュと名乗った者が、ちらりと希を見た。


    「私の術を解いていたか、【白闇の支配者リバース・ラー】。なるほど、貴様も覚かく醒せいをしたというわけか」


    「な……。まさか希を洗脳したのは……！」


    「ケリントスやマルキオン如ごときに、日下くさか希を御せるものか。まして現世ではな」


    　誰もが息を呑のみ、緊張が高まる中、


    「セト──ッ！」


    　エリシアが修羅の如ごとき形相で矢を射放った。


    　封印センスが込められているであろう鏃やじりは、セトに向かって突き進み──ぶれる。


    　気付いた時には、矢は存在ごと消え失せた。


    　そして──。


    「がはっ……」


    　セトは一歩も動いていないというのに、エリシアが傷つき、地面に伏していた。


    　──いつ攻撃をした？


    　攻撃が見えないどころの話ではない。気配をまったく感じ取ることができなかった。


    　カインやナハシュが攻撃したわけでもない。彼らは指一本動かしていなかったのだから。


    　そもそもエリシアの放った矢はどこにいったのか。


    　鋭い風切り音が、微かすかな風圧が、彗すい星せいのように棚引いていた封印の光が、消えたのみならず何の痕あとも残していない。まるで攻撃そのものをしていなかったように。


    　信じ難い光景を目まの当たりにして、全員が呆あつ気けに取られてしまう。


    「【失刻の魔女アルターピリオド】。ついに公おおやけに姿を現したか。セト様に危害を加えようとは度し難い女め」


    　ナハシュがエリシアを見下ろした。


    　身が凍えてしまいそうなほど冷淡な侮蔑の気配が、フードの中から伝わってくる。


    「黙れッ！　ナハシュ！」


    「貴様と私たちの目的は奇くしくも同一！　革新の女神、その誕生を共に喜ぶべきであろう！」


    「ふざけるな！　わたしの目的はただひとつ──セトを抹殺することだ！」


    　エリシアは積もりに積もった恨みを吐き出すかのように、セトを睨にらみつけていた。


    　別人のように、我を忘れている。


    　だが、立ち上がることすらできず、エリシアは悔しそうに歯は噛がみした。


    「セト様を殺すなどと、愚おろかな……！　なんと烏お滸こがましく、下賎な民だ……！」


    　ナハシュの表情は口しか見えないが、セトへの害意に不機嫌そうに舌打ちする。


    　セトはエリシアのことなど眼中にないように、一歩前に踏み出て、旭姫あさひの方を見た。


    　表情は柔にゆう和わとも言えるが、瞳ひとみがあまりにも昏くらい。どんな人生を歩めば、こんな目ができるのだろうか。冷徹なる異端者、あるいは酷薄なる哲学者のような……。そこには、凄せい惨さんな絶望と、狂気の希望を同居させたような闇やみがあった。


    　彼の目は旭姫を見ていない。ただ旭姫が映っているだけだ。


    「空く閑が旭姫をプロジェクトに復帰させる時が来た」


    　黒き眼光に貫つらぬかれ、旭姫が後ずさる。


    「あ、あなたは……」


    「空閑旭姫。よもや、この顔を忘れてはいまい」


    　旭姫あさひは腕で身体からだを抱きしめて、後ずさる。


    　心的外傷トラウマでも刺激されたかのように、顔は蒼そう白はくになっている。


    「旭姫ッ！　見るな！　背中に隠れてろ！」


    　なぜ、旭姫が彼を見て怯おびえるか、理由などわかるはずもない。


    　わかることはただひとつ。旭姫を怯えさせるこの男は、陽はる翔との、そして〝スバル〟の敵ということだけだ。


    「あんたらはここで斃たおれてもらう。二度と旭姫に手を出せないようにな」


    　陽翔が旭姫を庇かばうようにセトの前に立ち塞ふさがり、七星剣プレアデスを向ける。


    



    「人類が滅びる時は近い。世界を守護するには空く閑が旭姫の覚かく醒せいが必須条件となる」


    



    　子供に言い聞かせるような口調だった。


    「滅、びる……？」


    　出てきた話が、いきなり壮大すぎた。


    　頭がついていかず、陽翔は戸惑う。貴たか法のりたちも眉まゆを顰ひそめて、顔を見合わせていた。


    「何を言ってるんだ、あんたは。頭がおかしいのか」


    　ようやく言葉を返した陽翔に、


    「貴様らは何もわかっていない」


    　セトの代わりに口を開いたナハシュが、唾だ棄きすべき人間を嫌悪するように語る。


    「人類は滅びの道を歩んでいる。偉大なるセト様はその御力を使い、それを突き止めたのだ！」


    「だからなんだ……！　宗教だったら間に合ってるから勝手にやってろ！」


    「宗教？　なんと無知蒙もう昧まいな……！　この世界の運命は決まっているのだ！　家畜にも劣る無能な人間どもが跋ばつ扈こする、無惨な世界に成り下がることに！」


    　ナハシュは信奉する聖書を朗読する栄誉を賜たまわったかのように続けた。悪魔でも取り憑ついているのか、その口調は狂信者のそれだ。


    「故ゆえにセト様は人類を救う──世界の運命を覆くつがえすためのプロジェクトを開始した。《ユニオンプロジェクト》……仮想空間内でセト様と同等の能力センスを持つ者を探すために！　まさしく救世！　神の如ごとき慈悲！　そうして試練の如き苦難の末、我らは希望を探り当てたのだ！」


    　ナハシュは心臓を狙ねらうように、旭姫に指を突きつけた。


    「貴様のセンス、〈未来視プロフエアータ〉だ」


    　旭姫は身体を震ふるわせて、陽翔の背中にしがみつく。


    「あ、あたし……が？」


    「〈未来視〉──いや、〈運命選択〉のセンス。それが人類を救う鍵かぎなのだ!!」


    「や、やだよ……そんなの……！　あ、あたし、そんな人類とか、救世とか知らない！」


    「貴様の意思など知るものか。無知の極みとはいえ、セト様と同じ、神の座に至る翼を持つのだ。これ以上の至福など、現世にはあるまい！　光栄に思うがいい！」


    　ナハシュの話が終わった瞬間、地に伏したままのエリシアが声をあげる。


    「こいつらの話に耳を貸すな！　この連中が未来を絶望に染める大罪人どもだ！」


    「黙っていろ、【失刻の魔女アルターピリオド】」


    「ぐっ……！　──────────────」


    　ナハシュが言うと、エリシアの声が見えざる手で首を絞められたかのように掻かき消えた。


    　そして──セトが旭姫あさひに向かって、ノアの方はこ舟ぶねに誘うように、ゆっくりと手を差し出した。


    「空く閑が旭姫。世界変革の担い手よ。時は満ちた。共に人類を導こう」


    　遮さえぎるように〝スバル〟の五人が前に立つ。


    「冗談じゃない。あんたらがどれだけ崇高な使命を持っていようと、旭姫を渡すわけにはいかねぇんだよ！」


    「貴様らには聞きたいことが山ほどある」


    「そうね。ようやく、すべての真実を明かして、決着をつける時だわ」


    　陽はる翔と、貴たか法のり、そして咲さ月つき。覚かく醒せいを果たした〝スバル〟の誇るスリートップが前に出る。


    　片やセトを守るように、カインとナハシュが進み出るが──。


    　セトが無言で制した。


    「は……」「………」


    　彼らは大人しく後ろに下がる。


    「随分と自信があるじゃねぇかよ」


    　陽翔の言葉を、セトが人間味を感じさせない表情で受け流した。


    　それを火ひ蓋ぶたとして、陽翔が極限にまで白金の闘気を高める。


    　貴法のガントレットが光子と化し、腕の周りに輝く竜を形成する。


    　咲月は鞭むちを振るって、出し惜しみすることなく、すべての精霊王を呼び出す。


    「行くぞ、咲月！　貴法！」


    　陽翔は七星剣プレアデスを下段に構えた。


    「世界への扉を開くッ！　〈第極世界ソリチユードバースト〉！」


    　貴法が吠ほえる。


    　世界は塗り替えられた。


    〈第零世界ソリチユードゼロ〉が無の空間を作り出し、闘気の感覚を極限まで研ぎ澄すまさせる世界ならば、〈第極ソリチユード世界バースト〉は有の空間。あらゆる感覚を、極限を超えた次元にまで増幅バーストさせる、陽翔の理想空間だ。


    　覚醒した天理は、新たな〝理ことわり〟すら創り出す。陽翔の闘気を倍加させる世界が顕けん現げんした。


    　闘気が無尽蔵に溢あふれ出てくるかのようだった。


    　限界など存在しないように、自身の四肢に、心に、魂たましいに、剣に、力が注がれていく。


    　万物を、この世界から消滅させるために──。


    「──キュクロープス、ハーデス、トール、シルヴェストル！　〈歪曲ノ位相フエルミオン〉」


    　咲さ月つきが鞭むちを振るい、磁と魔、雷、嵐あらしの精霊王が光り輝く。


    〈第極世界ソリチユードバースト〉に、純粋な斥せき力りよくと引力という概念が組み込まれた。


    　さらに、風と火が生む爆発による暴風が陽はる翔とを押し出す。


    　陽翔が、セトと磁力で引き合わされるかのように、残像を生み出しながら超高速で肉薄した。


    　猛たける白炎の一いつ閃せんが解き放たれる。


    「〈獅閃・烈エストレヤ・ペサーロ〉！」


    　避けることなど、不可能。


    　防御など意味を成さない。


    　覚かく醒せいした三人による連係センスの極致。


    　それがセトの身体からだに迫り────────


    「!?」


    　世界が激しく揺れ動いた。


    　ガラスを割るかの如ごとく〈第極世界ソリチユードバースト〉が崩壊する。


    　気付けば──陽翔は地べたを這はいつくばっていた。


    　何をされたのか、身体がぴくりとも動かない。


    　──なん、で……？


    　理解できない。


    　必殺の攻撃を仕掛けた自分が、なぜ倒れているのか。


    　貴たか法のりと咲月もまた倒れていた。同じように、苦痛と不可解の入り混じった顔で。


    　そもそもなんの攻撃を受けたかすらわからない。攻撃の兆候など一切なかった。


    　攻撃を行った余波すら感じることができなかった。


    「……なんだ、今のは」


    　クライヴが瞳ひとみを瞬しばたたかせる。彼の目を持ってしても、追えなかったのだ。額ひたいに一筋の汗が光る。


    　何の感慨も湧わかないように小さく溜ため息いきを吐ついたセトが、こちらに近づいてくるのを見て、クライヴは即座に頭を切り換えた。


    「希のぞみッ！」


    「う、うんッ！」


    　クライヴと希もまたセトに立ち向かい──次の瞬間には地に倒れ伏していた。


    　もはや世界が変わったかのような現象。


    　クライヴと希が攻撃する世界から、クライヴと希が倒れている世界へ、一瞬で切り替わったようだった。陽翔たちと同じく、攻撃を行った余波、余韻が一切感じられない。


    　明らかに異常なセンス。感知不可能のセンスだった。


    　だが、それでも──ヒントはあった。そこから導き出される答えは……。


    「あの、喫茶店での現象……。つまり、お前は……」


    「君の考えている通りだ」


    　呻うめくように言う陽はる翔とに、セトが近づき、首を掴つかんで持ち上げる。


    「や、やめてっ！　陽翔を放して！」


    　旭姫あさひがセトに銃を向けた。身体からだは恐怖で痙けい攣れんしたように震ふるえ、狙ねらいは覚おぼ束つかない。ギリギリで精神の均衡を保っている様子だった。


    「空く閑が旭姫。君がもし、この状況を覆くつがえすのであれば、運命を変える以外に手はない」


    「………」


    「だが、君の感情はそれを阻そ害がいする。意識は可能性を縛るが故ゆえに、この運命を覆せるほどの未来が君には見えない」


    「そんな、ことは……！」


    　口ではそう言ったものの、セトの尋常でない強さを見て、どうすれば勝てるのか思いつかなかった。あまりにも規格外すぎる。〈無垢なる闇プルガトリオ〉が可か愛わいく思えてしまうほどに。


    「それが……未来の見えない原因なの……!?」


    「意識を封じてこそ、君は革新の女神たりうる」


    　旭姫には何もできない。皆を、陽翔を助けなければいけないのに、あまりに無力すぎた。


    「あとは君次第だ」


    「……え」


    「君がともに来るのであれば、彼らを殺さないと保証する」


    　心の隙すき間まに忍び寄る、無機質な口調。


    「〝グノーシス〟は、君と敵対したいわけではない」


    　旭姫の目が泳ぐ。やがて頭が垂れていき……。


    　手から拳けん銃じゆうが零こぼれ落ちた。カツンと冷たい音が鼓膜を震わせる。


    「……旭姫、やめろ……！　聞くなッ！」


    　持ち上げられたままの陽翔が呻くように吐き出した。


    　言葉は旭姫に届いたが、しかし、意志を変えるには至らない。


    「最後にもう一度だけ問おう。〝スバル〟よ。君たちにも運命を変えるための力になってもらいたいと思っている。考えを改める気はないか？」


    「ふざけるな……！　誰が、お前らなんかに……ッ！」


    　セトが同情するように陽翔を見ている。無知蒙もう昧まいなる滅びゆく人類に向ける目とでもいうのだろうか。瞳ひとみからは何も感じない。昏くらく吸い込まれそうなおぞましい影があるだけだ。


    　彼は何の躊躇ためらいもなく、感慨もなく、こちら虫ケラを殺すというのがわかった。


    「……本当に、皆みんなを助けてくれるの？」


    　旭姫あさひが顔を強こわ張ばらせて、慎重に問う。


    「──〝約束〟しよう」


    　その皮肉な言葉に──ついに、旭姫が頷うなずいた。


    　陽はる翔とが解放され、地面に落とされる。


    「ゲホッゲホッ！　や、やめろ……！　旭姫……！」


    　擦かすれる声で旭姫を引き留めるが、


    「安心して、陽翔」


    　──また彼女に守られて、彼女を守れない。


    「あたしが、皆の未来を……〝スバル〟を救うんだよ」


    　気丈な声とは裏腹に、あんなに寂さびしそうに笑っているのに。


    「だから、それが、すごく嬉うれしくて……支えになるから」


    　旭姫の危機だというのに。


    　圧倒的な力を前に自覚するのは、苦すぎる無力感。


    『旭姫のために、俺は強くなってみせる！』


    『お前のためなら、俺はいくらでも強くなってみせるから』


    　あの時も、そして今も。


    　自分の言った言葉が、脳内で強烈にリフレインされ、消えていく。


    『あたしは陽翔を守るから、だから、陽翔はあたしを守ってね。──約束だよ』


    　大事な約束が、音を立てて崩れていく。


    　何も果たせないまま──。


    「さらばだ。〝スバル〟の星々よ」


    　セトが踵きびすを返した。ナハシュとカインも続き、三人の背中がすうっと消えていく。


    「じゃあね、皆──元気でね」


    　旭姫がいつものように笑い、背中を向けた。


    　その姿が、徐々に薄くなる。


    　すべてがスローモーションのようだった。


    　──心配しなくていいから。


    　──これくらいなんでもないよ。


    　──陽翔たちは気にしないで。


    　華きや奢しやな背中から伝わる、いくつもの言葉。


    　だが──どれだけ見てきたと思っているのだ。


    　彼女の心が、視みえてしまう。


    



    　──もっと、皆みんなと一緒にいたかった。


    



    　だが、もうそれは叶かなわない。


    　旭姫あさひの身体からだはほとんど見えなくなっていた。


    　そして──。


    　最後に振り返り、彼女は言った。


    



    「あたし、やっぱり……陽翔が好きだよ」


    



    　幼き日の記憶。


    　喧けん嘩かしたあの日、陽はる翔とが聞き取れなかった、彼女の囁ささやき。


    　なのに、こんな時だけ、その声は耳にすうっと優しく染み入ってきて。


    



    「旭姫──────────────────────────────ッ！」


    



    　旭姫の消えた世界に、陽翔の擦かすれた叫びが虚むなしく木こ霊だました。

  


  [image: ]


  
    あとがき


    



    　ガガガ文庫の読者の皆様、お久しぶりです。田た尾お典のり丈たけと申します。


    　七星のスバル五巻となります。最後の仲間も出てきてクライマックス！　かと思いきや、もう少しだけ続けさせていただけることになりました。ありがたいことでございます。


    　表紙が旭姫あさひ、咲さ月つき、エリシア、希のぞみと女性陣も終わって、次は誰にするんだろう……と思っていたら、まさかの男キャラ、貴たか法のりピン！　しかも、すげぇカッコいい！　正直なところ、旭姫に戻すとか、あるいはふたりの組み合わせで攻めるのかと予想していましたが、全然違った。


    　そしてそして、貴法に舵かじを切ったということはですよ？　次も……ってことになるわけじゃないですか。他にもまだ出てないキャラがいるわけですし？　ふたりとも男キャラなんですよ。


    　つまり……私自身、期待したく思います！


    



    　ここからはネタバレにもなるのであとがきから読む人はスキップか、本閉じを推すい奨しようです。


    



    　今巻は敵の全ぜん貌ぼうや計画なども明らかになりました。


    　敵の計画の要かなめとなる旭姫が〝グノーシス〟に攫さらわれています。


    　ヒロインが敵に攫われるシチュエーションは、物語の中でも王道中の王道に類するものですが、これは大きな博ばく打ちでもあると思っています。


    　何しろ、物語を動かすヒロインがいなくなるのは、華がなくなるだけでなく、お話の停滞を招くことにもなりかねません。


    　ゲームの開発でも、キャラクターが抜けるのはとても面倒です。例外処理をしたがためにバグが引き起こされますし、装備持ったまま行きやがったみたいな話も枚挙に暇いとまがありませんし、種泥棒という単語も生まれますし、デバッグも各種周回チェックがとても面倒で……話が逸れました。


    　一番の問題は、そのキャラを目的に物語を追っている人にとって、牽けん引いん手がいなくなることではないでしょうか。


    　ヒロインを楽しみに読んでいたのに、ヒロインがいないとはこれいかに。


    　そういう二律背反な課題を孕はらんでおり、ストーリー上で必要な流れといっても、ヒロインの不在は大きなデメリットも伴います。不在が長ければ長いほど、影を落とすでしょう。


    　……そんなことを言いながらも、賽さいは投げられました。


    　どうにか踏ん張り、エンディングに向かって、しっかりと盛り上げていきたいと思います！


    



    　それでは謝辞に参ります。担当のＩ様。毎回毎回、多大なストレスを与えて申し訳ないです……！　抜本的な改善は難しいのですが、次巻こそは少しでもどうにかできればと思います。


    　イラストレーターのぶーた様。貴たか法のり、カッコいい（二回目）！　そして、凛々しい！　毎巻、本当にありがとうございます!!　次の表紙も期待しておりますので、よろしくお願いします！


    　また、出版するにあたって関わっていただいた皆様に、重ねて御礼申し上げます。


    　最後に。この本を読んでくださった読者の皆様すべてに、この上ない感謝を。


    
      二〇十七年二月

    

  


  
    田尾典丈


    Noritake Tao
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